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前

期
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と

住

友

銅

貿

易

株

闊

係

資

料



近
世

前

期

の

銅

貿

易

株

と

住

友



年
々
帳
無
番
並
に
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
粛



無
番
及
び
壺
番
か
ら
拾
六
番
ま
で
の
拾
七
冊
゜
壺
番
以
下

に
は
、
賓
永
四
年
よ
り
明
治
十
一
年
に
至
る
公
私
の
願

．

届

・
甕
粛
等
を
逐
年
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
無
番
は

趣
き
を
共
に
し
て
延
賓
三
年
よ
り
元
緑
九
年
に
且
る
銅
屋

銅
吹
に
闊
す
る
諸
記
録
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
一

番
以
下
は

「
年
々
諸
用
留
」
と
改
類
さ
れ
て
ゐ
る
。

銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書

喪
脈
十
年
銅
吹
屋
の
大
坂
屋

・
丸
銅
屋
に
於
い
て
、
芦
記

に
よ
り
銅
染
の
由
緒
を
年
代
順
に
整
理
し
た
も
の
で
、
寅

暦
以
後
の
記
市
を
附
記
し
て
、
寛
永
よ
り
寛
政
年
度
に
亙

つ
て
ゐ
る
。
尚
、
木
書
は
文
政
三
年
に
住
友
が
窟
し
た
も

の
で
あ
る
。

年

々

帳

無

番

縦

九

寸

）

（
横
六
寸
七
分

縦
九
寸

――
分
丘
岡
一

（横
六
寸
―
-
．
分





延
密
六
年
の
銅
貿
易
株
限
定
閥
係
記
事
で
あ
る
。
詳
細
は

本
文
及
び
附
録
参
照
。
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銅

異

図

翼

覺

帳

主
と
し
て
筵
文
年
間
よ
り
元
緑
に
亙
る
銅
貿
易
を
中
心
と

し
た
長
崎
貿
易
に
閻
す
る
記
録
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
及
び
附
録
参
照
。
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近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

尤
も
株
と
い
ふ
用
語
は
後
の
も
の
で
古
く
は
こ
れ
を
名
代
と
稲
し
て
ゐ
た
。

と
こ
ろ
が
、

偶
y

こ
れ
を
説
く
も
の
が
あ
れ
ば
、

日
本
の
銅
が
海
外
へ
輸
出
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
中
世
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
量
が
著
し
く
増
加
し
て
、
遂
に
輸
出
品
中
の
最
も
主
要
な
も
の
と
な
り
、
従
っ
て
ま
た
こ
の
間
貿
易
銅
を
取

扱
ふ
多
敷
の
専
門
業
者
を
生
じ
、
銅
の
貿
易
は
本
邦
貿
易
史
上
特
殊
な
重
要
性
を
有
つ
こ
と
＼
な
っ
た
。

こ
の
銅
貿
易
に
就
い
て
は
、

を
委
し
く
具
疇
胆
的
に
記
述
し
た
も
の
は
殆
ん
ど
見
嘗
ら
な
い
。

直
接
か
間
接
か
に
住
友
の
家
史
「
垂
裕
明
鑑
」
に
握
る
の
で
あ
る
が
、

充
分
で
な
い
た
め
、
記
述
正
鵠
を
失
し
た
貼
が
多
く
、
従
っ
て
こ
れ
に
依
握
し
た
諸
書
の
記
述
も
勢
ひ
誤
謬
を
免

れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
＼
に
は
改
め
て
「
垂
裕
明
鑑
」
の
原
史
料
た
る
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
其
の

他
を
検
討
し
、
こ
れ
に
他
の
閥
係
史
料
を
併
せ
考
へ
つ
＼
、
先
づ
銅
貿
易
株
の
成
立
か
ら
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

序

言

そ
れ
は
多
く

近
世
に
入
っ
て
か
ら
は

そ
の
初
期
の
部
分
に
闘
す
る
史
料
が
充
分
で
な
い
為
め
、
従
求
こ
れ

こ
の
書
は
史
料
の
蒐
集
と
考
究
と
が
共
に



①
 

さ
て
、
「
垂
裕
明
鑑
」
が
多
く
依
撒
し
た
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
と
題
す
る
古
記
を
見
る
と
、
開
巻
跨
頭
近
世

一
慶
長
之
末
元
和
年
中
於
大
坂
泉
屋
吉
左
衛
門
大
坂
屋
久
左
衛
門
大
塚
屋
甚
右
衛
門
丸
銅
屋
仁
兵
衛
此
外

銅
商
賣
人
追
々
致
出
来
、
異
國
入
筑
前
博
多
肥
前
平
戸
豊
後
府
内
薩
摩
坊
之
津
周
防
山
口
た
着
船
之
節

か
、
異
國
人
に
銅
直
商
賣
致
末
候
事

し
か
し
こ
れ
は
そ
の
ま
＼
に
は
受
け
と
れ
な
い
。
何
故
な
ら
慶
長
末
元
和
年
中
に
は
末
だ
銅
貿
易
商
と
し
て
の

泉
屋
吉
左
衛
門
も
大
坂
屋
久
左
衛
門
も
大
塚
屋
甚
右
衛
門
も
丸
銅
屋
仁
兵
衛
も
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
泉
屋
の
営
主
が
吉
左
衛
門
と
稲
し
た
の
は
三
代
の
友
信
か
ら
で
、
友
信
が
家
督
を
相
績
し
た
の
は

賓
に
寛
文
二
年
（
頑
這
年
六
）
で
あ
り
、
先
代
は
理
兵
衛
、

叉
先
々
代
は
理
右
衛
門
と
言
っ
た
か
ら
、
慶
長
元
和
頃
に

は
泉
屋
吉
左
衛
門
な
る
も
の
は
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
泉
屋
吉
左
衛
門
が
理
右
衛
門
を
指
し
て
ゐ
る

こ
と
は
、
前
掲
の
記
述
の
但
書
に
、
泉
屋
吉
左
衛
門
が
天
正
十
九
年
に
京
都
で
銅
商
を
開
業
し
、
南
蜜
吹
を
偉
習

し
て
、
始
め
て
銅
か
ら
銀
を
絞
り
取
る
こ
と
を
始
め
た
と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、

銅
貿
易
商
の
起
源
に
就
い
て
、
次
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
。

銅

貿

易

商

の

登

生

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

こ
の
や
う



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

に
理
右
衛
門
を
吉
左
衛
門
と
記
し
て
平
然
た
る
と
こ
ろ
は
、
泉
屋
の
常
主
の
通
稲
が
吉
左
衛
門
と
固
定
す
る
や
うR

 

と
こ
ろ
が
、
今
更
に
貞
享
五
年
（
屹
噂
疇
虚
：
年
）
五
月
に
調
製
さ
れ
た
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺
」

と
い
ふ
も
の
を
見
る
と
、
泉
屋
吉
左
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
・
丸
銅
屋
仁
兵
衛
に
就
い
て

こ
の
註
記
の
う
ち
泉
屋
の
註
記
は
問
題
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
や
う
な
註
記
が
あ
る
。

は
憤
重
を
要
す
る
も
の
＼
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

延
宝
二
寅
ノ
年
初
テ
長
崎

松
浦
平

八
方
へ
送
II'

荷
致

延
宝
六
午
ノ
年

t
自
分
之

名
代
＝
罷
成

廷
宝
元
丑
ノ
年
入0
初
テ
長
崎
徳

岡
典
次
兵
衛
方
へ
送
リ
荷
致
延

宝
六
午
ノ
年
ト0
自
分
之
名
代
―
―

罷
成

是
ハ
寛
永
八
九
年
之
時

分
か
銅
商
声
竺
取
付

平
戸
に
居
人
阿
蘭
陀
入
船
之
時

t

丸

銅

屋

仁

兵

衛

大
坂
屋
が
寛
永
八
九
年
頃
よ
り
、
大
塚
屋
や
丸
銅
屋
が
延
賓

大

塚

屋

甚

右

衛

門

大

坂

屋

久

左

衛

門

泉

屋

吉

左

衛

門

に
な
っ
た
餘
程
後
か
ら
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
こ
の
貼
だ
け
か
ら
で
も
、

こ
の
記
述
の
取
扱
に



（
寛
ノ
誤
）

先
祖
か
鋼
商
賣
仕
賓
永
拾
五
コ
之
年
異
國
渡
り
之
銅
御
免
許
共
節
か
異
國
渡
り
之

銅
吹
屋
商
賣
仕
来
候
凡
八
拾
年
餘
―
―
罷
成
候

先
祖
か
銅
吹
屋
仕
異
國
渡
り
之
銅
商
賣
仕
候
年
敷
凡
八
拾
年
餘
―
―
罷
成
申
候

先
祖
か
銅
吹
屋
仕
今
年
迄
八
拾
年
餘
―
―
罷
成
候

こ
れ
で
も
泉
屋
だ
け
は
ま
づ
ま
づ
問
題
な
い
が
、

大
坂
屋
が
開
業
後
八
十
年
餘
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
恰
も

前
の
貞
享
五
年
の
覺
書
に
寛
永
八
九
年
頃
よ
り
と
い
ふ
の
と
そ
れ
ほ
ど
大
差
は
な
く
、

地
へ
罷
下
り
異
國
渡
り
之
銅
ふ
き
や
商
賣
仕
候
＾
凡
九
拾
年
餘
―
―
及
申
候

元
年
或
は
同
二
年
と
い
ふ
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
尚
正
徳
四
年
（
戸
囀
干
七
）
の
「
銅
屋
共
家
業
相

③
 

勤
候
年
敷
之
覺
」
と
い
ふ
も
の
を
見
る
と
、
次
の
や
う
に
註
記
し
て
ゐ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

泉

屋

吉

左

衛

門

先
祖
京
都
五
條
―
―
而
銅
商
賣
仕
初
候
此
年
敷
百
三
拾
年
―
―
茂
罷
成
候
由
共
後
御
嘗

大

塚

屋

甚

右

衛

門

丸

銅

屋

治

郎

兵

衛

そ
れ
以
前
に
は
遡
ら
な
い

大

坂

屋

久

左

衛

門

四



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

五

廷
賓
元
年
の
開
業
と
あ
る
の
と
一
致
し
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
「
十
六
人
之
年
末
之
覺
」
は
そ
の
題
名
の
や
う
に
銅

異
國
賣
即
ち
銅
貿
易
商
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
に
到
し
、
後
の
「
銅
屋
共
年
敷
之
覺
」
は
幕
府
の
貨
幣
改
錆
の
際

銅
吹
屋
仲
間
よ
り
提
出
し
た
銅
吹
屋
と
し
て
の
も
の
で
、
現
に
大
塚
屋
の
次
に
記
さ
れ
た
前
記
丸
銅
屋
仁
兵
衛
弟

④
 

筋
の
丸
銅
屋
治
郎
兵
衛
以
下
の
小
吹
屋
に
就
い
て
は
、
箪
に
銅
吹
屋
の
こ
と
だ
け
で
、
銅
貿
易
に
開
す
る
こ
と
に

は
少
し
も
躙
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
大
塚
屋
の
場
合
は
前
々
者
と
異
な
り
「
先
祖
か
銅
吹
屋
仕
」
と
出
し
て
ゐ
る

こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
や
う
に
正
確
に
は
銅
吹
屋
の
開
業
が
八
十
餘
年
以
前
で
、
銅
貿
易
の
開
始
は
そ
れ
か
ら
約

四
十
年
後
の
延
賓
元
年
（
這
譴
」
二
で
あ
る
の
を
便
宜
簡
箪
に
右
の
や
う
な
註
記
を
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
兎
に
角
大
塚
屋
の
銅
貿
易
開
始
が
延
賓
元
年
で
あ
る
こ
と
は
別
に
延
賓
二
三
年
頃
の
記
録
で
あ
る
「
子
丑
雨

⑥
 

年
（

□

讐
万
）
銅
屋
中
か
長
崎
へ
銅
下
し
高
及
び
寅
年
（
苫
顎
）
下
し
銅
高
之
覺
」
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。
さ

う
す
る
と
、
大
坂
屋
以
下
が
慶
長
の
末
元
和
年
中
に
開
業
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
営
然
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

叉
泉
屋
に
し
て
も
、
理
右
衛
門
は
京
都
に
在
住
し
て
未
だ
大
阪
へ
は
出
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
長
子
理
兵
衛

⑥
 

0
 
0
 
0
 

0
 

の
下
阪
が
漸
く
元
和
九
年
（
声
這
[
六
）
で
ぁ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
巌
密
な
意
味
で
は
こ
れ
も
「
慶
長
之
末
元
和
年

中
於
大
坂
」
な
ど
＼
は
大
言
出
末
な
い
こ
と
に
な
ら
う
。
か
う
い
ふ
貼
よ
り
考
へ
る
と
、
こ
の
「
銅
吹
屋
仲
間
由

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
大
塚
屋
も
開
業
以
来
八
十
年
と
あ
る
こ
と
は
、

一
見
前
の
「
十
六
人
之
年
末
之
覺
」
に



註 緒
書
」

千
時
賓
暦
十
三
未
歳

九
月
吉
辰
成

①
本
書
に
は
次
の
奥
書
が
あ
る
。

右
仲
間
由
緒
書
者
藉
記
紬
調
之
上

此
壺
冊
成
後
世
之
要
備
者
也

但
正
徳
以
末
者
仲
間
銅
會
所
被
仰
付

有
之
故
年
々
公
用
帳
可
見
者
也

尚
本
書
の
裏
表
紙
に

文
政
三
庚
辰
年
七
月
寓
之

住
友
氏

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
は
文
政
―
―
一
年
に
住
友
が
嵩
し
た
も
の
で

あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

R
「
年
々
帳
無
番
」
及
び
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
。

③
年
々
諸
用
留
―
一
番
。

④
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」

の
正
徳
二
年
の
「
銅
吹
屋
拾
七
人
之
名
前
」

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛正

徳

（

マ

、

）

大
阪
屋
久
左
衛
門智

浦

の
銅
貿
易
商
起
原
説
は
、
簡
箪
に
従
へ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

に
は
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
に
就
い
て
「
古
来
銅
吹
屋
丸
銅
屋
仁
兵
衛
弟
」

と
註
記
が
あ
る
。
尤
も
こ
れ
に
は
績
い
て
「
正
保
元
年
申
十
一
月

t

日
本
用
銅
小
吹
屋
」
と

も
記
さ
れ
て
ゐ
て
創
業
の
年
代
は
「
銅
屋
共

家
業
相
勤
候
年
敷
之
覺
」
と
多
少
相
違
し
、
か
う
し
た
後
世
か
ら
の

由
緒
書
の
不
確
賓
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。
或
は
又
後
者
の
年
数
は
嘗
時

畷
業
し
て
ゐ
た
兄
筋
の
仁
兵
衛
の
年
敷
を
と
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な

、
0

尚
、
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
は
延
賓
―
―
一
年
阿
形
宗
智
等
が
長
崎
下
銅
を
掌

握
し
よ
う
と
計
っ
た
と
き
加
掠
し
た
。
（
「
尚
」
以
下
小
葉
田
補
註
）

⑥
註
R
に
同
じ
。

R
理
兵
衛
友
以
使
用
の
算
盤
の
箱
書
に
元
和
九
亥
年
十
七
歳
二
而
御
下

向
云
云
と
か
、

良
入
公

慶
長
十
二
年
未
御
誕
生
十
七
歳
之
節
京
都

t
御
下
向
淡
路

町
一
丁
目
角
屋
敷
―
―
住
宅

寛
文
二
寅
年
御
往
生

と
あ
る
こ
と
よ
り
知
ら
れ
る
。

六

五
十
六
歳



下、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

古

来

銅

屋

株

御

免

之

名

前

寛
永
年
間
の
銅
貿
易
禁
止
時
期

次
に
こ
の
由
緒
書
に
は
、
寛
永
四
年
異
國
商
賣
に
紛
ら
は
し
き
筋
が
あ
る
と
の
理
由
で
、

れ
、
そ
の
為
め
銅
貿
易
業
者
は
勿
論
銅
山
師
以
下
銅
山
開
係
者
一
同
が
渡
世
に
窮
し
た
の
で
、

解
禁
歎
願
に
江
戸
へ
下
り
、
十
二
年
間
も
運
動
し
た
結
果
、
同
十
互
年
に
な
つ
て
聰
き
眉
け
ら
れ
、
こ
の
時
京
都
・

大
阪
・
堺
•
紀
州
・
豊
後
・
長
崎
の
六
箇
所
の
銅
屋
二
十
三
入
へ
異
國
直
賣
銅
屋
株
を
免
許
に
な
っ
た
と
言
ひ
、

「
古
来
銅
屋
株
御
免
之
名
前
」
と
し
て
二
十
二
人
の
名
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
即
ち
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
寛
永
四
丁
卯
年
、

是
か
先
キ
異
國
商
賣
紛
敷
筋
有
之
由
―
―
而
銅
之
儀
も
同
年
始
而
御
禁
止
被
仰
出
、
銅
屋

者
不
及
申
諸
國
銅
山
師
堀
子
吹
大
工
井
炭
燒
諸
働
人
夫
其
外
人
馬
運
送
之
渡
世
相
止
各
及
渇
命
候
―
―
付
、

銅
屋
共
身
命
を
掬
、
江
戸
表
に
拾
戴
年
之
間
相
詰
、
異
繭
に
銅
賣
渡
之
儀
御
願
申
上
候
虞
、
御
聞
眉
被
成

同
拾
五
戊
寅
年
於

屋
株
御
免
被
成
下
候
事

七

銅
も
輸
出
を
禁
ぜ
ら

銅
貿
易
業
者
達
が

御
評
定
所
―
―
御
老
中
阿
部
豊
後
守
様
松
平
伊
豆
守
様
御
吟
味
之
上
、

胡
胤
成

者
者
御
除
被
遊
、
京
・
大
坂
・
堺
•
紀
州
・
豊
後
・
長
崎
於
六
ヶ
所
＝
銅
屋
戴
拾
三
人
に
異
醐
直
賣
銅



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

同 京

都
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 大

坂

塚

口

屋

長

左

衛

門

銅

屋

善

郎

塩

屋

八

兵

衛

大

坂

屋

久

左

衛

門

大

塚

屋

甚

右

衛

門

丸

銅

屋

仁

兵

衛

濱

田

屋

吉

兵

衛

平

野

屋

平

兵

衛

布

袋

屋

嘉

兵

衛

山

形

屋

蒲

右

衛

門

泉

屋

典

九

郎

泉

屋

平

兵

衛

泉

屋

平

八

泉

屋

吉

左

衛

門
八



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

そ
の
理
由
の
―
つ
は
、

長

崎

豊

後

紀
州
和
歌
山

①
 

こ
の
こ
と
は
元
腺
七
年
（
這

疇
〗
六
）
七
月
十
日
附
の
銅
屋
訴
朕
に
も
同
様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

し

か
し
、
こ
れ
が
ま
た
問
題
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
先
づ
第
一
に
寛
永
四
年
（
這
暉
干
六
）
か
ら
同
十
五
年
迄
銅
貿
易

が
禁
止
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
簡
箪
に
首
肯
出
来
な
い
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
寛
永
四
年
の
銅
貿
易
禁
止
と
同
十
五
年
の
解
禁
と
に
就
い
て
は
、
住
友
の
相
嘗
早

R
 

い
記
録
で
あ
る
「
公
訴
文
永
鏡
」
や
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
に
も
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
禁
止
に
際
し
、

（理）

泉
屋
利
兵
衛
・
同
弟
忠
兵
衛
・
同
八
兵
衛
・
伯
父
金
屋
長
右
衛
門
・
伯
母
聟
鍮
釦
屋
典
兵
衛
と
他
家
の
太
刀
屋
喜

同 同 同 同 堺

九

刀

屋

八

郎

兵

衛

増

田

屋

博

兵

衛

熊

野

屋

彦

三

郎

海

部

屋

平

右

衛

門

く

け

（

マ

ヽ

）

粋

屋

徳

右

衛

門

糸

屋

治

兵

衛

帯

屋

r -
ノ‘

兵

衛

錢

屋

作

右

衛

門



兵
衛
・
錢
屋
太
郎
右
衛
門
合
せ
て
七
人
が
解
禁
歎
願
に
江
戸
へ
下
り
、
十
二
年
間
運
動
し
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、
泉
屋
兄
弟
三
人
の
年
齢
を
調
査
し
て
見
る
と
、
寛
永
四
年
に
は
理
兵
衛
は
既
に
一
一
十
一
歳

で
先
づ
先
づ
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
忠
兵
衛
は
十
五
歳
で
未
だ
家
督
相
績
前
で
あ
り
、
八
兵
衛
に
至
っ
て
は
更

R
 

に
若
年
で
あ
る
。
さ
う
す
れ
ば
彼
等
が
打
揃
つ
て
江
戸
へ
下
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
不
可
解
な
こ
と
に
な
る
。
又
寛

永
四
年
な
ら
ば
父
理
右
衛
門
は
未
だ
隠
居
前
で
五
十
六
歳
で
あ
る
の
に
、
彼
が
こ
の
歎
願
に
闘
係
し
た
や
う
な
形

迩
が
少
し
も
認
め
ら
れ
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。
既
に
解
禁
歎
願
、

ふ
以
上
、
泉
屋
が
そ
れ
以
前
よ
り
貿
易
に
従
事
し
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
さ
す
れ
ば
営
主
壽
演
が
こ
れ
に

八
九
年
頃
と
い
ひ
、

次
に
前
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
銅
貿
易
家
或
は
銅
吹
屋
と
し
て
の
大
坂
屋
・
大
塚
屋
・
丸
銅
屋
の
開
業
は
寛
永

④
 

こ
の
外
平
野
屋
の
銅
貿
易
開
業
も
同
時
で
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
さ
う
す
る
と
そ
れ
は
銅
貿
易

禁
止
期
間
中
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
銅
貿
易
の
禁
止
に
よ
っ
て
業
者
と
そ
の
閥
係
者
が
非
常
な
窮
境
に
陥
り
、

の
為
の
解
禁
歎
願
の
最
中
に
こ
の
や
う
に
新
ら
し
い
業
者
が
、

出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

閥
係
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

そ
れ
も
泉
屋
が
主
麓
と
な
つ
て
の
歎
願
と
い

そ
れ
も
敷
多
く
務
生
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
更
に
外
國
の
史
料
に
就
い
て
観
る
と
、

そ
理
解

ケ
ン
。
ヘ
ェ

JV

の
「
日
本
外
國
貿
易
史
」
に
は
オ

1
0
 



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

ラ
ン
ダ
商
館
の
出
島
移
轄
後
も
銅
の
輸
出
は
引
績
き
禁
止
朕
態
に
あ
り
、

一
六
四
六
年
に
至
つ
て
再
開
さ
れ
た
こ

ラ
ン
ダ
商
館
は
西
暦
一
六
四
一
年
即
ち
寛
永
十
八
年
以
後
幾
何
も
な
く
‘

止
さ
れ
て
ゐ
た
銅
塊
の
自
由
輸
出
復
奮
を
懇
願
し
て
、

叉
ナ
ホ
ッ
ド
の

六
年
即
ち
正
保
三
年
に
そ
の
禁
が
解
か
れ
た
こ
と
が
見
え
、
併
せ
て
一
六
三
四
年
（
遣
鱈
+
)
か
ら
一
六
三
七
年
に
至

R
 

る
迄
の
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
の
銅
輸
出
高
も
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
パ
ク
ビ
ャ
城
日
誌
の
一
六
四

0
年
十
二
月
三
十

一
日
（
遺
賢
咋
吃
）
の
條
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
カ
ロ
ン
の
報
告
書
を
見
る

と
、
嘗
時
銅
は
オ
ラ
ン
ダ
に
到
し
て
輸
出
禁
止
欣
態
に
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
は

1

1

―
―
一
年
以
前
か
ら
の
こ
と
で
、
年

々
解
禁
を
願
ひ
出
て
ゐ
る
が
未
だ
許
可
を
得
る
に
至
ら
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
り
、
尚
翌
一
六
四
一
年
即
ち
ォ

と
が
「
出
島
蘭
館
日
誌
」
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
殊
に
こ
の
正
保
三
年
に
到
蘭
銅
貿
易
が
許
可
さ
れ
た
こ
と

は
「
長
崎
賓
録
大
成
」
等
に
も
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ケ
ン
ペ
ェ

JV

や
ナ
ホ
ッ
ド
の
言
ふ
や
う
に
、
寛

永
十
四
年
に
少
く
も
オ
ラ
ン
ダ
に
到
す
る
銅
貿
易
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
確
賓
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

さ
う
す
る
と
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
の

言
ふ
や
う
に
、
銅
貿
易
が
既
に
寛
永
四
年
以
来
十
二
年
間
禁
止
さ
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
禁
止
期
間
中
の
十
四
年
に
更
に
禁
止
が
褻
令
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
不
合
理
だ
し
、
況

「
十
七
世
紀
間
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
會
祉
の
到
日
閥
係
」

ヽ

こ
も

’

ー

一
六
三
七
年
に
銅
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
、

認
許
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
六
四

一
六
―
―
―
七
年
即
ち
寛
永
十
四
年
以
来
禁



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

ん
や
ナ
ホ
ッ
ド
の
學
げ
て
ゐ
る
や
う
に
、
寛
永
十
一
年
よ
り
同
十
四
年
に
至
る
四
年
間
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
相
常
量
の
銅

が
輸
出
さ
れ
た
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
絶
到
に
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
は
到
中
闘
貿
易
の
み
に
つ
い
て
の
こ
と
か
と
い
ふ
と
、
到
蘭
輸
出
が
許
さ
れ
て
、
古
来
因
縁
の

深
い
到
中
國
輸
出
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
営
時
と
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
し
、

止
に
闘
す
る
も
の
と
は
受
け
取
れ
な
い
。

そ
れ
に
ま
た
こ
の
寛
永
四
年
の
銅
輸
出
禁
止
と
十
二
年
間
の
解
禁
歎
願

運
動
と
い
ふ
こ
と
は
、
「
銅
異
闘
賣
覺
帳
」
牧
録
の
諸
訴
欣
に
つ
い
て
検
し
て
も
、
古
い
と
こ
ろ
に
は
見
嘗
ら
ず
、

誓
二
年
（
這
疇
竺
）
霜
月
十
四
日
附
泉
屋
銅
屋
の
訴
朕
に
は
寛
文
八
年
（
這
直
年
六
）
の
禁
止
が
最
初
の
や
う
に
記
し

て
居
り
、
貞
享
二
年
（
這
這
〗
六
）
八
月
廿
四
日
附
の
銅
屋
訴
朕
に
始
め
て
寛
文
八
年
以
前
に
も
銅
輸
出
禁
止
の
あ
っ

た
こ
と
が
見
え
、

翌
―
―
一
年
十
二
月
附
の
銅
屋
訴
朕
に
始
め
て
十
二
年
間
の
解
禁
運
動
の
こ
と
が
見
え
漸
く
元
緑
五

年
（
這
這
干
ニ
―
―
一
月
廿
六
日
附
の
銅
屋
訴
朕
に
至
っ
て
始
め
て
寛
永
四
年
禁
止
を
述
べ
て
ゐ
る
有
様
で
、

も
そ
の
言
ふ
と
こ
ろ
の
禁
止
年
次
の
確
賓
性
を
賜
麓
化
す
る
で
あ
ら
う
。

叉
そ
の
記
述
は
一
部
的
禁

こ
の
こ
と

こ
の
や
う
な
種
々
の
貼
よ
り
考
究
す
る
と
、
寛
永
四
年
に
銅
貿
易
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
容
易
に
は

認
め
難
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
ケ
ン
ペ
ェ

JV

や
ナ
ホ
ッ
ド
の
言
ふ
寛
永
十
四
年
禁
止
の
場
合
は
ど
う
か
と

い
ふ
と
、

こ
の
場
合
は
前
の
や
う
な
不
合
理
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
一
に
泉
屋
と
の
開
係
は
理
右
衛
門
が
そ
の



前
年
に
歿
し
て
ゐ
る
為
め
、
彼
が
歎
願
に
閥
係
な
か
っ
た
こ
と
は
営
然
で
あ
り
、
三
人
の
千
息
は
、
理
兵
衛
が
一
―
-
+

一
歳
、
忠
兵
衛
が

1

一
十
五
歳
で
既
に
家
督
相
績
演
み
、
そ
れ
に
八
兵
衛
は
不
明
と
し
て
も
、

し
て
何
の
矛
盾
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
遺
鱈
+
)
か
ら
同
一
六
一
―
―
七
年
（
年
巳
に
至
る
四
年
間
の
到
蘭
輸
出
銅
高
に
於
い
て
、

五
七
九
、

0
六
九
斤
、

一
六
三
七
年
度
は
二
八
八
、
三
九
五
斤
と
急
激
に
低
下
し
、
前
年
度
の
半
ば
に
も
尚
遥
か
に
及
ば
な
い
と
い

⑥
 

ふ
こ
と
は
、
前
年
六
月
か
ら
着
手
さ
れ
た
銅
錢
の
錆
造
が
こ
の
年
八
月
よ
り
更
に
全
國
八
箇
所
に
於
い
て
大
々
的

R
 

に
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
自
然
國
内
の
銅
の
需
要
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。

こ
れ
ま
た
不
思
議
は
な
い
。
第
三
に
ナ
ホ
ッ
ド
の
掲
載
し
て
ゐ
る
西
暦
一
六
三
四
年

こ
れ
に
つ
き
銅
輸
出
解
禁
の
前
年
正
保
二
年
（
疇
這
〗
二
四
月
、
そ
の
頃
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
熱
心
な
銅
輪

出
許
可
の
請
願
が
行
は
れ
て
ゐ
た
と
き
、
長
崎
奉
行
馬
場
利
重
が
通
詞
に
到
ひ
、
銅
は
日
本
に
澤
山
あ
る
に
上
司

が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
銅
の
輸
出
を
許
可
さ
れ
ぬ
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
、

禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
現
在
で
は
錢
は
過
多
で
あ
る
、

山
崎
正
信
（
麟
頭
）
が
嘗
地
（
長
崎
）
へ
き
た
ら
こ
の
件
に

⑧
 

つ
き
協
議
す
る
が
許
可
は
得
ら
れ
よ
う
と
語
っ
た
と
、
「
出
島
蘭
館
日
誌
」
に
記
し
て
ゐ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
そ

ず
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

六
三
四
斤
、

れ
ば
禁
止
前
で
あ
る
か
ら
、

次
に
第
二
の
大
坂
屋
以
下
銅
商
後
生
の
時
期
に
し
て
も
、
寛
永
八
年
で
あ

初
め
の
三
年
間
は
四
八
八
、

六
九
八
、
八
四
七
斤
と
い
ふ
や
う
に
年
々
著
し
い
増
加
が
見
ら
れ
る
に
拘
ら

銅
錢
を
多
量
に
醐
杓
で
必
要
と
す
る
た
め

こ
れ
に
近
か
っ
た
と



老
中
松
平
伊
豆
守
が
、

銅
は
戦
争
に

こ
へ
こ
の
年
の
十
月
に
は
島
原
の
胤
が
勃
務
レ
、
軍
事
的
な
立
場
か
ら
も
銅
の
必
要
が
戚
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ

た
。
か
く
て
こ
の
こ
と
が
遂
に
幕
府
を
し
て
銅
の
輸
出
を
禁
止
せ
し
め
る
や
う
に
し
た
ら
し
く
、
寛
永
十
七
年
の

前
記
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヵ
ロ
ン
の
報
告
に
は
、
彼
の
銅
輸
出
歎
願
に
到
し
、

必
要
な
物
で
あ
る
た
め
公
の
告
示
（
四
[
)
に
よ
り
輸
出
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

と
い
ふ
こ
と
を
言
っ
た
と
見
え
て
ゐ
る
。

以
上
の
諸
黙
よ
り
考
へ
る
時
、
寛
永
四
年
に
「
異
鯛
商
賣
紛
敷
筋
有
之
」
と
の
理
由
で
銅
貿
易
が
禁
止
さ
れ
同

④
 

十
五
年
に
解
禁
に
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
首
肯
し
難
く
、
そ
れ
は
何
等
か
の
事
情
で
寛
永
十
四
年
の
禁
止
丘
噸
詞

信
ょ
）
と
正
保
三
年
の
解
禁
と
を
映
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

尤
も
こ
れ
は
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
腸
す
る
資
料
に
就
い
て
観
た
の
で
、
中
國
に
閥
す
る
資
料
に
は
全
然
獨
れ

な
か
っ
た
か
ら
、
中
國
の
場
合
は
ま
た
別
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
も
一
應
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の

寛
永
四
年
の
禁
止
が
中
國
に
就
い
て
も
認
め
難
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

解
禁
の
方
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、

か
ら
は
、
中
國
側
に
到
し
て
の
み
特
例
を
認
め
る
て
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

禁
止
な
ら
ば
、
極
め
て
短
期
間
と
な
る
繹
で
あ
る
の
に
、
寛
永
十
五
年
か
ら
は
僅
か
五
十
年
後
の
貞
享
一
一
一
年
十
二

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

こ
れ
は
さ
も
あ
り
さ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

此
の
禁
令
は
撤
回
出
末
な
い

そ
れ
で
は
寛
永
十
五
年
の

こ
れ
も
前
記
の
や
う
な
武
器
及
び
錆
錢
材
料
と
し
て
の
輸
出
禁
止
と
い
ふ
理
由

叉
寛
永
十
四
年
か
ら
翌
十
五
年
迄
の

1

四



註 月
の
銅
屋
訴
状
に
添
へ
ら
れ
た
口
上
書
に
、

亦
更
に
確
賓
な
積
極
的
證
腺
が
な
い
限
り
、
寛
永
四
年
の
禁
止
と
同
十
五
年
の
解
禁
は
一
應
否
定
さ
れ
る
外
は
な

⑩
 

か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

①
「
年
々
帳
悪
番
」
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
所
牧
゜

R
「
公
訴
文
永
鏡
」

は
寛
文
八
年
の
訴
朕
よ
り
牧
録
し
現
在
延
賓
三
年

の
訴
朕
を
以
つ
て
終
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
末
尾
を
鉄
脱
し
て
ゐ
る

の
で
嘗
初
の
記
録
下
限
は
朋
ら
か
で
な
い
。
併
し
表
紙
に
奥
野
如
元

記
と
記
し
て
居
り
、
こ
の
如
元
は
寛
文
元
禄
年
間
の
訴
朕
に
泉
展
の

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

を
要
し
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
の
も
、
解
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

ー
五

嘗
主
吉
左
衛
門
と
連
署
し
て
ゐ
る
五
郎
右
衛
門
の
法
琥
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
大
骰
の
年
代
が
知
ら
れ
る
諜
で
あ
る
。

そ

し
て
問
題

の
記
事
は
訴
朕
牧
録
に
先
立
ち
従
来
の
銅
貿
易
の
網
過
を

示
す
為
め
、
本
書
の
胃
頭
に
書
き
添

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
は
別
々
の
三
書
を
寓
し
た
も
の
で
、
第
一
は
恐

か
う
い
ふ
貼
か
ら
し
て
、
中
國
側
に
つ
い
て
も

と
言
っ
て
ゐ
て
、
長

い
間
の
銅
貿
易
中
絶

の
為
め
、

銅
掘
銅
細
工
人
が
絶
え
果
て
、
そ
の
復
活
に
は
非
常
な
苦
心

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
を
仕
立
、
其
上
敷
年
之
功
者
を
以
、

鋼
か
が
恥
恥
い
応
驚
゜

敷
十
年
之
間
者
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

近
年
之

―――

ケ
一
な
ら
て

ハ
銅
出
不
申
、
近
年
諸
國
山
々
に
大
分
入
銀
仕
、

、
、
、
、

銅
掘
細
工

訟
申
上
、
御
赦
免
被
成
候
所
―
-
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

永
々
中
絶
仕
、
諸
國
銅
御
山
共
悉
ク
不
作
仕
、
銅
掘
銅
細
工
人
絶
果
、

先
年
異
繭
人
・
ロ
銅
賣
渡
し
申
儀
御
停
止
―
―
被
為
仰
付
、

先
祖
之
者
共
十
ニ
ケ
年
御
江
戸
―
―
相
詰
、

御
訴



ら
く
元
緑
十
六
年
――
一
月
と
思
は
れ
る
（
元
緑
十
一
年
以
後
の
未
年
―
―
―

月
）
五
ケ
所
絲
割
符
年
寄
の
願
書
を
最
後
と
す
る
「
長
崎
初
登
書
」
、

第
二
は
銅
貿
易
の
起
原
よ
り
記
し
寛
文
八
年
よ
り
貞
享
四
年
迄
の
諸

訴
朕
類
其
他
を
牧
録
し
た
も
の
（
こ
れ
が
「
公
訴
文
永
鏡
」
の
原
形

と
思
は
れ
る
）
、
第
三
は
延
賓
三
年
よ
り
元
緑
九
年
迄
の
訴
朕
類
其
他

を
牧
録
し
た
「
公
用
隈
」
で
あ
る
。
そ
し
て
問
題
の
記
事
は
第
二
の

も
の
に
あ
る
の
で
あ
る
。
出
所
は
「
公
訴
文
永
鏡
」
と
同
じ
で
あ
る
。

⑤
理
兵
衛
の
年
齢
は
前
項
註
⑥
の
算
盤
箱
書
に
よ
り
、
又
忠
兵
衛
の
年

齢
は
正
億
四
年
の
泉
屋
家
業
由
緒
書
に
「
十
九
歳
之
時
家
督
ヲ
請
候

八
十
四
年
二
成
ル
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
知
ら
れ
る
。

④
平
野
屋
の
こ
と
は
貞
享
五
年
銅
異
國
賣
人
数
の
覺
に
見
え
て
ゐ
る
。

R
板
澤
武
雄
氏
「
日
蘭
貿
易
史
」
及
び
「
長
崎
市
史
（
通
交
貿
易
編
東

洋
諸
國
部
）
」
所
牧
゜

R

徳

川

賓

紀
。

R
意
敦
類
典
二
。

⑤
銅
輸
出
解
禁
云
々
の
項
補
訂
。
（
小
葉
田
）

R
原
文
に
は
「
是
力
先
キ
異
國
商
賣
紛
敷
筋
有
之
由
二
而
銅
之
儀
も
同

年
始
而
御
禁
止
被
仰
出
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
か
ら
す
る
と
銅
の
輸

出
だ
け
が
禁
止
に
な
っ
た
の
で
な
く
、
多
く
の
品
が
禁
ぜ
ら
れ
銅
は

そ
の
中
の
―
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
や
う
に
見
え
、
一
層
首
肯
し
難
い

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

こ
と

4
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
新
規
の
密
貿
易
者
に
よ
っ
て
規
定
の

輸
出
銅
た
る
悼
銅
以
外
の
間
吹
銅
躊
形
違
銅
の
輸
出
が
盛
ん
と
な
っ

た
に
弼
し
、
こ
れ
が
禁
止
方
を
歎
願
し
た
元
誅
五
年
九
月
七
日
附
の

訴
朕
に
、
寛
文
八
年
の
貿
易
整
理
に
つ
い
て
、
「
異
國
本
朝
立
合
場
之

儀
二
而
候
條
猥
ヶ
間
敷
商
賣
も
可
致
か
と
被
思
召
上
御
停
止
二
被
仰

付
候
」
と
勝
手
な
推
測
的
理
由
を
附
し
て
ゐ
る
の
か
ら
更
に
疲
展
し

た
附
會
的
記
事
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

⑩
尤
も
貞
享
三
年
十
二
月
の
銅
屋
訴
朕

に
僅
か
五

十
年
前
の
重
大
事
賓

の
年
月
を
誤
る
と
い
ふ
貼
に
多
少
不
審
が
な
い
で
は
な
い
が
、
さ
う

い
ふ
貼
で
は
其
後
九
年
後
の
元
祗
七
年
七
月
の
訴
朕
に
は
、
後
に
詳

論
す
る
や
う
に
、
寛
永
の
銅
輸
出
禁
止
後
の
解
禁
に
許
可
を
得
た
銅

貿
易
商
は
十
人
に
も
足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

に
拘
ら
ず
、
二
十
―
―
一
人
も
あ
っ
た
や
う
に
誤
解
し
て
ゐ
る
や
う
な
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
概
に
言
へ
な
い
。
唯
「
長
崎
市

史
」
の
矢
野
博
士
の
記
述
に
よ
る
と
、
滑
の
順
治
二
年
か
ら
康
熙

―――

十
八
年
ま
で
、
即
ち
我
が
正
保

二
年
か
ら
元
緑
十
二
年
ま
で
、
北
京

の
躊
錢
局
で
銅
錢
を
躊
造
す
る
為
に
用
ひ
た
銅
は
二
百

二
十
四
萬
六

千
六
七
百
斤
で
、
そ
れ
は
臨
時
に
商
人
を
招
き
、
日
本
に
赴
い
て
そ

れ
だ
け
の
銅
を
睛
は
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、

若
し
こ
の
年
記
が
正
し
い
と
す
れ
ば
中
國
に
封
す
る
銅
輸
出
は
正
保

一
六



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
＇と
住
友

て
も
、
白
柳
秀
湖
氏
の

た
と
い
ふ
貼
か
ら
、

「
民
族
日
本
歴
史

（
近
世
編
）
」

之
を
何
等
か
の
誤
り
と
し
て
、

l

七

や
「
住
友
物
語
」
或
は
更
に
住
友
本
社
の
「
別
子
開
坑

か
く
て
「
大
阪
市
史
」
に
し

三
年
を
待
た
ず
に
既
に
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
貼
で
最

後
的
決
定
に
は
尚
多
少
考
慮
の
餘
地
を
残
し
て
置
く
の
が
穏
嘗
で
あ

ら
う
か
。
こ
の
貼
矢
野
博
士
は
「
長
綺
市
史
（
通
交
貿
易
編
東
洋
諸

國
部
こ
の
長
崎
貿
易
に
銅
及
び
銀
の
中
國
輸
出
に
於
い
て
寛
政
十

一
年
の
「
豫
州
銅
山
師
泉
屋
吉
次
郎
由
緒
書
」
に
寛
永
十
五
年
先
祖

吉
左
衛
門
が
江
戸
へ
下
つ
て
異
國
人
へ
銅
直
賣
を
訴
願
し
た
と
こ
ろ

先
例
の
如
く
赦
免
さ
れ
た
と
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
を
畢
げ
「
銅
輪
出
禁

止
令
の
翌
年
寛
永
十
五
年
に
住
友
吉
左
衛
門
が
外
國
人
に
銅
を
直
賣

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
如
何
に
解
繹
す
ぺ
き
も
の

で
あ
ら
う
か
。
或
は
寛
永
十
四
年
の
銅
禁
止
は
支
那
な
ど
に
到
し
て

行
は
れ
な
か
っ
た
證
振
と
な
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
」
と
言
は
れ
て

ゐ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
由
緒
書
に
は
寛
永
四
年
の
貿
易
禁

止
の
こ
と
を
省
き
、
い
き
な
り
十
五
年
認
許
の
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る

為
め
、
さ
う
し
た
解
繹
も
起
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
事
賓
は
本
文
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
考
直
し
を
要
し
よ
う
。

寛
永
の
銅
貿
易
特
許
商
二
十
三
人
説
の
虚
妄

さ
て
由
緒
書
に
は
、
前
掲
の
や
う
に
こ
の
寛
永
十
五
年
の
解
禁
に
際
し
、
胡
胤
な
者
を
除
き
、
京
都
・
大
阪
・

堺
•
紀
州
・
豊
後
・
長
崎
六
箇
所
の
銅
屋
二
十
三
人
へ
銅
屋
株
が
免
許
さ
れ
た
と
言
っ
て
、
「
古
来
銅
屋
株
御
免
之

9

名
前
」
な
る
も
の
が
見
え
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
「
垂
裕
明
鑑
」
な
ど
は
、
こ
れ
を
直
ち
に
常
時
免
許
を
得
た
常
人
の
名

前
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
ま
＼
轄
載
し
、
唯
住
友
家
の
営
主
だ
け
は
、
嘗
時
未
だ
吉
左
衛
門
を
稲
し
て
ゐ
な
か
つ

理
兵
衛
と
改
め
た
の
で
あ
る
。

四



二
百
五
十
年
史
話
」
に
し
て
も
、
「
垂
裕
明
鑑
」
に
撒
っ
た
諸
害
は
、
何
等
の
疑
念
も
な
く
そ
の
ま
＼
こ
れ
に
従
っ

し
か
し
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

大
麓
こ
の
銅
屋
株
免
許
人
の
名
前
書
を
一
見
し
て
甚
だ
不
審
な
の
は
、
解
禁
運

動
に
奔
走
し
た
中
心
人
物
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
垂
裕
明
鑑
」
が
吉
左
衛
門
を
理
兵
衛
に
改
め
た
の
も
、

こ
＼
に
―
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
理
兵
衛
一
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
「
公
訴

文
永
鏡
」
や
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
に
よ
る
と
、
泉
屋
で
こ
の
運
動
に
従
っ
た
の
は
理
兵
衛
・
忠
兵
衛
・
八
兵
衛
の

三
兄
弟
で
、
外
に
同
族

1

一
人
も
居
り
、
解
禁
常
時
少
く
も
理
兵
衛
兄
弟
三
人
は
勿
論
生
存
し
、
中
に
も
忠
兵
衛
は

泉
屋
宗
家
の
営
主
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
連
名
害
に
は
営
然
彼
等
三
人
の
名
が
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
、

れ
が
な
く
て
、

理
兵
衛
友
以
の
子
吉
左
衛
門
友
信
と
友
信
の
弟
平
兵
衛
友
貞
、
甥
平
八
友
膳
な
ど
の
名
が
並
ん
で

ゐ
る
。
こ
れ
は
賓
に
奇
態
な
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
由
緒
書
に
は
更
に
奥
の
と
こ
ろ
に
延
賓
六
年
（
遷
直
」
六
）

四
月
廿
五
日
大
坂
町
奉
行
石
丸
石
見
守
が
古
末
の
銅
屋
を
調
査
し
て
拾
六
人
と
定
め
た
と
し
て
、
そ
の
名
を
畢
げ

て
ゐ
る
が
、

て
ゐ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

正
に
右
の
吉
左
衛
門
以
下
泉
屋
四
人
の
名
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
熊
野

屋
彦
太
郎
を
除
く
他
の
名
前
も
す
べ
て
見
え
て
ゐ
る
。

さ
う
す
る
と
、
右
の
「
古
来
銅
屋
株
御
免
之
名
前
」
と
い
ふ
も
の
は
、
何
と
し
て
も
解
禁
常

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

そ
し
て
こ
の
場
合
は
決
定
嘗
時
の
人
名
と
し
て
畢
げ
ら
れ

一
八

そ



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

古
末
銅
商
賣
仕
候
入
敷
之
次
第

一
九

こ
れ
で
見
る
と
、
泉
屋
は
明
ら
か
に
理
兵
衛

・
忠
兵
衛

・
八
兵
衛
の
兄
弟
三
入
と
、
他
に
今
一
人
一
族
の
誰
か

が
特
許
を
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
吉
左
衛
門
•
平
八
•
平
兵
衛
・
典
九
郎
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
特
許
樅
を

抵
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。
泉
屋
が
理
兵
衛
兄
弟
三
人
の
外
に
尚
―
つ
特
許
櫂
を
得
て

ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
事
情
は
明
確
に
わ
か
ら
な
い
が
、
解
禁
歎
願
運
動
に
兄
弟
一
子
一
人
の
外
伯
父
金
屋
長
右
衛
門

是
ハ
吉
左
衛
門
先
祖

t
銅
名
代
四
ッ
御
座

同

伯

父

平

兵

衛

候所、

壺ッ

ハ
中
絶
仕
候
付
、
其
段
御
駈

申
上
候
所
、
延
賓
六
年
於
御
公
倣
色

御々

吟
味
之
上
、
吉
左
衛
門
弟
平
兵
衛
枠
―
―
而

御
座
候
故
敷
代
之
銅
商
賣
人

1

一
而
候
由
、
御

開
届
被
遊
、
名
代
四
ッ
被
仰
付
候
。
右
平

兵
衛
名
代
貞
享
四
卯
年
堺
海
部
屋
市
左
衛

門
に
譲
9

申
候

先
祖
八
兵
衛
名
跡

同

従

弟

理

右

衛

門

先

祖

忠

兵

衛

名

跡

同

弟

理

左

衛

門

唐
阿
蘭
陀
入
鉛
之
時
か

先
祖
理
兵
衛
名
跡

時
の
免
許
者
を
意
味
す
る
と
は
解
し
難
い
で
あ
ら
う
。

番
」
の
享
保
六
年
（
這
量
年
七
）
正
月
の
條
に
見
え
る
左
の
記
載
で
あ
る
。

泉

屋

吉

左

衛

門

こ
の
間
の
消
息
を
最
も
よ
く
示
す
も
の
は
、

「
年
々
帳
四



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

伯
母
聟
鍮
妬
屋
典
兵
衛
も
加
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
尚
右
の
平

兵
衛
の
註
記
に
、
「
吉
左
衛
門
弟
平
兵
衛
悴
―
―
而
御
座
候
故
」
と
あ
る
の
は
、

こ
れ
は
賓
は
「
年
々
帳
無
番
」
の
貞
享
五
年
（
声
直
〗
六
）
五
月
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末

之
覺
」
に
見
え
る
吉
十
郎
即
ち
平
兵
衛
の
子
の
理
右
衛
門
と
平
兵
衛
自
身
と
に
閥
す
る
次
の
や
う
な
註
記
が
混
同

さ
れ
て
、
平
兵
衛
一
人
の
註
記
と
な
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

解
し
難
い
が
、

同
従
弟

是
ハ
先
吉
左
衛
門
弟
平
兵
衛
悴
二
而
吉
左
衛
門

名
代
之
内
貞
享
四
卯
年
力
遣
し
申
候

是
ハ
吉
左
衛
門
先
祖
力
銅
名
代
四
つ
御
座
候

虐
二
壺
ツ
ハ
中
絶
仕
候
二
付
延
賓
六
午
ノ
年

四
月
廿
五
日
於
御
公
儀
色
々
御
竪
穿
之
上
、

敷
代
之
銅
商
賣
人
と
て
被
仰
付

右

同

断

同
伯
父

こ
れ
で
事
情
が
よ
く
わ
か
る
と
思
ふ
が
、
前
の
平
兵
衛
の
註
記
の
談
り
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
貞
享
四
年
堺

①
 

喜
部
屋
市
左
衛
門
に
譲
っ
た
と
い
ふ
の
も
、
元
緑
八
年
（
這
這
年
六
）
の
諜
り
で
、

こ
れ
な
ど
も
吉
十
郎
の
註
記
の
貞

平

兵

衛

吉

十

郎

理

左

衛

門

平

戸

に

唐

人

阿

蘭

陀

入

船

之

時

カ

泉

屋

吉

左

衛

門

同
弟

平
兵
衛
に
到
す
る
も
の
と
し
て
は
理

1
1
0
 



兎
に
角
以
上
で
、
「
古
末
銅
屋
株
御
免
之
名
前
」
に
畢
げ
ら
れ
た
連
名
が
、
寛
永
十
五
年
と
い
ふ
や
う
な
年
の
名

で
な
く
、
更
に
後
の
時
代
の
銅
貿
易
商
の
連
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

平
兵
衛
・
典
九
郎
の
四
人
が
賓
際
相
並
ん
で
銅
名
代
即
ち
銅
商
株
を
も
つ
て
ゐ
た
時
期
は
何
時
か
と
い
ふ
と
、
こ
れ

R
 

は
右
の
平
兵
衛
が
延
賓
六
年
に
中
絶
名
代
の
復
活
を
認
め
ら
れ
た
と
い
ふ
か
ら
、
営
然
こ
れ
以
後
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
賓
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
や
「
年
々
帳
」
牧
録
の
寛
文
八
年
以
後
の
諸
文
害
を
検
し
て
も
、
吉
左
衛
門
・

五
郎
右
衛
門
・
典
九
郎
・
平
八
（
丘
5

如
戸
喜
竺
）
の
名
は
見
え
る
が
、
延
賓
六
年
以
前
に
は
平
兵
衛
の
名
は
見
え
な

竺
そ
し
て
貞
享
二
年
八
月
廿
四
日
附
の
銅
屋
訴
朕
以
後
拿
＂
巳

5聾
琴
鱈
広
竺
嘔
）
吉
左
衛
門
•
平
兵
衛
・
理
左

衛
門
•
平
八
の
名
が
あ
っ
て
、
典
九
郎
の
名
が
見
営
ら
な
い
。
叉
同
五
年
以
後
更
に
平
八
の
名
が
消
え
て
吉
十
郎

胃）
（
衛
門

ひ
出
て
許
可
さ
れ
た
と
あ
り
、

こ
れ
は
貞
享
五
年
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺
」
に
よ
る
と
、
貞

璽
一
年
七
月
に
従
来
手
代
の
典
九
郎
へ
預
け
て
あ
っ
た
名
代
を
理
左
衛
門
（
這
虹
麟
繹

□

疇
”
知
立
[
)
に
切
替
方
を
願

叉
右
の
覺
と
良
慶
（
げ
声
汀
町
玉
疇
門
後
）
の
「
先
祖
聞
偲
書
」
と
を
併
せ
考
へ
る
と
、

貞
享
四
年
に
吉
十
郎
が
平
八
の
株
を
譲
り
受
け
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
筈
で
あ
る
。

平
兵
衛
・
典
九
郎
の
四
人
が
賓
際
相
並
ん
で
銅
貿
易
の
株
を
持
つ
て
ゐ
た
の
は
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

が
こ
れ
に
代
つ
て
ゐ
る
。

享
四
年
が
窟
入
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
吉
左
衛
門
•
平
八
・

さ
う
す
る
と
吉
左
衛
門
•
平
八
・

延
賓
六
年
四
月
か
ら
貞
享
二
年



大

坂

拾

人

時
期
を
見
る
と
、

銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺

次
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
叉
貞
享
五
年
五
月
の

七
月
迄
の
八
年
間
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

延
宝
元
丑
ノ
年
力
初
テ

長
崎
億
岡
興
次
兵
衛
方

へ
送
り
荷
致
延
宝
六
午

ノ
年
方
自
分
之
名
代
ニ

罷
成

大

塚

屋

甚

右

衛

門

銅

屋

善

兵

衛

寛
文
十
咸
年
子
ノ
年

t

銅
長
崎
へ
下
ス

塩

屋

八

兵

衛

寛
文
八
九
年
之
時
分
た
0

銅
商
賣
初
ル

右

同

断

平

野

屋

滞

右

衛

門

大

坂

屋

久

左

衛

門

是
ハ
寛
永
八
九
年
之
時

分
力
銅
商
賣
二
取
付

「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺
」

の
示
す
泉
屋
以
外
の
他
の
同
業
者
の
開
業

泉
屋
四
人
略
（
前
に
掲
出
）



こ
の
覺
書
は
、

長
崎

豊
後

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

泉
州
堺

壼
人

壼
人

紀

州

戴

人

京

壼

人

壼
人

p<' 

延
宝
四
辰
ノ
年

t

賣
問
や
仕
候

寛
文
九
酉
ノ
年

t

初
ル

右

同

断

延
宝
元
丑
ノ
年

t

初
而
銅
商
賣
仕
候

延
宝

二
寅
ノ
年
初
テ
長

崎
松
浦
平
八
方
へ
送
り

荷
致
延
宝
六
午
ノ
年
ト
lJ

自
分
之
名
代
二
罷
成

寛
文
九
酉
ノ
年
力
初
ル

是
ハ
承
應
元
辰
ノ
年
時

分

t
大
坂
や
久
左
衛
門

と
中
間
二
仕
延
宝
四
辰

ノ
年
方
久
左
衛
門
作
右

衛
門
仕
分
雨
人
共
二
自

分
二
罷
成

刀

屋

八

郎

兵

衛

丸

銅

屋

仁

兵

衛

錢

屋

作

右

衛

門

熊

野

屋

彦

太

郎

増

田

屋

博

兵

衛

此
等
の
銅
貿
易
商
の
開
業
獨
立
時
期
の
中
で
最
も
新
ら
し
い
延
賓
六
年
か
ら
は
足
掛
け
僅
か
十

同

彦

郎

山

形

屋

蒲

右

衛

門



そ
れ
で
は
こ
の
二
十
三
人
の
名
前
と
い
ふ
も
の
は
ど
う
し
て
出
宋
上
っ
た
か
と
い
ふ
と
、
そ
の
三
分
の
二
の
十

五
人
は
延
賓
六
年
に
決
定
さ
れ
た
銅
名
代
所
有
者
の
名
そ
の
ま
＼
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

に
そ
の
他
の
名
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、

年
（
這
疇
年
六
）
と
に
撥
業
し
た
者
の
名
が
次
の
や
う
に
見
え
て
ゐ
る
。

こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

一
年
後
の
作
製
で
あ
る
か
ら
、

年
中
の
開
業
者
と
い
ふ
の
は
、
大
坂
屋
•
平
野
屋
の
二
軒
だ
け
で
他
は
そ
れ
よ
り
も
餘
程
後
れ
て
ゐ
る
。

さ
う
す
る
と
、

そ
の
記
述
は
相
常
信
用
を
置
く
に
足
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ`
れ
で
見
る
と
、
寛
永

こ
れ
を
綜
観
し
て
、
寛
永
年
中
或
は
そ
れ
以
前
の
開
業
者
と
い
ふ
の
は
、
確
賓
な
と
こ
ろ
泉
屋

三
兄
弟
と
一
族
二
人
、
そ
れ
に
太
刀
屋
喜
兵
衛
・
錢
屋
太
郎
右
衛
門
の
外
は
、

併
せ
て
九
人
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
太
刀
屋
と
錢
屋
と
は
歎
願
運
動
中
に
歿
し
て
家
が
亡
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

R
 

か
ら
、
寛
永
の
銅
輸
出
禁
止
後
の
解
禁
に
二
十
三
人
の
銅
貿
易
株
が
認
め
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
成
立
し
な
い

こ
の
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
害
」
に
は
、
寛
文
十
二
年
（
這
這
年
六
）
と
延
賓
二

寛
文
十
二
年
の
麿
業
者

近
世
前
期
の
銅
貿
~
勾
株
と，住
友

堺 京

帯

屋

＇ ノ‘
兵

衛

大
坂
屋
と
平
野
屋
と
の
二
人
で
、

布

袋

，屋

嘉

兵

衛

1

一四

次



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友 延

賓
二
年
の
虜
業
者

こ
れ
は
「
公
訴
文
永
鏡
」
や
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
事
賓
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
七
入
の
名
は
正
し
く
「
古
来
銅
屋
株
御
免
之
名
前
」
の
中
に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
こ
の
二
十

三
人
の
名
と
い
ふ
の
は
、
延
賓
六
年
に
決
定
さ
れ
た
十
六
人
に
そ
れ
以
前
の
麿
業
者
七
入
を
加
へ
て
出
家
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
唯
二
十
三
人
と
し
て
皐
げ
ら
れ
た
名
前
は
、
賓
は
二
十
二
人
で
あ
る
が
、

賓
六
年
の
十
六
人
中
の
熊
野
屋
彦
太
郎
を
脱
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
に
は
延
賓
二
年
の

磨
業
者
を
記
し
た
後
に
、
「
古
京
銅
屋
拾
六
人
名
前
」
と
い
ふ
も
の
を
畢
げ
て
ゐ
る
が
、

太
郎
を
脱
漏
し
て
、
十
五
人
し
か
畢
げ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
十
五
人
に
前
記
七
入
を
加
へ
る
と
、

に
畢
げ
ら
れ
た
二
十
二
人
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
熊
野
屋
彦
太
郎
が
古
来
の
銅
屋
に
敷
へ
ら
れ
た
の
は
、
同
由
緒

同 堺 同

同

同

二
五

海

部

屋

平

右

衛

門

く

け

（

マ

ヽ

）

粋

屋

徳

右

衛

門

大
坂
過
書
町
塚
口
屋
長
左
衛
門

濱

田

屋

吉

兵

衛
こ
れ
は
延

こ
れ
が
矢
張
り
熊
野
屋
彦

正
に
初
め

糸

屋

次

兵

衛



書
の
延
賓
一
＿
一
年
の
條
に
、
「
古
末
銅
屋
熊
野
屋
彦
三
郎
同
家
二
付
銅
屋
相
立
候
事
」
と
前
書
し
て
、

と
記
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
理
由
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

し
か
も
こ
の
場
合
後
の
延
賓
六
年
に
決
定
し
た

敷
に
よ
っ
て
、
既
に
延
賓
二
年
の
と
こ
ろ
に
、
古
恋
十
六
人
と
言
ひ
な
が
ら
熊
野
屋
彦
太
郎
を
記
し
て
ゐ
な
い
の

は
、
彼
の
銅
貿
易
商
の
公
認
が
延
賓
三
年
で
あ
っ
た
と
言
は
れ
る
こ
と
＼
一
致
し
て
ゐ
て
面
白
い
。

要
す
る
に
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
の
「
古
宋
銅
屋
株
御
免
之
名
前
」
と
い
ふ
二
十
三
人
の
名
前
は
、
昔
か
ら

異
國
銅
貿
易
の
認
許
を
得
た
こ
と
の
あ
る
す
べ
て
の
人
の
名
前
を
列
畢
し
た
も
の
で
、
寛
永
の
銅
輸
出
禁
止
後
の

解
禁
に
銅
貿
易
の
認
許
を
得
た
人
の
名
前
と
い
ふ
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
と
こ
ろ
が
相
営
早
く
か
ら
こ
れ
が
寛

永
十
五
年
銅
貿
易
解
禁
の
際
始
め
て
銅
屋
株
を
得
た
者
の
名
前
と
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
と
見
え
、
既
に
元

峰
七
年
（
這
疇
干
六
）
七
月
十
日
附
の
銅
屋
訴
朕
に
添
附
の
古
歴
書
に
も
、
寛
永
四
年
の
銅
貿
易
禁
止
と
同
十
五
年
の

解
禁
と
か
ら
説
き
出
し
、
名
前
は
畢
げ
て
な
い
が
、
異
國
向
銅
屋
は
初
め
二
十
三
人
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
寛
文
十
二

年
に
京
都
の
布
袋
屋
以
下
三
人
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

廷
賓
一
一
年
に
堺
の
海
部
屋
以
下
四
人
が
麿
業
し
、

承
應
年
中

t

銅
吹
商
賣
始
ム

古
来
銅
屋
紀
州
熊
野
屋
彦
三
郎
同
家

こ
の
時
か
ら
十
六
人
と
な
っ

熊

野

屋

彦

太

郎

二
六



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

そ
こ
で
銅
貿
易
の
特
許
制
と
い
ふ
こ
と
は
、
寛
永
十
四
年
の
銅
輸
出
禁
止
後
の
解
禁
に
際
し
て
始
ま
っ
た
ら
レ

、r
、↓ヽ

ぃ
カ

そ
の
時
認
許
さ
れ
た
業
者
は
泉
屋
闘
係
の
も
の
以
外
に
は
、
大
坂
屋
•
平
野
屋

等
が
知
ら

れ
る
だ
け
で
他

は
明
ら
か
で
な
い
。
泉
屋
兄
弟
一
族
と
共
に
解
禁
歎
願
に
腸
係
し
た
と
い
ふ
大
阪
高
麗
橋
雨
替
町
の
太
刀
屋
喜
兵

衛
と
淡
路
町
賤
屋
太
郎
右
衛
門
な
ど
は
常
然
認
許
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
歎
願
運
動
の
中
途
で
死
亡
し

④
 

家
が
滅
ん
だ
た
め
、
そ
の
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
其
の
外
に
寛
文
十
二
年
と
延
賓
二
年
と
に
麿
業
し
た
七
人

つ
て
ゐ
る
の
は
、
何
に
撮
っ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、

尚
「
年
々
帳
四
番
」
の
享
保
六
年

た
と
い
ふ
風
に
述
べ
て
居
る
。

二
七

更
に
私
意
を
加
へ
、
為
に

そ
こ
で
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
の
編
者
は
こ
れ
を
承
け
て
か
、
初
め
に
掲
げ
た

や
う
な
尤
も
ら
し
い
記
述
を
な
し
、
「
垂
裕
明
鑑
」

層
人
を
誤
る
こ
と
＼
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
編
者
ま
た
こ
れ
に
誤
ら
れ
、

0
 
0
 
0
 

（
這
遭
竺
）
正
月
の
と
こ
ろ
に
見
え
る
覺
書
に
は
、
「
古
来
銅
吹
屋
拾
六
人
名

前
」
と
し
て
、
元
緑
十
四
年
（
軍
量
」
七
）
銅
座
設
置
に
よ
る
銅
の
自
由
貿
易
停
止
の
際
の
銅
貿
易
商
の
享
保
六
年
嘗

時
に
於
け
る
営
主
の
名
前
か
と
思
は
れ
る
も
の
を
掲
げ
、

之
に
「
寛
文
十
三
丑
年
長
崎
御
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
様

岡
野
孫
九
郎
様
銅
商
賣
入
御
吟
味
之
上
古
来
拾
六
人
と
申
者
相
定
候
名
前
也
」
と
註
し
、
別
に
右
十
六
入
の
者
共

は
昔
か
ら
異
國
人
へ
銅
を
賣
渡
し
た
も
の
で
、
寛
永
十
五
年
に
前
々
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言

い
づ
れ
も
明
確
な
誤
解
で
あ
る
。



の
中
、
更
に
こ
れ
に
加
は
り
得
る
も
の
が
果
し
て
ど
れ
だ
け
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

今
瑕
り
に
こ
れ
を
全
部
と
し
て
も
、
合
せ
て
十
三
四
人
で
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
寛
文
八
年
の
再
禁
止
の
際

解
禁
歎
願
に
奔
走
し
た
も
の
は
、
泉
屋
吉
左
衛
門
、
同
五
郎
右
衛
門
、
同
典
九
郎
の
三
人
と
大
坂
屋
仁
左
衛
門
以

外
に
は
、
承
應
元
年
（
這
這
年
六
）
頃
よ
り
大
坂
屋
の
仲
間
と
な
っ
て
開
業
し
た
と
い
ふ
堺
の
錢
屋
作
右
衛
門
・
同
七

⑤
 

右
衛
門
江
戸
の
錢
屋
半
兵
衛
の
錢
屋
三
人
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
七
入
の
歎
願
が
成
功
し
た
後
、
濱
田
屋
治

あ
か
し
ね

ゃ

右
衛
門
•
平
野
屋
消
右
衛
門
・
銅
屋
善
兵
衛
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
の
四
人
が
歎
願
に
下
り
、
彼
等
も
其
頃
銅
商
賣
を

R

あ

か
ょ
ね

ゃ

し
て
ゐ
た
の
で
、
前
記
七
人
に
倣
つ
て
免
許
さ
れ
た
と
も
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
銅
屋
善
兵
衛
と
大
塚
屋
甚

右
衛
門
と
の
銅
貿
易
開
業
は
貞
享
五
年
の
覺
書
に
は
寛
文
十
二
年
（
国
這
干
二
と
延
賓
元
年
と
に
な
っ
て
居
り
、
こ

誓
と
は
叉
「
子
丑
雨
年
（
琵
町
言
）
銅
屋
中
よ
り
長
崎
へ
銅
下
し
高
」
及
び
延
賓
二
年
記
録
の
「
子
年
貨
物
割

⑧
 

付
高
覺
書
」
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
之
を
除
く
と
残
る
と
こ
ろ
は
濱
田
屋
と
平
野
屋
と
の
二
人
で
あ
る
。

既
述
の
や
う
に
平
野
屋
は
貞
享
五
年
の
覺
書
に
寛
永
八
九
年
頃
の
開
業
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
は
な
い
。
濱

田
屋
は
明
確
で
は
な
い
が
延
賓
二
年
に
麿
業
し
た
大
阪
過
書
町
の
濱
田
屋
吉
兵
衛
と
同
家
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
早

＜
萬
治
元
年
（
這
直
」
六
）
よ
り
寛
文
五
年
（
逗
這
干
六
）
に
至
る
八
年
間
平
野
屋
と
共
同
で
備
中
吉
岡
銅
山
を
網
管
し
た

R
 

同
じ
く
大
阪
の
濱
田
屋
庄
兵
衛
な
る
も
の
＼
あ
っ
た
こ
と
＼
も
考
へ
併
せ
て
こ
れ
も
一
應
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

ニ
八



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友
・

l

う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
結
局
合
せ
て
九
人
で
、

二
九

し
か
も
そ
の
中
錢
屋
の
三
入
は
共
後
の
経
過
に
就
い
て
観
る

と
、
泉
屋
の
場
合
と
は
異
な
り
、
作
右
衛
門
だ
け
が
特
許
櫂
所
有
者
で
他
は
そ
の
手
代
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る

か
ら
、
結
局
七
人
と
な
る
。
そ
し
て
前
記
寛
文
十
二
年
と
延
賓
二
年
と
の
啜
業
者
合
せ
て
七
人
の
名
は
濱
田
屋
を

除
い
て
は
、

こ
の
銅
屋
死
活
の
歎
願
運
動
に
も
顔
を
出
し
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
彼
等
は
徽
力
な
貿
易
商

⑩
 

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

銅
貿
易
業
者
の
隕
業
及
び
起
業
と
い
ふ
こ
と
は
か
な
り
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
で
、
寛
永
の
銅
輸
出
禁
止
及
び
そ

の
解
禁
の
前
後
よ
り
貞
享
頃
ま
で
家
業
を
相
績
し
得
た
も
の
は
僅
少
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
寛
永
―
―

十
年
（
疇
讐
二
八
月
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
も
銅
輸
出
解
禁
の
噂
が
傭
は
っ
た
が
、
飾
屋
藤
左
衛
門
と
ア
JV

ス
ジ
屋

八
十
左
衛
門
な
る
も
の
が
、
そ
の
九
日
に
解
禁
の
こ
と
を
報
じ
た
。

屋
は
従
前
即
ち
輸
出
禁
止
前
、

こ
れ
は
結
局
誤
聞
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
飾

オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
大
部
分
の
銅
を
供
給
レ
た
銅
商
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

て
飾
屋
等
の
報
告
で
は
、
銅
輸
出
の
許
可
は
、
鏑
錢
用
の
銅
を
多
く
貯
蔵
し
て
ゐ
る
丸
屋
長
左
衛
門
の
み
に
典
へ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
い
ひ
、
丸
屋
は
現
在
江
戸
に
あ
り
許
可
を
求
め
て
を
り
、

そ
し

来
年
輸
出
が
彼
の
手
で
賓
現
す
る

で
あ
ら
う
と
あ
る
。
丸
屋
も
飾
屋
も
、
嘗
時
有
力
な
銅
商
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
寛
文
以
後
に
銅
貿
易
を

⑪
 

織
績
し
て
ゐ
な
い
。



註
①
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
に
そ
の
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
又
事
賓
そ

の
通
り
で
あ
る
こ
と
は
「
銅
異
國
賣
覺
隈
」
に
元
禄
七
年
十
二
月
十

六
日
附
の
泉
屋
平
兵
衛
よ
り
海
部
屋
市
左
衛
門
へ
銅
名
代
譲
渡
願
書

が
見
え
て
ゐ
る
。

R
こ
の
こ
と
は
「
年
々
帳
無
番
」
「
銅
異
國
賣
覺
帳
，
一
「
銅
吹
屋
仲
間
由

緒
書
」
に
も
見
え
て
ゐ
る
。

⑤
④
住
友
の
一
分
家
の
「
先
祖
博
書
」
に
歎
願
者
を
理
兵
衛

・
父
泉
展

理
右
衛
門
・
弟
泉
屋
八
兵
衛
・
弟
泉
屋
忠
兵
衛
他
家
二
人
都
合
六
人

と
し
て
ゐ
る
の
は
、
「
公
訴
文
永
鏡
」
や
「
銅
異
図
賣
覺
幌
」
と
一
致

せ
ず
、
何
等
か
の
誤
り
と
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
ゞ
い
て
「
他
家

之
雨
人
死
亡
家
滅
」
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
太
刀
屋
と
錢
屋
の
こ
と

4

思
は
れ
る
。

R
「
銅
異
國
賓
覺
帳
」
寛
文
八
年
四
月
廿
二

日
訴
朕
。
こ
の
訴
朕
の
錢

屋
と
寛
永
の
解
禁
歎
願
運
動
中
に
死
ん
だ
と
い
ふ
大
阪
淡
路
町
錢
屋

太
郎
右
衛
門
と
が
如
何
な
る
開
係
あ
る
か
は
朋
ら
か
で
な
い
。
尚
錢

屋
作
右
衛
門
開
業
の
こ
と
は
既
に
本
文
中
に
掲
げ
た
貞
享
五
年
の
銅

屋
覺
書
に
見
え
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
錢
屋
が
大
坂
屋
の
仲
間
で
あ

る
と
す
る
と
、
結
局
こ
の
寛
文
八
年
の
歎
願
は
泉
屋
と
大
坂
屋
と
に

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

子
年
初
而
下
ス

一
同
拾
壺
萬
千
四
百
五
十
斤

丑
年一

同
拾
六
萬
四
千
五
十
斤

同

人

銅

屋

牛

左

衛

門

子
年一

銅
査
萬
戒
千
四
百
斤

丑
年一

銅
咸
萬
九
千
九
百
斤

丑
年一

銅
咸
萬
九
千
斤

子
年一

銅
六
萬
戴
千
五
百
斤

丑
年一

銅
拾
五
萬
四
千
六
百
斤

丑

年

初

而

下

ス

大

塚

屋

甚

右

衛

門

代

一
銅

六

萬

咸

千

五

百

斤

徳

岡

興

次

兵

衛

延
賓
五
巳
年
か
政
下
し
二
罷
成
侯
旨
甚
右
蜀
門
殿
被
申
候

同 し

ほ

屋

小

兵

衛

山
か
た
屋
禰
右
衛
門

同 噌

田

屋

蒲

左

衛

門

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
4

な
る
。

⑥
銅
異
國
賣
覺
帳
゜

R
⑤
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
に
次
の
覺
書
が
見
え
て
ゐ
る
。

子
丑
雨
年
銅
屋
中
力
長
崎

へ
銅
下
シ
高

人 人

゜



子
年一

同
四
拾
萬
千
九
百
廿
六
斤

丑
年一

同
三
拾
五
萬
六
千
斤

子
年一

同
八
拾
四
萬
七
千
百
廿
六
斤

丑
年一

銅

三
拾
式
萬
八
千
四
百
斤

子
年一

同
百
舟
三
萬
六
千
八
百
廿
九
斤

子
年一

拾
七
萬
八
百
斤

子
年一

同
拾
六
萬
五
千
三
百
五
十
斤

丑
年一

同
拾
七
萬
四
千
五
十
斤

子
年一

同
拾
六
萬
五
千
六
百
斤

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

く
け粋

屋

徳

左

衛

門

同

人

海

部

屋

平

右

衛

門

塚

口

屋

典

右

衛

門

丑
年一

同
九
拾
四
萬
四
百
斤

丑
年
初
而
下
ス

一

同

舟

四

萬

九

千

六

百

斤

熊

野

展

彦

―

―

一

郎

拾
五
ロ
メ
銅

五
百
拾
八
萬
六
千
六
百
八
拾
壼
斤

又
訴
訟
中
間
除
キ
申
分

同

人

泉 同

屋人

~----
長平興

十九

郎八郎

錢

屋

喜

兵

衛

大

坂

屋

小

左

衛

門

同

人

平

野

屋

長

兵

衛

一
同
戴
拾

六
貫
四
百
目

堺 堺

帯

や

六

兵

衛

但
子
年
銅
戒
萬
六
千
斤
商
賣
仕
候

京

布

袋

や
加
兵
衛

右
之
通
長
崎
ー
ー
而
銘
々
手
前
力
改
書
立
取
置
候
由
、
又
通
詞
衆
力
高
―
―

而
雨
年
之
分
忠
左
衛
門
様
に
差
上
ヶ
申
候
と
此
方
改
と
ハ
少
し
相
違

御
座
候
由
承
候
。
為
後
日
如
此
一
＿
候
。

一
子
十
月
於
長
崎
従

御
奉
行
様
被
為
仰
付
候
ハ
、
銅
商
賣
仕
者
ニ
ハ

来
年
卜
0

貨
物
之
割
付
不
被
遣
候
。
其
内
五
萬
斤
迄
商
賣
仕
末
り
候

者
ハ
、
銅
商
賣
留
9
貨
物
之
割
付
可
申
請
共
勝
手
次
第
＝
可
致
候
。

又
五
萬
斤
力
上
商
賣
仕
末
り
候
者
ハ
縦
銅
商
賣
と
ま
り
申
候
共
貨

物
ハ
不
被
遣
候
間
、
五
萬
斤
力
上
商
賣
仕
末
り
候
者
ハ
不
相
替
銅

商
賣
仕
候
様
二
と
被
為
仰
付
候
。
就
夫
銅
商
賣
人
之
内

一
貨
物
割
付
式
拾
四
貫
咸
百
目

一
同
戴
拾
九
貫
九
百
目

但
子
年
銅
四
萬
九
千
斤
商
賣
仕
候

糸

や

次

兵

衛

覺

又
同
帳
所
牧

の
公
用
帳
寓
に
次
の
覺
書
が
あ
る
。

五
ロ
メ
銅
七
拾
七
萬
六
千
九
百
斤

丑
年一

同
拾
萬
千
百
斤

く
け粋

展

長

右

衛

門



五

一
同
壼
貫
五
百
目

一
同
戴
拾
五
貫
三
百
目

一
同
戴
拾
六
貫
四
百
目

二
同
戴
拾
九
貫
九
百
目

一
同
一
―
―
拾
武
貫
五
百
目

錢

屋

喜

兵

衛

大
坂
屋
小
左
衛
門

塩

屋

小

兵

衛

鋼
屋
善
兵
御
手
代

半
左
衛
門

平

野

屋

半

兵

衛

泉

屋

平

八

泉

屋

興

九

郎

泉
屋
吉
左
衛
門
手
代

長

十

郎

右
八
人
ハ
銅
五
萬
斤
ト
0

上
商
賣
仕
来
り
候
者
共
ー
一
面
御
座
候
故
丑

年

t
貨
物
二
代
り
銅
商
賣
御
免
被
篤
成
候
。
右
之
外
二
銅
商
賣
仕

候
者
ハ
皆
新
規
之
者
と
も
二
而
御
座
候
。

寛
文
延
賓
年
間
の
銅
貿
易
特
許
商
の
壻
加

前
項
で
考
究
レ
た
や
う
に
、
寛
永
の
銅
輪
出
禁
止
後
の
解
禁
に
際
し
許
可
を
得
た
も
の
で
、
寛
文
以
後
に
存
績

又

一
貨
物
割
付
戴
拾
九
貫
九
百
目

一
同
咸
拾
六
貫
四
百
目

一
同
四
貫
目

堺

但
子
年
銅
五
萬
斤
商
賣
仕
候

右―
―一人

ハ
丑
年
力
銅
商
賣
留
り
貨
物
頂
戴
仕
候
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

一
銅
屋
善
兵
衛
子
年
初
面
銅
拾
壼
萬
四
千
五
拾
斤
長
崎
へ
下
し
候
。

但
子
年
初
面
下
し
候
故
子
年
貨
物
割
付
壼
貫
五
百
目
頂
戴
仕
候
。

一
熊
野
屋
彦
三
郎
丑
年
初
而
銅
―
―
―
拾
四
萬
九
千
六
百
斤
長
崎
へ
下
し

候
。
但
丑
年
初
面
下
し
申
故
貨
物
割
付
も
無
御
座
候
。

一
大
塚
屋
甚
右
衛
門
丑
年
初
面
銅
六
萬
戴
千
五
百
斤
長
崎
へ
下
し

候
。
但
丑
年
初
而
下
し
申
故
貨
物
割
付
も
無
御
座
候
。

R
備
中
吹
屋
村
御
銅
山
用
控
、
大
塚
家
文
書
の
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
゜

⑩
註
⑦
⑤
参
照
。

⑪
こ
の
項
補
訂
。
尚
、
飾
屋
・
ア
ル
ス
シ
屋
・
丸
屋
に
つ
い
て
は
「
出

島
蘭
館
日
誌
」
一
六
四
―
―
―
年
九
月
二
十
一
日
（
寛
永
二
十
年
八
月
九

日
）
の
項
に
、

．

Caseria 
T
h
o
s
e
y
m
o
n
d
o
n
n
e
 

Alsussia 
J
a
s
s
o
s
e
y
m
o
n
d
o
n
n
e
 

M
a
r
r
i
a
 T
s
i
o
y
s
e
m
o
n
d
o
n
n
e
 

と
あ
る
。
（
小
葉
田
）



し
た
の
は
、
泉
屋
一
族
と
大
坂
屋
•
平
野
屋
な
ど
の
六
七
人
で
、
寛
文
八
年
（
這
直
年
六
）
の
頃
新
た
に
賤
屋

と
濱
田

屋
と
が
加
は
る
な
ど
一
部
に
愛
動
が
あ
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
足
掛
け
五
年
網
つ
た
寛
文
十
二
年
賓
際
に
銅
貿
易
を
行

っ
た
者
を
見
る
と
、
今
迄
に
名

あ
か

L
ね
ゃ

が
知
ら
れ
た
泉
屋
三
人
、
大
坂

屋

•
平
野
屋
・
錢
屋
各
一
人
合
せ
て
六
人
の
外
に
、
新
た
に
大
阪
の
塩
屋
・
銅
屋
・

く
け

塚
口
屋
、
堺
の
海
部
屋
・
粋
屋
・
帯
屋
・
糸
屋
、
京
都
の
山
形
屋
・
布
袋
屋
、
豊
後
の
増
田
屋
の
十
軒
が
加
は
り
、
穂
敷

①
 

十
六
軒
と
な
っ
て
ゐ
る
。
さ
う
す
る
と
新
た
に
現
は
れ
た
十
軒
は
寛
文
八
年
以
後
の
開
業
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ

と
が
何
人
に
も
先
づ
考
へ
ら
れ
る
が
、

事
賓
ま
た
後
の
貞
享
五
年
（
虹
噂
疇
虚
：
戸
）
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之

あ
か
し
ね
や

山
形
屋
と
増
田
屋
と
が
同
九
年
、
銅
屋
が
同
十
二
年
に
開
業
し
た
と
記

年
末
之
覺
」
に
塩
屋
が
寛
文
八
九
年
頃
、

し
て
ゐ
る
こ
と
は
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
で
あ
ら
う
。
他
の
六
軒
は
寛
文
十
二
年
と
延
賓
二
年
と
に
麿
業
し
、
自

然
貞
享
五
年
の
覺
書
に
は
記
載
が
な
い
た
め
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
坂
屋
•
平
野
屋
な
ど
古
い
銅
屋

R
 

の
輸
出
銅
が
多
額
で
あ
る
に
劉
し
、
新
顔
の
十
軒
が
い
‘
‘
つ
れ
も
少
額
で
、
そ
の
中
布
袋
屋
・
帯
屋
・
糸
屋
の
三
軒
が
輸

⑥
 

出
銅
高
五
萬
斤
以
下
で
あ
る
理
由
で
寛
文
十
二
年
に
外
貨
輸
入
商
へ
轄
業
を
認
め
ら
れ
、
叉
塚
口
屋
・
海
部
屋
・
粋

屋
・
濱
田
屋
の
四
軒
は
彼
等
よ
り
は
多
額
で
あ
っ
た
と
言
ひ
な
が
ら
、
延
賓
二
年
阿
形
宗
智
等
の
銅
貿
易
に
開
す
る

新
規
訴
願
に
到
抗
し
、
従
来
の
銅
屋
が
年
々
三
千
雨
の
損
失
負
櫓
で
宗
智
等
に
代
り
足
尾
銅
十
萬
貫
の
買
睛
を
引

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友



④
 

受
け
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
負
櫓
に
堪
え
な
い
と
て
仲
間
を
脱
退
隕
業
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
矢
張
り
そ
の
微
力

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
寛
文
八
年
の
銅
輸
出
解
禁
歎
願
に
際
し
そ
の
名
が
全
然
あ
ら
は
れ
な
い
こ
とR

 

と
相
侯
つ
て
、
彼
等
も
同
じ
く
寛
文
八
年
以
後
の
開
業
で
あ
っ
た
ら
う
と
の
推
測
の
妥
常
性
を
示
す
で
あ
ら
う
。

あ
ら
う
か
。

そ
れ
で
は
何
故
ま
た
こ
の
頃
に
於
い
て
か
く
も
俄
か
に
新
ら
し
い
銅
貿
易
家
が
策
出
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で⑥

 

こ
の
間
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
寛
文
八
年
輸
出
入
品
に
相
嘗
廣
範
園
の
制
限
が
令
せ
ら
れ
、

自
然
従
来
共
等
禁
制
品
を
取
扱
っ
て
ゐ
た
貿
易
業
者
が
打
撃
を
蒙
つ
て
、
他
の
物
品
を
取
扱
は
ぎ
る
を
得
な
い
立

場
に
置
か
れ
た
こ
と
＼
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
恰
も
こ
の
頃
國
内
産
銅
額
が
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど

⑦
 

が
、
闘
係
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

尤
も
こ
の
や
う
に
嘗
時
俄
か
に
貿
易
商
が
増
加
し
た
に
レ
て
も
、
希
望
者
が
す
べ
て
無
制
限
に
認
許
さ
れ
た
の

で
は
な
い
。
例
へ
ば
寛
文
八
年
幕
府
の
用
逹
で
あ
っ
た
江
戸
の
町
入
坂
倉
九
郎
治
・
鍛
冶
―
―
―
大
夫
・
村
治
七
兵

R
 

衛
・
石
屋
久
三
郎
・
表
屋
喜
右
衛
門
こ
れ
に
長
崎
の
町
人
葉
屋
善
左
衛
門
の
六
人
が
、
従
来
の
銅
屋
逹
の
許
可
に

つ
ゞ
い
て
特
別
に
十
五
萬
斤
程
の
銅
輸
出
を
許
さ
れ
た
の
に
乗
じ
、
更
に
翌
九
年
よ
り
は
従
来
の
銅
屋
に
取
っ
て

代
ら
う
と
し
て
、
長
崎
奉
行
松
平
甚
三
郎
に
取
入
り
、
そ
の
有
力
な
斡
旋
を
得
た
け
れ
ど
も
、
江
戸
の
評
定
所
の

R
 

裁
定
で
一
切
不
許
可
と
な
り
、
寛
文
十
二
、
十
三
年
に
は
江
戸
町
年
寄
北
村
彦
兵
衛
・
奈
良
屋
市
右
衛
門
二
人

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

一四



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

さ
さ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
と
、

ー五

こ
＼
に
氣
付
か
れ
る
最
も
著
し
い
事
賓
は
、
大
塚
屋

廻

（
認

9
よ
り
の
出
願
も
却
下
さ
れ

延
賓
二
年
に
は
江
戸
の
阿
形
宗
智
•
河
村
瑞
軒
等
が
初
め
大
坂
屋
・
錢
屋
な

ど
の
古
来
銅
屋
と
も
申
合
せ
、
幕
府
の
足
尾
銅
を
年
々
十
萬
貫
目
づ
＼
壼
萬
雨
で
買
睛
け
、

て
輸
出
し
、
そ
の
損
銀
代
償
と
し
て
銅
輸
出
の
練
支
配
方
を
出
願
し
、

⑪
 

銅
屋
逹
の
懸
命
の
愁
訴
に
よ
っ
て
遂
に
ま
た
不
許
可
と
な
っ
た
。

之
を
大
阪
で
精
錬
し

し
か
も
こ
の
間
に
は
ま
た
引
績
き
新
た
に
認
許
を
得
た
も
の
が
あ
る
。
例

へ
ば
大
塚
屋
甚
右
衛
門
と
熊
野
屋
壱

三
郎
と
は
延
賓
元
年
（
国
這
干
二

に
、
丸
銅
屋
仁
兵
衛
は
翌
二
年
に
開
業
し
た
。
そ
れ
で
は
一
方
で
相
営
の
有
力
者

の
出
願
が
却
下
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
、
何
故
そ

の
後
に
大
塚
屋
以
下
が
認
許
を
得
た

の
で
あ
ら
う
か
。

倉
九
郎
治
以
下
六
人
や
阿
形
宗
智
等
の
訴
願
は
従
来
の
銅
屋
の
特
許
に
到
す
る
根
本
的
な
侵
害
で
あ
る
か
ら
こ
れ

は
別
と
し
て
も
、

こ
の
場
合
坂

北
村
・
奈
良
屋
と
大
塚
屋
以
下
と
の
間
に
ど
う
い
ふ
差
違
が
あ
る
か
は
一
應
問
題
と
さ
れ
て
よ

以
下
が
銅
貿
易
と
密
接
不
離
の
閥
係
に
あ
る
大
阪
の
銅
吹
屋
で
あ
る
の
に
、
北
村
・
奈
良
屋
は
さ
う
で
な
い
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
大
塚
屋
以
下
が
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
延
賓
六
年
（
国
直
」
六
）
三
月
大
阪
在
住
の
吹
屋
九
人
よ

⑫
 

り
町
奉
行
所
へ
新
規
業
者
の
停
止
を
訴
願
し
た
際
の
由
緒
書
に
嘗
時
の
銅
屋
十
三
人
を
列
記
し
、
山
形
屋
禰
右
衛

門
と
増
田
屋
簿
兵
衛
と
に
だ
け
、
特
に
「
買
銅
二
て
下
之
」
と
註
記
し
て
他
が
銅
吹
兼
管
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し

一
旦
内
許
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
古
来
の



⑬
 

て
ゐ
る
こ
と
や
、
賓
際
ま
た
正
徳
二
年
（
ミ
ニ
王
）
の
「
銅
吹
屋
拾
七
人
之
名
前
」
と
い
ふ
覺
書
に
泉
屋
・
大
坂
屋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
並
べ
て
大
塚
屋
に
「
古
京
銅
吹
屋
」
と
註
し
、
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
に
「
古
末
銅
吹
屋
丸
銅
屋
仁
兵
衛
弟
正
保
元

年
申
十
一
月
か
日
本
用
銅
小
吹
屋
」
叉
熊
野
屋
彦
太
郎
の
後
の
彦
太
夫
に
「
紀
州
和
歌
山
住
宅
大
坂
出
店
道
頓
堀

新
難
波
東
之
町
承
應
年
中
か
銅
吹
屋
但
古
来
銅
屋
熊
野
屋
彦
三
郎
同
家
」
と
註
し
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
か
ら
知
ら
れ

⑭
 

る
。
さ
う
す
る
と
大
塚
屋
と
言
ひ
、
熊
野
屋
と
言
ひ
、
丸
銅
屋
と
言
ひ
、
元
来
銅
貿
易
と
密
接
不
離
の
闘
係
に
あ

る
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
等
が
特
に
新
た
に
銅
貿
易
を
許
可
さ
れ
た
と
い
ふ
の
は
、
か
う
い
ふ
特
別
の
事
情

と
は
言
へ
勿
論
寛
文
年
間
の
新
顔
十
軒
も
悉
く
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
唯
大
阪
在
住
の
塩
屋
・
塚
口

屋
な
ど
が
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
記
延
賓
六
年
三
月
の
由
緒
書
の
記
述
の
外
正
徳
四
年
（
芦
疇
i
七
）
の
「
銅

屋
共
家
業
相
勤
候
年
敷
之
覺
」
に
泉
屋
・
大
坂
屋
・
大
塚
屋
三
軒
を
記
し
た
後
、
異
國
向
銅
商
賣
人
十
六
入
の
内

十
人
は
大
阪
株
の
銅
屋
で
あ
っ
た
が
、

七
人
は
唯
今
吹
屋
を
や
つ
て
ゐ
な
い
と
述
べ
、

又
是
よ
り
先
同
一
一
年
の

古
来
銅
屋
の
内
吹
商
賣
を
止
め
嘗
大
阪
に
住
宅
し
て
ゐ
る
者
と
し
て

銅
屋
善
三
郎
・
泉
屋
理
左
衛
門
・
同
利
右
衛
門
・
塚
口
屋
長
左
衛
門
の
四
人
を
畢
げ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る

が
、
大
阪
以
外
の
在
住
者
七
軒
が
銅
吹
屋
で
な
い
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。
何
故
な
ら
銅
吹
屋
は
大
阪
在
住
者
に
限

「
銅
方
之
諸
事
留
帳
」
と
題
す
る
古
記
に
、

に
因
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友
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近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

ふ
こ
と
で
あ
る
。

ら
れ
、
他
國
在
住
の
銅
屋
は
大
阪
の
銅
吹
屋
か
ら
異
國
向
銅
を
購
入
し
て
貿
易
に
常
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
、
元
談
七

年
七
月
十
日
附
や
翌
八
年
十
一
月
附
の
銅
屋
訴
朕
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
寛
永
十
五
年
（
這
直
」
二
幕
命
に
基
く
と
い

こ
の
寛
永
十
五
年
と
い
ふ
年
次
は
既
述
の
や
う
に
問
題
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
か
う
い
ふ
仕
方

の
早
か
っ
た
こ
と
は
、
延
賓
元
年
阿
形
宗
智
等
が
幕
府
の
足
尾
銅
の
彿
下
を
受
け
て
之
を
輸
出
し
よ
う
と
し
た
時

⑮
 

に
も
、
矢
張
り
大
阪
で
異
繭
向
に
吹
く
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
尤
も
錢
屋
・
熊
野
屋
は

夫
々
堺
•
紀
州
の
在
住
者
で
あ
り
な
が
ら
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
吹
所
は
矢
張
り
大
阪
に
置
い
て
ゐ
た
か

⑯
 

ら
こ
れ
は
特
例
で
、
吹
屋
が
大
阪
に
限
ら
れ
た
黙
に
愛
り
は
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
を
證
す
る
も
の
と
な
る
。

そ
れ
で
は
何
故
ま
た
吹
屋
が
大
阪
に
限
ら
れ
た
か
ゞ
問
題
と
な
る
が
、

た
南
蜜
吹
と
い
ふ
銀
銅
吹
分
術
が
、

こ
れ
は
泉
屋
（
蘇
我
）

壽
清
の
偉
習
レ

大
阪
の
銅
吹
屋
に
偉
へ
ら
れ
、
彼
等
の
手
で
精
錬
さ
れ
た
銅
が
銀
を
抜
か
れ

て
ゐ
て
輸
出
上
國
盆
に
な
り
、
銀
の
流
出
に
憎
ん
で
ゐ
た
幕
府
常
局
が
こ
れ
に
着
眼
し
て
、
輪
出
銅
に
統
制
を
加

へ
、
抜
銀
せ
な
い
荒
銅
の
輸
出
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

ら
し
い
こ
と
が
氣
附
か
れ
る
。

一七

兎
に
角
か
う
い
ふ
風
に
推
究
し
て
来
る
と
、
銅
貿
易
の
新
規
開
業
認
許
に
は
時
期
に
よ
っ
て
事
情
を
異
に
し
た

即
ち
寛
文
八
九
年
な
ど
の
早
い
頃
は
銅
吹
屋
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
く
、

既
述
の
や
う
に
寛
文
八
年
の
輸
出
入
品
の
制
限
に
基
く
轄
業
に
到
す
る
特
許
と
い
ふ
こ
と
が
主
導
的
理
由
で
あ
っ



註 た
の
か
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

あ
か
し
ね
ゃ

そ
の
後
銅
屋
の
開
業
が
認
め
ら
礼
、
寛
文
十
二
年
頃
か
ら
は
、

銅
吹
屋
た
る
こ
と
を
必
須
條
件
と
し
、

こ
れ
に
或
は
更
に
麿
業
者
の
映
を
補
ふ
意
味
も
加
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
ら
し
く
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
寛
文
十
二
年
の
銅
貿
易
家
を
見
る
べ
き
資
料
は
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」

の
延
賓

二
年
に
記
さ
れ
た
「
惣
銅
屋
中
貨
物
之
次
第
」

と
同
じ
く

「
子
丑

雨
年
銅
屋
中
方
長
崎
へ
銅
下
し
高
」
並
に
「
子
年
銅
屋
共
ニ

被
下
候
貨
物
銀
高
」
と
で
あ
る
が
、
此
等
一二
種
の
資
料
を
相
互
に
比

較
封
照
し

r

更
に
之
を
後
の
資
料
と
鉗
照
す
る
と
、
塩
屋
小
兵
衛

・

銅
屋
半
左
衛
門
•
平
野
屋
長
兵
衛
・
錢
屋
喜
兵
衛
・
大
坂

屋
小
左
衛

門
・
泉
屋
長
十
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
塩
屋
八
兵
衛
・
銅
屋
善
兵
衛
•
平
野

展
平
兵
衛

・
錢
屋
作
右
衛
門

・
大
坂
屋
久
左
衛
門

・
泉
屋
吉
左
衛
門

あ
か
A
ね
や

の
一
族
や
手
代
で
、
時
に
平
野
屋
や
銅
屋
の
や
う
に

主
人
と
の
名
が

並
記
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
そ
れ
は
両
人

が
別
箇
に
特
許
灌
を
得
て
ゐ
た

の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
叉
「
子
年
銅
屋
共
に
被
下
候
貨
物

銀
高
」
に
粋
屋
徳
左
衛
門
と
同
長
右
衛
門
と
が
相
並
ん
で
貨
物
の
割

嘗
を
得
て
ゐ
る
が
、
同
年
の
銅
下
し
人
に
は
徳
左
衛
門
の
名
だ
け
で

長
右
衛
門
の
名
は
見
え
ず
、
翌
年
の
銅
下
し
人
の
中
に
は
逆
に
長
右

衛
門
の
名
だ
け
で
徳
左
衛
門
の
名

は
見
え
ず
、
翌
々
二
年
長
右
衛
門

名
義
の
酸
業
で
以
後
砕
屋
の
名
は
銅
屋
中
に

見
出
せ
な
く
な
り
、
且

っ

「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
に
は
殷
業
の
時
の
粋
屋
の
名
を
徳
右
衛

門
（
右
は
左
の
誤
寓
で

あ
ら
う
）
と
記
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

粋
屋
の
特
許
櫂
所
有
者
は
一
人
で
億
右
衛
門
と
長
右
衛
門
と
は
一
家

若
し
く
は
主
従
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
R
前
項
の
註
⑦
R
参
照
。

④
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
、
尚
塚
口
屋
は
延
賓
元

年
に
又
粋
屋
は
同
二
年
度
の
貿
易
を
休
止

し
て
居
る
こ
と
も
そ

の
有

力
者
で
な
か
っ

た
こ
と

を
示
し
て
ゐ
る
。

R
延
喪
三
年
八
月

の
銅
屋
訴
朕
に
海
部
屋

・
粋
屋

・
塚
口

屋

・
濱
田
屋

を
古
来
の
銅
屋
と
記
し
て
ゐ
る
が
、

自
ら
を
古
末
の
銅
屋
と
稲
し
て

ゐ
る
訴
願
の
十
三
銅
屋
中
に
山
形
屋
・

噌
田

屋
•
松
浦
平
八
（
大
塚

あ
か

A
ね
や

屋
代
）
徳
岡
屋
（
丸
銅
屋
代
）
塩
屋
・
銅
屋
・
熊
野
屋
の
七
銅
屋
を

含
ん
で
ゐ
る
こ
と
よ
り
す
る
と
、
そ
の
古
末

の
意
味
は
そ
ん
な
に
古

く
は
考
へ
ら
れ
ず
、

山
形
屋
以
下
七
銅
屋
と
同
粽
に
考
へ
る
べ
き
で
、
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近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

こ
れ
は
或
は
四
人
中
の
濱
田
屋
が
比
較
的
古
い
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ
に

便
乗
さ
し
て
一
括
記
述
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

⑥
「
徳
川
寅
紀
」
寛
文
八
年
三
月
八
日

の
條
、

此
日
長
崎
の
奉
行
に
諭
告
せ
ら
る
A

は
、
浜
綿
、
く
り
綿
、
絹
紬
、

木
綿
‘
織
物
、
麻
布
、
染
物
、
蝋
燭
、
銅
、
漆
、

油
、
酒
、
今
年
よ

り
異
域
に
を
く
る
べ
か
ら
ず
。

但
油
酒
は
船
中
の
常
用
に
備
ふ
る
は
く
る
し
か
ら
ず
。
薬
品
の
外
植

物
生
類
、
諸
器
材
、
金
絲
、
薬
剤
と
な
ら
ざ
る
唐
産
類
、
珊
瑚
樹
、

た
ん
か
ら
、
丹
土
、
蘭
産
器
物
、
唐
革
、
ひ
よ
ん
か
つ
、
衣
服
の
用
に

充
ら
ざ
る
美
麗
の
布
吊
等
、
か
た
＜
舶
来
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
羅
紗
、

羅
脊
板
、
獨
々
緋
の

三
種
は
ゆ
る
さ

る
べ
し
、
そ
の
他
の
毛
布
は
禁

ず
べ
し
と
な
り
。

⑦
寛
文
以
後
、
産
銅
の
噌
加
に
は
東
北
地
方
銅
山
の
開
登
が
大
き
な
役

割
を
占
め
る
。

寛
文
六
年
尾
去
澤
銅
山
元
山
の
銅
鎮
採
掘
に
始
ま
る
同
銅
山
の
開

掘、
寛
文
十
二
年
小
澤
の
銅
鍍
登
見

に
始
ま
る
阿
仁
銅
山
の
登
展
、

こ
の
外
南
部
領
に
多
敷
銅
山
が
開
か
れ
た
が
、
就
中
和
賀
郡
水
澤

寛
文
九
年
白
根
金
山

（
現
在
の
小
箕
木
銅
山
）
に
お
け
る
採
銅
の

開
始
、

九

銅
山
の
産
銅
が
多
か
っ
た
。
措
津
多
田
銀
山
も
寛
文
年
間
に
産
銅
激

噌
し
た
。
（
以
上
小
葉
田
補
訂
）
又
足
尾
銅
山
は
延
賓
四
年
よ
り
貞
享

四
年
迄
を
極
盛
期
と
し
て
最
高
約
二
百
五
十
萬
斤
を
産
出
し
た
と
い

ふ
こ
と
か
ら
、
既
に
寛
文
末
年
頃
の
隆
盛
が
考
へ
ら
れ
る
。
尚
輸
出

銅
額
に
於
い
て
寛
文
四
年
の
二
七
二
萬
四
千
斤
に
翫
し
翌
五
年
は
一

四
一
萬
―
―
―
千
斤
に
減
っ
た
の
が
爾
後
一
六
一
萬
七
千
斤
、
二
三
八
萬

五
千
斤
、

二
六
八
萬
五
千
二
百
斤
と
年
々
噌
加
し
、
翌
々
十
年
に
は

約
三

0
0
萬
斤
、
そ
の
翌
々
十

二
年
に
は
一
＿
一
四
一
萬
五
千
九
百
斤
餘

と
な
っ
て
ゐ
る
の
も
産
銅
噌
加

に
闘
係
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

⑧
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」

．「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
・
「
公
訴
文
永
鏡
」
に

ど
う
い
ふ
課
か
七
人
と
敷
へ
て
ゐ
る
。
或
は
誰
か
一
人
の
名
を
脱
漏

し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

R
銅
異
國
賣
覺
帳
゜

⑩

銅

異
國
賣
覺
帳
、

銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
。

⑪
⑫
銅
異
國
賣
覺
帳
゜

⑮
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
「
大
坂
銅
吹
屋
諸
事
書
物
控
」
、
尤
も
熊
野
屋

彦
―
―
一
郎
に
つ
い
て
前
書
に
は
古
末
銅
屋
と
の
み
あ
る
が
、
こ
れ
は
他

の
泉
屋
・
大
坂
屋
・
大
塚
屋
・
丸
銅
足
•
平
野
屋
な
ど
を
す
べ
て
古

末
銅
吹
屋
と
記
し
て
ゐ
る
例
よ
り
し
て
、
後
者
の
記
す
る
や
う
に
銅

吹
屋
と
す
る
が
正
し
い
。
尚
正
徳
四
年
の
「
銅
屋
共
家
業
相
勤
候
年



な
っ
た
。

が
進
む
に
つ
れ
て
、

六

敷
之
覺
」
に
大
塚
屋
と
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
は
開
業
以
来
八
十
年
餘
、

熊
野
屋
は
元
末
紀
州
で
管
業
し
大
阪
で
の
年
数
は
六
十
年
に
な
る
と

言
っ
て
ゐ
る
の
も
こ
れ
と
相
應
ず
る
。
尤
も
元
緑
六
年
の
小
吹
屋
年

敷
の
覺
書
に
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
に
つ
い
て
、
「
之
は
銅
細
工
人
萬
治
元

年
比

――
―
十
五
年
以
前
頃
」
と
あ
る
の
は
多
少
記
述
に
一
致
し
な
い
も

銅

貿

易

名

代

数

の

限

定

と
こ
ろ
で
貿
易
品
が
制
限
さ
れ
た
朕
態
の
下
に
あ
っ
て
銅
の

産
額
が
次
第
に
増
加
し
、
銅
貿
易
の
有
利
な
情
勢

こ
の
方
面
に
新
た
な
志
望
者
が
尚
績
々
と
現
は
れ
、
特
許
貿
易
業
者
の
妨
害
と
な
る
や
う
に

即
ち
既
に
延
賓
三
年
（
直
這
年
二
熊
野
に
銅
山
を
経
管
す
る
紀
州
の
前
嶋
彦
太
郎
（
祠
頑
竺
大
阪
の
輻
山
屋

次
郎
右
衛
門
・
堺
屋
三
郎
兵
衛
な
ど
が
銅
を
長
崎
へ
送
つ
て
外
人
に
直
賣
を
企
て
、
悶
着
を
起
し
つ
＼
も
何
と
か

目
的
を
逹
し
た
為
か
、
翌
四
年
に
は
北
國
西
國
諸
所
の
山
師
逹
が
大
阪
で
新
規
に
銅
吹
屋
を
取
立
て
ヽ
直
輸
出
す

る
こ
と
ま
で
企
て
る
や
う
に
な
り
、
翌
々
五
年
に
は
ま
た
北
國
屋
次
右
衛
門
・
雑
喉
屋
六
右
衛
門
・
道
明
寺
屋
吉

左
衛
門
・
一
揺
山
屋
次
郎
右
衛
門
・
因
幡
屋
浦
左
衛
門
・
新
庄
情
右
衛
門
の
六
人
が
不
正
貿
易
を
行
ひ
、
殊
に
北
國

屋
と
一
揺
山
屋
と
は
江
戸
表
で
認
許
を
得
た
と
稲
し
た
程
の
強
行
振
り
を
痰
揮
し
、
更
に
六
年
春
に
も
敷
人
の
新
規

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

の
が
あ
る
が
、
兎
に
角
銅
吹
業
の
早
か
っ
た
こ
と
は
確
で
あ
る
。

⑭
年
々
帳
無
番
。

⑮
「
銅
異
國
賣
覺
帳
，
一
延
賓
二
年
霜
月
十
四
日
附
銅
屋
訴
朕
゜

⑯

延

賓

六
年
三
月
の
銅
屋
由
緒
書
及
び
正
徳
二
年
の
「
銅
吹
屋
十
七
人

之
名
前
」
。

四

0



訴
願
者
が
現
は
れ
て
、
そ
の
都
度
従
来
の
特
許
業
者
よ
り
古
来
の
由
緒
を
申
立
て
＼
停
止
方
を
願
ひ
出
る
と
い
ふ

①
 

有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
営
局
も
古
来
の
銅
貿
易
の
糎
緯
を
詳
し
く
調
査
し
た
上
、
延
賓
六
年
四
月
廿
五
日
大
坂

町
奉
行
所
に
開
係
者
一
同
を
呼
び
出
し
、

四

北
繭
屋
次
右
衛
門
・
維
喉
屋
六
右
衛
門
・
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
・
一
揺
山

屋
次
郎
右
衛
門
・
因
幡
屋
消
左
衛
門
・
新
庄
清
右
衛
門
な
ど
の
新
規
の
螢
業
を
禁
止
し
て
、
改
め
て
十
六
入
の
銅

（
淡
路
町
）

R
 

名
代
を
確
聰
し
た
。
そ
の
十
六
人
と
は
大
阪
の
泉
屋
吉
左
衛
門

一丁
目
．
同
典
九
郎
（
同
上
）
・
同
平
八
（
柳
町
）
・
同
平

兵
衛
（
麟
）
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
(
”
”
戸
）
•
平
野
屋
情
右
衛
門
（
鱈
立
亨
）
・
塩
屋
八
兵
衛
（
過
書
町
）
．
瞬
事
雪
兵
衛
（
琶
繹

亨
）
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
(TE
詞
＿
）
・
丸
銅
屋
仁
兵
衛
(
”
可
）
、
京
都
の
山
形
屋
禰
右
衛
門
、
堺
の
錢
屋
作
右
衛
門

（
四
吋
）
、
紀
州
の
熊
野
屋
彦
三
郎
（
和
歌
山
）

・
同
彦
太
郎
（
同
上
）
、
豊
後
の
増
田
屋
博
兵
衛
、
長
崎
の
刀
屋
八
郎
兵
衛

R
 

で
、
こ
の
中
泉
屋
平
兵
衛
・
熊
野
屋
彦
太
郎
・
刀
屋
八
郎
兵
衛
を
除
く
十
三
入
は
既
述
の
や
う
に
既
に
延
賓
二
年

迄
に
認
許
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
。
尤
も
大
塚
屋
と
丸
銅
屋
と
は
ど
う
い
ふ
繹
か
従
来
は
夫
々

④
 

長
崎
の
低
岡
典
次
兵
衛
•
松
浦
平
八
な
ど
他
人
名
義
で
行
っ
て
ゐ
た
の
を
本
人
名
義
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ

の
場
合
新
ら
し
い
三
認
許
者
と
北
國
屋
・
道
明
寺
屋
・
揺
山
屋
の
取
扱
ひ
が
銅
名
代
の
成
立
事
情
を
知
る
上
に
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
泉
屋
平
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
「
年
々
帳
」
の
延
賓
六
年
の
條
に
、
「
泉
屋
平
兵
衛
殿
銅
商
賣
訴
訟
相
叶
申
候
」

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友



と
あ
り
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

叉
同
帳
所
牧
の
貞
享
五
年
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺
」
の
平
兵
衛
の
註
記
に
、
「
是
（
吉

左
衛
門
先
祖
か
銅
名
代
四
ッ
御
座
候
虞
二
霊
ッ
ぐ
中
絶
仕
候
―
―
付
、

御
繋
穿
之
上
、
敷
代
之
銅
商
賣
人
と
て
被
仰
付
」
と
あ
る
の
で
、

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

延
賓
六
午
ノ
年
四
月
廿
五
日
於
御
公
儀
色
々

延
賓
六
年
の
裁
定
に
際
し
中
絶
名
代
の
復
活
を

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
長
期
間
少
く
も
寛
文
八
年
以
前
よ
り
既

に
中
絶
し
て
ゐ
た
名
代
（
株
）
が
尚
既
得
灌
を
認
め
ら
れ
て
復
活
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
泉
屋
が
敷
代
の
最
有
力
の

銅
商
で
あ
っ
た
こ
と
に
闘
係
あ
る
と
し
て
も
、

し
て
見
逃
せ
な
い
。

銅
名
代
な
る
も
の
＼
成
立
が
甚
だ
早
か
っ
た
こ
と
を
示
す
事
賓
と

こ
れ
は
ま
た
同
じ
覺
書
に
泉
屋
理
左
衛
門
に
つ
い
て
、
典
九
郎
へ
預
け
て
あ
っ
た
名
代
を
貞

享
二
年
(
A
這
」
二
常
局
へ
願
出
て
理
左
衛
門
へ
切
替
へ
て
貰
っ
た
旨
を
註
記
し
、
事
賓
少
く
も
寛
文
八
年
以
後
の

銅
貿
易
商
閥
係
の
文
書
に
泉
屋
典
九
郎
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
こ
と
や
、
享
保
六
年
（
這
置
i
七
）
正
月
の
「
古
来
銅
商

賣
仕
候
人
敷
之
次
第
」
に
吉
左
衛
門
・
理
左
衛
門
・
理
右
衛
門
が
夫
々
理
兵
衛
・
忠
兵
衛
・
八
兵
衛
の
名
跡
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
＼
も
相
照
應
す
る
で
あ
ら
う
。

次
に
非
認
許
組
の
北
國
屋
は
「
年
々
帳
」
に
、
「
北
闘
屋
二
明
所
無
之
故
不
被
仰
付
候
由
、
治
右
衛
門
申
上
候
＾

以
来
明
所
御
座
候
時
分
御
訴
訟
可
仕
哉
と
貨
物
御
役
人
へ
窺
被
申
候
へ
ぐ
其
儀
(
何
共
不
被
仰
出
候
由
ヽ
寺
酉

文
左
衛
門
殿
被
仰
候
」
と
あ
り
、
即
ち
明
キ
所
（
空
席
）
が
な
い
為
め
認
許
に
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
、 四

そ
れ
で
は
将



末
明
キ
所
が
生
じ
た
際
瓢
出
れ
ば
よ
い
か
と
窺
っ
た
と
こ
ろ
返
答
を
得
な
か
っ
た
と
い
ふ
。

の
は
大
阪
の
銅
山
師
で
、

そ
の
手
代
が
従
来
金
銀
山
と
し
て
知
ら
れ
た
秋
田
の
大
阿
仁
山
の
中
に
寛
文
十
二
年
始

め
て
小
澤
銅
山
を
開
き
、
秋
田
銅
山
の
基
を
開
い
た
者
で
、
爾
後
元
緑
十
年
（
這
直
〗
六
）
迄
之
を
鰹
螢
し
、
（
そ
の
間

R

⑥

 

元
緑
の
初
め
よ
り
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
中
村
多
治
兵
衛
等
参
加
）
、
銅
吹
屋
を
も
兼
管
し
て
ゐ
た
。
又
道
明
寺
屋

に
は
「
道
明
寺
屋
ご
堺
屋
三
郎
兵
衛
と
子
息
之
名
二
仕
度
訴
訟
候
へ
共
不
被
仰
付
、
尚
叉
新
庄
渚
右
衛
門
へ
も
銅

o

o

o

o

⑦
 

賣
申
間
敷
由
被
仰
付
候
」
と
の
註
記
が
あ
る
が
、
延
賓
三
年
卯
閏
四
月
附
の
銅
屋
訴
吠
に
「
堺
屋
三
郎
兵
衛
と
申

者
こ
追
明
寺
屋
吉
左
衛
門
と
申
者
之
名
代
二
而
御
座
候
、
井
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
と
申
者
と
右
雨
人
↑
大
坂
―
―
お
ゐ

て
職
人
方
へ
商
賣
仕
」
と
あ
る
の
と
併
せ
考
へ
る
と
、
彼
も
亦
銅
吹
屋
で
あ
っ
た
。

北
國
屋
や
道
明
寺
屋
は
前
に
認
許
さ
れ
た
大
塚
屋
・
熊
野
屋
・
丸
銅
屋
な
ど
の
例
に
準
じ
て
も
よ
さ
さ
う
で
あ
る

が
、
矢
張
り
認
許
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

活
と
北
國
屋
の
註
記
の
「
明
所
」
の
問
題
よ
り
し
て
、
由
緒
と
名
代
敷
に
闘
係
あ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
名
代
敷
と
い
ふ
も
の
は
何
時
か
ら
決
っ
た
も
の
か
と
調
査
し
て
見
る
と
、
泉
屋
の
中
絶
名
代
の
復
活

と
い
ふ
貼
か
ら
、
名
代
の
認
定
が
古
か
っ
た
ー
|
l
寛
永
の
銅
輸
出
禁
止
後
の
解
禁
の
時
か
ら
で
あ
ら
う
こ
と
は
考

へ
ら
れ
る
が
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

四

か
う
い
ふ
貼
か
ら
言
ふ
と
、

さ
う
す
る
と
今
度
の
決
定
は
泉
屋
の
中
絶
名
代
復

そ
の
敷
が
制
限
さ
れ
て
封
鎖
的
と
な
り
、
名
代
所
有
者
が
仲
間
を
組
織
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と

こ
の
北
國
屋
と
い
ふ



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

が
、
そ
ん
な
に
早
く
な
か
っ
た
ら
う
こ
と
は
、
寛
文
八
年
の
銅
楡
出
禁
止
の
際
の
解
禁
歎
願
に
於
け
る
銅
貿
易
商
の

非
園
結
的
行
動
(
“
門
這
噂
動
野
]
口
峰
]
鱈
屋
:
]
淑
屋
．
）
と
そ
の
直
後
の
銅
貿
易
商
の
急
激
な
増
加
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ

る
。
そ
こ
で
今
名
代
敷
と
い
ふ
観
貼
か
ら
、
認
許
を
得
た
銅
貿
易
商
の
敷
が
最
も
多
く
な
っ
た
時
期
を
検
す
る
と
、

そ
れ
は
寛
文
十
二
年
（
国
這
竺
）
で
、
こ
の
時
は
大
阪
の
泉
屋
三
人
と
同
所
の
大
坂
屋
•
平
野
屋
・
塩
屋
・
塚
口

あ

か

し

ね

や

く

げ

屋
・
銅
屋
・
濱
田
屋
各
一
人
、
堺
の
錢
屋
・
海
部
屋
・
粋
屋
・
帯
屋
・
糸
屋
各
一
人
、
京
都
の
山
形
屋
・
布
袋
屋

⑤
 

各
一
入
、
豊
後
の
増
田
屋
合
計
十
七
入
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
寛
文
十
二
年
は
貨
物
市
法
商
賣
法
が
賓
施
さ
れ
た
年

で
、
銅
貿
易
商
に
も
或
種
の
統
制
が
加
へ
ら
れ
、
彼
等
に

一
旦
典
へ
ら
れ
た
輸
入
貨
物
の
購
入
割
嘗
を
営
年
限
り

と
し
て
翌
年
以
後
之
を
停
止
し
、

入
割
営
を
受
け
る
の
は
認
め
る
が
、

そ
れ
に
就
い
て
五
萬
斤
以
下
の
貿
易
商
は
銅
貿
易
を
麿
業
し
て
輸
入
貨
物
の
購

⑨
 

五
萬
斤
以
上
の
貿
易
商
に
は
こ
れ
を
認
め
な
い
と
い
ふ
申
渡
し
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
別
に
銅
貿
易
商
の
敷
ま
で
制
限
し
た
と
観
ら
れ
な
い
が
、
兎
に
角
そ
の
結
果
と
し
て
布
袋
屋
・
帯
屋
・
糸

⑩、

屋
の
三
人
は
輸
入
貨
物
購
入
の
方
に
轄
業
し
次
い
で
翌
延
賓
元
年
と
同
二
年
と
に
大
塚
屋
・
熊
野
屋
・
丸
銅
屋

が
新
た
に
銅
貿
易
商
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
う
す
る
と
後
の
三
人
の
新
規
開
業
は
前
の
三
人
の
轄
業
に
よ

る
明
所
に
開
係
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
新
規
業
者
が
奮
業
者
か
ら
の
名
代
譲
渡
の
形
式
を
と
つ
て
ゐ

な
い
こ
と
は
、

そ
の
封
鎖
性
が
尚
強
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

四
四

し
か



く
け

し
同
一
一
年
に
は
ま
た
塚
口
屋
・
濱
田
屋
・
海
部
屋
・
粋
屋
の
四
人
が
懸
業
し
て
四
つ
の
明
所
が
生
ず
る
こ
と
＼
な

っ
た
。

そ
こ
で
こ
れ
が
果
し
て
ど
の
や
う
に
虞
理
さ
れ
た
か
ゞ
問
題
で
あ
る
。
唯
廷
賓
六
年
の
裁
定
に
依
る
と
、

今
こ
れ
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
の
に
、

四
五

正
撼
二
年
の
「
銅
吹
屋
十
七
人
之
名
前
」
の
熊
野
屋
彦
太
夫
（
這
ぃ

9

の
註
記
に
は
「
古
末
銅
屋
熊
野
屋
彦
三
郎
同
家
延
賓
三
卯
年
か
異
國
賣
銅
屋
株
立
」
と
見
え
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒

害
」
は
こ
れ
に
よ
っ
て
熊
野
屋
彦
太
郎
の
開
業
認
許
を
延
賓
三
年
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
速
に
承
認
出
来
な

⑪
 

い
。
成
程
延
賓
四
年
三
月
附
の
銅
屋
訴
欣
に
は
、
「
去
年
初
而
熊
野
山
師
共
戴
三
人
長
崎
銅
商
賣
新
規

―
一
被
為
仰
付

候
―
―
付
去
年
者
唐
人
に
銅
賣
口
過
分
―
―
下
直
二
罷
成
迷
惑
仕
候
」
と
の
陳
述
が
あ
り
、
叉
賓
際
延
賓
三
年
度
の
銅

⑫
 

貿
易
算
用
書
に
は
熊
野
屋
彦
太
郎
・
一
揺
山
屋
茂
兵
衛
（
土
鰭
疇

9
．
堺
屋
利
兵
衛
（
正
立
疇
）
が
従
来
の
銅
貿
易
商
十
―――

人
と
相
並
ん
で
唐
蘭
雨
方
へ
銅
を
賣
っ
た
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
時
の
認
許
は
何
等
か
特
別
の
事
情

に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
何
故
な
ら
延
賓
四
年
の
三
月
及
び
四
月
と
翌
々

六
年
三
月

の
銅
屋
訴

朕
並
に
由
緒
害
に
彼
等
―
―
一人
の
名
は
全
然
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

で
あ
れ
ば
、
禰
山
屋
・
堺
屋
も
同
様
で
あ
る
筈
だ
の
に
そ
の
事
賓
は
な
い
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

ら
れ
る
が
、
他
の
三
名
代
は
明
確
で
な
い
。

泉
屋
の
中
絶
名
代
―
つ
が
、
復
活
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

叉
若
し
延
賓
三
年
の
認
許
が
永
久
的
の
も
の

現
に
既
述
の
や
う
に
延
賓
三
年
に
輻

一
名
代
が
跛
け
た
ま
＼
同
年
迄
残
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知



山
屋
・
道
明
寺
屋
が
貿
易
を
行
っ
た
こ
と
が
不
常
で
あ
る
と
し
て
従
来
の
特
許
業
者
に
訴
へ
ら
れ
た
の
は
そ
の
為

⑬
 

で
、
こ
れ
な
ど
も
反
證
と
な
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
熊
野
屋
彦
太
郎
の
名
代
認
許
は
延
賓
六
年
の
裁
定
の
際
始
め

て
賓
現
し
た
も
の
で
、
彼
が
古
来
の
銅
吹
屋
で
延
賓
元
年
以
来
の
銅
貿
易
商
た
る
熊
野
屋
彦
三
郎
と
同
家
で
あ
り
、

且
又
一
時
的
な
が
ら
も
兎
も
角
延
賓
三
年
度
に
賓
績
が
あ
る
と
い
ふ
特
殊
な
理
由
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
後
の
記
録
に
延
賓
一
一
一
年
開
業
の
や
う
に
記
す
の
は
、
そ
の
開
業
を
早
く
見
せ
る
為
め
一
時
的
認
許
の

年
へ
引
上
げ
た
も
の
で
、

こ
れ
は
貞
享
五
年
の
銅
屋
年
敷
覺
書
に
彦
三
郎
と
並
べ
て
共
に
延
賓
元
年
の
開
業
と
し

て
ゐ
る
の
と
同
巧
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
二
人
が
同
家
で
あ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
早
い
彦
三
郎
の
開
業
年
次
に

⑭
 

統
一
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

次
に
叉
刀
屋
八
郎
兵
衛
に
就
い
て
は
貞
享
五
年
の
銅
屋
年
敷
覺
書
に
「
延
賓
四
辰
ノ
年
か
賣
問
屋
仕
候
」
と
い

ふ
註
記
が
あ
る
が
、
他
の
者
に
は
す
べ
て
何
年
よ
り
銅
商
賣
二
取
付
と
か
、
銅
商
賣
初
JV

と
か
、

か
、
銅
長
崎
へ
下
す
と
か
、
或
は
箪
に
何
年
よ
り
初
JV

な
ど
＼
註
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

銅
商
賣
仕
候
と

刀
屋
の
賣
問
屋
と
い

ふ
註
記
が
他
と
少
し
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
賓
際
ま
た
貞
享
二
年
九
月
廿
五
日
附
の
大
坂
町

⑪
 

奉
行
所
宛
大
阪
銅
屋
五
人
の
口
上
書
に
は
、
同
じ
く
長
崎
の
町
人
松
浦
平
八
が
既
述
の
や
う
に
延
賓
五
年
迄
丸
銅

屋
仁
兵
衛
の
代
理
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
、
「
異
國
入
に
銅
賣
問
屋
仕
候
」
と
言
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

四
六

こ
の
銅
賣



問
屋
と
は
特
定
銅
貿
易
業
者
の
名
前
て
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
る
輸
出
銅
の
委
託
販
賣
業
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
う
す
る
と
こ
の
賣
問
屋
を
以
て
直
ち
に
他
の
銅
貿
易
商
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
刀
屋
は
延

賓
四
年
（
這
道
尺
ハ
）
か
ら
賣
問
屋
を
始
め
た
け
れ
ど
も
、
未
だ
正
式
の
銅
貿
易
商
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
六
年
の

裁
定
に
際
し
、
既
往
の
賓
績
を
考
慮
し
、
尚
他
に
も
何
等
か
特
別
の
理
由
が
あ
っ
て
、
始
め
て
正
式
認
許
を
得
た

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

四
七

さ
う
す
る
と
、
問
題
の
三
つ
の
名
代
中
二
つ
は
泉
屋
平
兵
衛
の
分
と
同
じ
く
延
賓
六
年
に
認
許
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
そ
れ
で
は
残
り
の
―
つ
は
ど
う
で
あ
ら
う
()

銅
差
下
候
へ
共
、

は
従
来
既
に
銅
貿
易
商
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
り
、
何
か
不
都
合
な
こ
と
が
あ
っ
た
為
に
六
年
に
停
止
さ
れ
た
や

う
に
も
解
さ
れ
る
が
、
事
賓
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
既
に
明
ら
か
な
や
う
に
、

し
の
不
正
貿
易
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

で
な
い
。

不
沙
汰
成
儀
有
之
、
向
後
御
留
メ
被
成
候
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、

し
か
し
こ
の
ま
＼
で
は
明
ら
か
に
一
名
代
残
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、

外
は
な
い
で
あ
ら
う
。
瑕
り
に
幅
山
屋
の
名
代
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
彼
が
六
年
の
裁
定
に
否
認
さ
れ
た
の
で
あ

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

こ
れ
に
就
い
て
幅
山
屋
に
は
、
「
去
年
迄

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
彼

延
賓
三
年
度
を
除
い
て
は
公
許
な

こ
れ
は
勿
論
敷
に
入
ら
な
い
。
況
ん
や
其
他
の
者
は
も
と
よ
り
問
題

北
國
屋
が
明
所
な
い
た
め
に
認
許
さ
れ

こ
れ
は
結
局
何
等
か
の
事
情
で
一
名
代
が
切
捨
て
ら
れ
た
と
解
す
る



つ
て
見
れ
ば
、
矢
張
り
一
名
代
残
る
こ
と
に
菱
り
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
貞
享

1

一
年
八
月
廿
四
日
附
の
長
崎
奉

⑯
 

行
宛
大
阪
在
住
の
銅
屋
訴
朕
に
、
始
め
て
の
足
尾
排
下
銅
五
萬
貰
の
代
金
を
上
納
し
た
時
、
評
定
所
で
吟
味
の
上

古
来
新
規
の
銅
屋
共
の
内
四
人
を
除
き
人
敷
十
五
人
と
御
決
定
に
な
り
、
爾
来
只
今
迄
銅
商
賣
を
椴
績
し
て
ゐ
る

と
陳
述
し
て
ゐ
る
の
は
、⑰、

四
年
の
春
で
あ
る
か
ら

こ
れ
に
閥
係
あ
る
も
の
と
し
て
注
意
を
惹
く
。
何
故
な
ら
彿
下
銅
代
金
の
上
納
は
延
賓

若
し
延
賓
六
年
の
泉
屋
の
一
名
代
の
復
活
を
特
別
の
増
加
取
扱
に
よ
る
も
の
と
す
れ

ば
、
従
来
の
十
五
名
代
に
新
た
に
熊
野
屋
と
刀
屋
と
を
加
へ
て
十
五
名
代
が
充
足
さ
れ
、
明
所
が
な
く
な
り
、
何

と
か
話
が
合
ひ
さ
う
に
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
既
往
に
先
例
が
な
い
の
に
、
特
に
明
所
一
一
を
も
含
め
て

十
五
名
代
を
設
定
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
稽
ミ
理
解
し
難
く
、
そ
れ
に
四
名
代
の
除
去
と
い
ふ
こ
と
は
既
に
延
賓
二

年
の
事
賓
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
時
間
的
に
は
近
接
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、

こ
の
陳
述
に
も
梢
ミ
不
正
確
な
貼
が
あ

以
上
の
経
過
を
辿
つ
て
見
る
と
、
限
定
さ
れ
た
名
代
敷
と
い
ふ
こ
と
は
、

延
賓
六
年
の
裁
定
の
際
官
民
雙
方
に

明
確
に
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
果
し
て
何
虞
ま
で
遡
り
得
る
か
、

こ
れ
は
問
題
で
あ

る
。
寛
文
十
二
年
始
め
て
十
七
株
が
成
立
し
た
時
、
直
ち
に
何
等
か
の
限
定
の
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
と
も
考
へ
ら
れ

な
い
。
前
項
で
述
べ
た
や
う
に
、
享
保
六
年
の
「
古
来
銅
吹
屋
拾
六
人
之
名
前
」
と
い
ふ
覺
害
に
は
、
寛
文
十
―
―
―

る
の
で
、
労
逮
に
こ
れ
に
従
ふ
こ
と
は
憚
ら
れ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

四
八



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

考
へ
ら
れ
る
。

至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
、

が
行
は
れ
、

叉
爾
後
は
こ
の
例
に
準
じ
て
ゐ
る
の
で
、

四
九

こ
の
間
に
自
ら
名
代
敷
限
定
の
氣
運
を
醸
成
し
た
こ
と
が

年
即
ち
延
賓
元
年
に
長
崎
奉
行
が
銅
商
賣
人
を
吟
味
の
上
十
六
人
と
定
め
た
と
註
記
し
て
居
り
、
叉
一
見
す
る
と
、

前
年
に
三
名
隕
業
し
て
こ
の
年
二
名
加
は
り
、
現
存
の
業
者
は
正
し
く
十
六
名
と
な
っ
て
話
が
符
合
す
る
や
う
で

あ
る
が
、

翌
延
賓
二
年
に
は
忽
ち
丸
銅
屋
が
加
は
つ
て
十
七
人
と
な
っ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
既
述
の
や
う
に

そ
の
覺
書
は
他
に
も
大
き
な
誤
り
が
あ
る
の
で
、
従
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
併
し
延
賓
二
年
の
足
尾
銅
買
睛
訴
願

れ
に
つ
い
て
協
議
し
て
居
り
、

に
際
し
て
は
、
寛
文
八
年
の
銅
貿
易
解
禁
歎
願
の
場
合
と
は
異
な
り
、
営
時
の
銅
名
代
所
有
者
十
七
人
全
部
が
こ

0

0

 

そ
の
申
合
朕
に
は
、
「
相
叶
候
へ
（
右
凡
三
千
雨
之
損
金
御
座
候
ヲ
是
を
中
間
中
子

丑
戴
年
銘
々
銅
渡
し
候
高
二
而
割
付
出
し
可
申
候
」
と
言
ひ
、

又
訴
訟
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
海
部
屋
以

0

0
 
0
 
0
 

0
 

下
の
四
人
は
、
「
右
之
通
各
一
同
二
銅
御
訴
訟
被
成
候
へ
と
も
、
我
々
ぐ
此
度
之
御
訴
訟
二
加
り
不
申
御
中
間
除
申

候
。
後
日
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
互
承
申
間
敷
候
」
と
申
述
べ

、
隕
業
す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
嘗

時
同
業
者
は
所
謂
「
仲
間
」
を
組
織
し
て
ゐ
た
と
ま
で
は
、
尚
直
ち
に
言
へ
な
く
て
も
、

少
く
も
或
程
度
の
園
結

か
く
て
延
賓
六
年
（
国
直
年
六
）
の
裁
定
の
際
始
め
て
明
確
に
十
六
と
い
ふ
名
代
敷
の
決
定
を
見
る
に

か
う
し
て
延
賓
六
年
に
始
め
て
十
六
と
い
ふ
限
定
さ
れ
た
銅
貿
易
の
名
代
な
る
も
の
が
確
立
さ
れ



御
奉
行
加
藤
大
和
守
様

こ
れ
は
譲
渡
人
か
ら
の
申
睛
害
で
あ
る
が
、
譲
受
人
か
ら
も
同
時
に
出
た
か
或
は
譲
受
人
か
ら
申
請
す
る
場
合

も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

か
く
て
今
名
代
移
動
の
跡
を
見
る
と
、
貞
享
二
年
に
泉
屋
理
左
衛
門
が
同
典
九
郎
名
義
の
名
代
を
譲
り
受
け
た

の
を
初
め
と
し
て
、

同
四
年
に
は
同
じ
く
泉
屋
吉
十
郎
（
繹
巳
乍
）
が
同
族
平
八
の
名
代
を
、

元
腺
七
年
戌
十
二
月
十
六
日

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

た
の
で
、
爾
後
は
こ
れ
が
準
握
と
な
り
、

代
を
譲
り
受
け
る
と
い
ふ
手
績
を
取
り
、

濫
り
に
愛
更
を
許
さ
ず
、
新
た
に
開
業
を
希
望
す
る
者
は
奮
業
者
の
名

そ
れ
も
一
々
嘗
局
の
認
許
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
仕
組
と
な
っ

⑱
 

た
。
今
そ
の
申
睛
の
一
例
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

乍

恐

口

上

書

を

以

申

上

候

譲
り
申
度
奉
存
、
乍
恐
御
窺
奉
申
上
候
。
被
為

私
義
南
問
や
町
泉
屋
平
兵
衛
と
申
者
―
―
而
御
座
候

分）

一
私
所
持
仕
候
銅
名
代
堺
市
之
町
濱
海
部
屋
市
左
衛
門
と
申
者
、
私
不
適
者
＝
御
座
候
故
、
今
度
銅
名
代

（

マ

、

）

聞
召
分
被
下
候
(
‘
御
慈
非
難
有
可
奉
存
候
。
以
上

元
緑
元
年
に
は
前
に
延

泉

平屋

兵

衛

五
0



註 賓
二
年
に
麿
業
レ
た
大
阪
の
塚
口
屋
長
左
衛
門
が
平
野
屋
清
右
衛
門
の
名
代
を
、

衛
門
の
名
代
を
、
同
八
年
に
は
堺
の
海
部
屋
市
左
衛
門
が
泉
屋
平
兵
衛
の
名
代
を
、

⑲
 

屋
七
兵
衛
が
塩
屋
八
兵
衛
の
名
代
を
譲
り
受
け
て
ゐ
る
。

①
「
銅
異
國
賣
覺
膜
」
延
賓
三
年
八
月
附
同
四
年
辰
三
月
附
及
同
六
年

―
―
一
月
附
銅
屋
訴
朕
、
並

に
同
帳
元
緑
五
年
三
月
二
十
六
日
附
同
七
年

七
月
十
日
附
銅
屋
古
歴
書
。

R
「
年
々
幌
無
番
」
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
。
「
年

々
帳
二
番
」
の
正
徳
四
年
の
「
銅
屋
共
家
業
相
勤
候
年
敷
之
覺
」
に

「
延
宝
五
巳
年
於
御
掌
地
異
國
向
銅
商
賣
仕
候
人
数
ハ
拾
六
人
御
極

被
成
候
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

③
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」

に
は
平
野
屋
の
名
を
平
兵
衛
、

銅
屋
の
名

を
善
―
―
一
郎
と
し
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
平
野
屋
は
延
賓
四

年
迄
の
訴
朕
そ
の
他
隔
係
文
書

に
平
兵
衛
と
あ
る
が
、
延
賓
六
年
三

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

れ
る
で
あ
ら
う
。

兵
衛
（

□

疇
這
豆
鯰
）
が
丸
銅
屋
仁
兵
衛
の
名
代
を
、

五

月
の
訴
朕
に
は
清
右
衛
門
と
あ
り
、
其
後
貞
享
五
年
名
代
を
塚
口
屋

に
譲
る
迄
こ
の
名
が
出
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
年
の
名
代
名
義
は
涜
右

衛
門
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
反
蛮
に
銅
屋
に
善
――
一
郎
の

名
が
見
え
る
の
は
、
元
祗
七
年
七
月
の
訴
朕
以
後
で
そ
れ
以
前
は
す

べ
て
善
兵
衛
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
嘗
然
善
兵
衛
名
義
と
す
べ
き
で

あ
る
。
尚
住
所
は
由
緒
書
の
記
載
に
撒

つ
た
。

④
貞
享
五
年
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
十
六
人
之
年
来
之
覺
」
の
註
記
、
尚
、

徳
岡
屋
•
松
浦
が
大
塚
屋
・
丸
銅
屋
の
代
人
た
る
こ
と
は
延
賓
元
年

乃
至
―
―一
年
の
訴
朕
類
に
確
證
が
あ
る
。

⑥
秋
田
領
内
諸
金
山
箇
所
年
敷
帳
゜

こ
＼
に
自
ら
延
賓
六
年
裁
定
の
劃
期
的
意
義
が
見
出
さ

同
十
三
年
に
は
京
都
の
分
銅

同
四
年
に
は
長
崎
の
博
多
屋
久
左
衛
門
（
疇
鯰
洞
）
が
山
形
屋
禰
右

同
三
年
に
は
京
都
の
分
銅
屋
喜



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

⑥
元
緑
五
年
七
月
の
小
吹
屋
年
敷
の
覺
に
金
田
屋
兵
右
衛
門
に
就

い
て

0

0

0

 

は
「
元
ハ
大
塚
屋
北
國
屋
細
工
人
貞
享
咸
丑
ノ
年
頃
八
年
以
前
欺
」

と
の
註
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

⑦
銅
異
國
賣
覺
帳
゜

R
こ
の
中
、
山
形
屋
・
濱
田
屋
以
外
の
十

五
人
は
明
ら
か
に
十
二
年
の
銅

の
輸
出
を
行
っ
て
ゐ
る
か
ら
問
題
は
な
い
。
山
形
屋
は
十
二
年
に
轍

出
を
し
な
か
っ
た
が
、
翌
延
賓
元
年

に
は

之
を
行

っ
て
居
り
、
且

つ

「
子
丑
雨
年
銅
屋
中
入
IJ

長
崎
へ
銅
下
し
高
」

に
は

此
の
雨
年
即
ち
寛

文
十

二
年
と
延
賓
元
年
に
銅
貿
易
を
開
始
し
た
者
に
は
そ
の
9

日
を
特

に
註
記
し
て
ゐ
て
、
そ
れ
以
前
の
開
業
者
と
蓋
別
し
て
居
る
の
に
、

山
形
屋

に
は

何
の
註
記
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
貞
享
五
年

の

「
銅
異

國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺
」
に
山
形
屋
を
寛
文
九
年
の

開
業
と

し
て
ゐ
る
こ
と
4

一
致
す
る
。
又
濱
田
屋
は
少
く
も
寛
文
十
二
年
よ

り
延
賓

二
年
に

至
る

三
年
間
は
明
ら
か
に
銅
貿
易
を
行
っ
た
事
賓
が

な
い
に
拘
ら
ず
、
延
賓

二
年
八
月
二
十
五
日
附
の
足
尾
銅
買
請
に
閥

す
る
銅
貿
易
商
の
訴
朕

に
訴
願
の
業
者
十

一1

一人
に
野

し
こ
の
訴
訟
に

加
は
ら
ぬ
こ
と

を
署
名
し
た
四
人
の
業
者
の
一
人
と
し
て
見
え
、
こ

れ
を
機
と
し
て
他
の
一
―
一
人
と
共
に
駿
業
し
て
ゐ
る
事
賓
や
延
賓
一
＝
年

八
月
の
銅
屋
中
―
―
一
人
の
訴
朕
に
右
の
前
年
の
隆
業
者
四
人
を
「
古
末

之
銅
屋
」
と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
寛
文
八
年
の
頃
濱
田
屋
治
右
衛

門
な
る
も
の
が
銅
貿
易
を
行
ひ
、
泉
屋
・
大
坂
屋
・
錢
屋
な
ど
の
解

禁
歎
願
聴
許
の
後
、
彼
も
平
野
屋
等
と
共
に
歎
願
し
て
聴
許
さ
れ
た

と
い

ふ

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
の
記
述
を
相
封
照
し
、
彼
も
嘗
時
尚
銅

貿
易
商
と
し
て
存
績
し
た
こ
と
を
数
へ
る
で
あ
ら
う
。

R
⑩
四
項
の
註
R
R
参
照
。

⑪

銅

異
國
賣
覺
隈
゜

⑫
「
銅
異
國
賣
覺
幌
」
牧
録
の
「
長
崎
銅
賣
口
井
双
方
拝
借
二
割
付
公
儀

ヘ
書
上
申
拍
寓
」
。

⑬
尚
、
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
に
延
賓
一＿一
年
謳
山
屋
・
熊
野
屋

・
新
庄

が
江
戸
表
で
異
國
賣
銅
商
賣
を
願

っ
た
と
こ
ろ
、
古
末
吹
屋
共

へ
身

元
照
會
の
上
熊
野
屋
だ
け
が
認
許
さ
れ
た
と
記
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
尤
も
延
賓
――
―
年
八
月
の
銅
屋
訴
朕
と
同
年
度
の
銅
貿
易
算
用

書
に
よ
る
と
熊
野
屋

・
繭
山
屋
と
共
に
新
規
銅
輸
出
を
企
て
首
尾
よ

く
目
的
を
逹
し
た
の
は
堺
屋
で
あ
る
か
ら
、
こ
4

に
堺
屋
の
代
り
に

新
庄
が
見
え
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
が
、
熊
野
屋
と
＿
揺
山
屋
と
が
新

庄
と
共

に
別
に
同
年
に
二
度
訴
願
し
た
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、

こ
の
由
緒
書
の
記
述
は
何
等
か
の
事
情
で
堺
屋
を
脱
し
た
か
或
は
新

庄
と
間
違
へ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
堺
屋
と
新
庄
と
が
密
接
な

開
係
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
延
賓
六
年
の
道
朋
寺
屋
に
鉗
す
る
奉
行

の
申
渡
し
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
由
緒
書
に
は
延
賓
六
年
の
非
認
許

五



そ
の
支
配
下
に
置
い
て
直
接
長
崎
廻
銅
に
営
ら
し
め
る
こ
と
＼
し
た
。

五

か
く
て
銅
の
輸
出
は
官
螢
と
な
り
、
民
間

た
と
こ
ろ
か
ら
、

者
の
連
名
を
北
國
屋
・
繭
山
屋
・
雑
喉
屋
・
堺
屋
・
因
幡
屋
、
逍
明

寺
屋
と
し
て
こ
4

で
は
反
封
に
新
庄
を
脱
し
、
父
子
で
同
家
で
あ
る

逍
朋
寺
屋
と
堺
屋
と
を
重
出
し
て
ゐ
る
。
か
う
い
ふ
貼
か
ら
も
由
緒

書
の
記
述
の
確
賓
性
が
疑
は
れ
る
。

⑭
延
賓
五
年
の
不
正
貿
易
者
連
名
中
に
、
前
々
年
―
―一
年
度
の
同
類
繭
山

屋
・
逍
明
寺
屋
の
名
が
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
獨
り
熊
野
屋
の
名
が
見
え

な
い
の
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
彼
が
既
に
認
許
さ
れ
て
ゐ
た
為
で
は

な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
貿
易
は
名
代
所
有
者
に
限

ら
ず
そ
れ
以
外
の
者
で
も
一
時
他
人
の
名
代
を
借
り
て
行
ふ
こ
と
が

出
来
、
従
っ
て
又
―
つ
の
名
代
の
下
に
割
り
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
か
ら
、
熊
野
屋
の
や
う
に
同
族
者
に
名
代
所
有
者
が
あ
る
場
合

は
容
易
に
そ
れ
が
行
ひ
得
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
は
熊

野
屋
が
既
に
名
代
を
得
て
ゐ
た
證
と
は
な
ら
な
い
。
結
局
延
賓
四
年

及
び
六
年
の
銅
屋
訴
朕
及
び
由
緒
書
に
そ
の
名
が
見
え
な
い
と
い
ふ

こ
と
が
事
を
決
定
す
る
。

⑮
⑯
銅
異
國
賣
覺
帳
、
年
々
隈
悪
番
。

⑰
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
の
延
賓
四
年
辰
二
月
附
「
去
年
於
長
崎
銅
賣
申

直
段
な
ら
し
覺
」
。

⑱
年
々
帳
無
番
、
銅
異
國
賣
覺
帳
゜

⑲
泉
屋
理
左
衛
門
及
び
同
吉
十
郎
の
場
合
は
貞
享
五
年
の
「
銅
異
國
賣

人
敷
拾

六
人
之
年
末
之
覺
」
の
註
記
と
住
友
良
慶
の
「
先
祖
開
偲

書
」
、
其
他
は
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
。

銅
座
の
設
置
及
び
曖
止
と
銅
貿
易
株

と
こ
ろ
が
、
分
銅
屋
が
名
代
を
得
た
翌
年
こ
の
銅
貿
易
特
許
櫂
に
も
非
常
事
態
が
襲
来
し
た
。
幕
府
は
元
緑
十

年
（
這
門
[
)
に
決
定
し
た
八
百
九
十
萬
二
千
斤
と
い
ふ
銅
輸
出
豫
定
額
の
集
荷
が
爾
後
意
外
に
思
は
し
く
な
か
つ

元
緑
十
四
年
に
は
銀
座
加
役
と
し
て
、
新
た
に
大
阪
に
銅
座
を
設
け
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

七

同
地
の
銅
吹
屋
を
悉
く



近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

人

之

名

前

人
に
よ
る
自
由
輸
出
は
差
止
め
ら
れ
た
た
め
、
銅
貿
易
の
名
代
は
こ
ヽ
に
自
然
消
滅
の
形
と
な
り
、
唯
従
来
の
業

者
の
中
営
時
銅
吹
を
兼
業
し
て
ゐ
た
も
の
だ
け
が
、

小
吹
屋
と
共
に
銅
座
要
用
の
異
國
向
綽
銅
を
製
出
す
る
こ
と

に
よ
り
間
接
に
銅
貿
易
に
閥
係
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
＼
な
っ
た
の
で
あ
る
。

併
し
官
螢
と
な
つ
て
も
、
銅
の
集
荷
は
豫
期
の
や
う
な
成
績
を
畢
げ
得
な
か
っ
た
の
で
、
十
餘
年
後
の
正
徳
二

年
に
な
る
と
、
幕
府
は
銅
座
を
啜
止
し
、
再
び
民
間
人
に
銅
の
輸
出
を
委
ね
る
こ
と
＼
し
た
。

て
の
銅
貿
易
家
で
銅
座
支
配
下
の
銅
吹
屋
た
る
泉
屋
・
大
坂
屋
・
大
塚
屋
（
疇
尉
繹
螂

□

）
に
奮
貿
易
商
の
こ
と
を
照

會
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
阪
在
住
の
奮
貿
易
商
た
る
泉
屋
の
二
分
家
・
銅
屋
・
塚
口
屋
及
び
大
阪
に
店
を
持
つ
熊
野

①
 

屋
の
意
向
を
徴
し
た
と
こ
ろ
、
彼
等
は
古
来
の
銅
貿
易
業
者
復
活
の
場
合
は
之
に
加
は
り
た
い
旨
を
望
み
出
た
。

併
し
ど
う
い
ふ
繹
か
ー
|
土
心
ら
く
彼
等
が
久
し
く
銅
貿
易
の
賓
務
か
ら
離
れ
て
ゐ
た
の
と
、
輸
出
銅
の
集
荷
が
吹

屋
と
不
離
の
閥
係
に
あ
っ
た
為
で
あ
ら
う
ー
ー
—

結
局
此
等
奮
銅
貿
易
家
の
復
活
を
認
め
ず
、

輸
出
向
悼
銅
の
調
製
に
嘗
つ
て
ゐ
た
大
吹
屋
小
吹
屋
十
六
軒
に
新
た
に
大
坂
屋
の
別
家
一
軒
を
加
へ
、
十
七
軒
の

吹
屋
に
全
額
五
百
萬
斤
の
輸
出
を
請
負
は
し
め
た
。

銅

吹

屋

拾

七

そ
こ
で
彼
等
は
仲
間
を
作
り
、

従
来
の
賓
績
に
よ
っ
て
千
丸
割
の
法
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
就
い
て
曾

現
在
銅
座
の
用
逹
で

銅
の
買
入
井
に
吹
方
に
つ
き

そ
の
吹
屋
と
千
丸
割
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
四



同

七

拾

丸

同 同 同 同

七
拾
三
丸

七
拾
三
丸

七
拾
三
丸

七
拾
三
丸

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

同

九

拾

丸

銅

九

拾

五

丸

同

断

同 同 同 同 同

西
横
堀
炭
屋
町

瓦
町
壼
丁
目

西
横
堀
炭
屋
町

道
頓
堀
釜
屋
町

但
此
内
五
丸
大
坂
屋
三
右
衛
門
た
分
遣
候
故
八
拾
五
丸
一
＿
割
方
相
減
几

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町

五
五

富

屋

藤

助

平

野

屋

忠

兵

衛

泉

屋

吉

左

衛

門

大

坂

屋

久

左

衛

門

大

塚

屋

甚

右

衛

門

丸

銅

屋

次

郎

兵

衛

道
頓
堀
新
難
波
中
之
町

多

田

屋

市

郎

兵

衛



同 同 同

四

拾

丸

同

四

拾

戴

丸

同

五

拾

四

丸

同

七

拾

丸

同

七

拾

丸

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

三
拾
九
丸

三
拾
九
丸

同
断
同
町

右
同
断
同
町

大
坂
道
頓
堀
渉
町

道
頓
堀
釜
屋
町

同
所
新
難
波
東
ノ
町

同
所
釜
屋
町

同

富

屋

伊

兵

衛

大

坂

屋

又

兵

衛

熊

野

屋

徳

兵

衛

平

野

屋

市

郎

兵

衛

紀
州
和
歌
山
住
宅
大
坂
出
店
道
頓
堀
新
難
波
東
之
町

（
マ
ヽ
）

熊

野

屋

彦

大

夫

同

道
頓
堀
添
町

平

野

屋

き

ん

平

野

屋

三

右

衛

門

五
六



註 十
四
年
の
銅
座
設
置
に
よ
っ
て
明
確
に
前
後
に
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
統
制
を
受
け
る
こ
と
＼
な
り
、

同 同 同

三
拾
三
丸

三
拾
三
丸

三
拾
一

1

一丸

道
頓
堀
婆
町

か
く
し
て
こ
＼
に
再
び
民
間
の
銅
貿
易
商
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
以
前
と
は
色
々
の
黙
で
餘

程
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
以
前
は
銅
貿
易
商
は
必
ず
し
も
銅
吹
屋
に
限
ら
な
か
っ
た
の
に
、
今
度
は
す
べ
て
銅
吹

屋
で
あ
り
、
以
前
は
大
阪
在
住
者
を
主
と
し
た
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
尚
そ
れ
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
今
度
は

大
阪
在
住
者
に
限
ら
れ
、

①
年
々
諸
用
留
四
番
。

叉
以
前
は
輸
出
量
に
は
最
末
期
を
除
い
て
何
等
の
統
制
も
な
か
っ
た
の
に
、
今
度
は
強

全
罷
的
に
餘
程
窮
屈
な
も
の
と
な
っ
た
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

か
う
い
ふ
貼
で
こ
の
銅
貿
易
も
元
緑

R
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
。

同 同
断
同
町

大
坂
屋
久
左
衛
門
ヽ
五
丸
分
遣
候
故
三
拾
八
丸
―
―
割
方
相
噌

五
七

吹

屋

次

左

衛

門

川

崎

屋

平

兵

衛

大

坂

屋

三

右

衛

門



八

結

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

之
を
要
す
る
に
、
寛
永
四
年
銅
貿
易
が
禁
止
さ
れ
、
十
二
年
間
の
歎
願
運
動
に
よ
っ
て
同
十
五
年
漸
く
免
許
再

開
さ
れ
た
と
い
ふ
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
や
住
友
古
記
録
な
ど
の
傭
へ
る
と
こ
ろ
は
、
他
の
多
く
の
資
料
と
矛

盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
之
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

四
年
で
十
年
後
の
正
保
三
年
に
解
禁
せ
ら
れ
た
と
す
る
方
が
妥
営
の
や
う
で
あ
る
。

十
三
人
の
名
代
（
株
）
が
設
定
さ
れ
た
と
従
来
考
へ
ら
れ
た
の
は
、

綿
計
二
十
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
誤
っ
た
も
の
で
、
寛
永
の
銅
貿
易
禁
止
の
後
解
禁
に
際
し
認
許
を
得
た
者

は
確
賓
な
泉
屋
一
族
の
四
人
と
大
坂
屋
・
平
野
屋
の
各
一
人
を
含
み
、

る
が
、
そ
の
敷
は
十
人
を
餘
り
多
く
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
最
初
の
銅
貿
易
禁
止
に
方
り
、

語

そ
れ
よ
り
も
寧
ろ
禁
止
は
寛
永
十

そ
れ
に
叉
こ
の
解
禁
の
際
ニ

延
賓
六
年
迄
に
銅
貿
易
の
公
認
を
得
た
も
の
が

そ
の
他
は
以
後
麿
絶
し
た
も
の
と
思
は
れ

そ
の
解
禁
歎
願
に
直
接
奔
走
し
た
の
は
、
泉
屋
兄
弟
―
―
一人
と

一
族
二
人
合
せ
て
五
人
の
外
に
は
、
他
家
僅
か
に
二
人
で
、
歎
願
功
を
奏
し
た
時
、

を
認
許
さ
れ
、
尚
そ
の
外
に
少
く
も
一
族
の
内
一
人
も
認
許
を
得
た
ら
し
く
、

兄
弟
三
人
が
揃
つ
て
特
許
櫂

し
か
も
他
家
二
人
は
途
中
死
亡
し

て
そ
の
家
が
滅
ん
だ
と
い
ふ
か
ら
、
嘗
時
の
銅
貿
易
界
に
於
い
て
、
泉
屋
が
如
何
に
優
勢
で
あ
っ
た
か
ゞ
窺
は
れ

五
八



と
い
ふ
こ
と
か
ら
見
て
も
、
依
然
泉
屋
の
主
動
的
地
位
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

る
わ
け
で
あ
る
。

時
よ
り
優
勢
な
地
歩
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

五
九

か
く
し
て
銅
貿
易
の
特
許
制
は
早
く
も
正
保
の
頃
に
設
定
さ
れ
た
ら
し
く
、
住
友
は
既
に
こ
の

次
い
で
寛
文
八
年
の
禁
止
に
際
し
て
も
、
先
づ
解
禁
歎
願
に
常
っ
た
の
は
、
泉
屋
一
＿
一
人
と
大
坂
屋
及
び
堺
•
江

戸
の
錢
屋
三
入
合
せ
て
七
入
で
、

二
入
は
手
代
で
あ
り
、

し
か
も
錢
屋
の
三
人
は
各
別
に
特
許
櫂
を
有
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
中

且
つ
錢
屋
そ
の
も
の
は
末
だ
獨
立
管
業
で
は
な
く
、

さ
て
寛
文
八
年
の
貿
易
品
の
大
制
限
が
動
因
と
な
っ
た
ら
し
く
、
共
の
直
後
よ
り
新
規
業
者
が
相
次
い
で
認
許

さ
れ
、
五
年
後
の
寛
文
十
二
年
に
は
遂
に
十
七
人
に
も
逹
し
た
。
そ
し
て
同
年
に
は
常
局
の
指
示
に
よ
っ
て
三
人

の
轄
業
者
を
出
し
た
が
、
翌
年
と
翌
々
年
と
に
補
充
さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
、

て
、
自
己
の
櫂
盆
擁
護
に
努
め
る
や
う
に
な
り
、

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

大
坂
屋
と
共
同
螢
業
の
形
に
あ
っ
た

こ
の
頃
か
ら
業
者
は
仲
間
を
組
織
し

こ
＼
に
自
ら
業
者
敷
の
限
定
が
強
く
意
識
さ
れ
、
そ
の
既
得
の

特
許
櫂
の
完
全
な
株
化
を
蘊
醸
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
ら
し

い
。

六
の
銅
名
代
と
い
ふ
も
の
が
確
認
さ
れ
、
銅
名
代
敷
の
最
後
的
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

名
代
の
再
興
を
願
ひ
出
て
認
許
さ
れ
四
名
代
を
保
有
す
る
こ
と
＼
な
り
、
そ
の
結
果
名
代
所
有
者
は
大
阪
十
人
・

紀
州
二
人
・
京
都
・
堺
・
豊
後
・
長
崎
各
一
人
で
、

か
く
て
更
に
延
賓
六
年
四
月
二
十
五
日
改
め
て
十

こ
の
時
泉
屋
は
中
絶

大
阪
は
絶
到
的
優
勢
の
地
位
を
占
め
た
。

こ
れ
は
南
螢
吹
の



あ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友

閥
係
よ
り
銅
吹
屋
が
早
く
よ
り
大
阪
に
限
ら
れ
、
吹
屋
の
有
力
者
が
貿
易
を
兼
業
レ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
自
然
の

敷
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
泉
屋
の
再
興
名
代
の
中
絶
は
相
嘗
久
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、

許
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
「
敷
代
之
銅
商
賣
人
と
て
被
仰
付
」
と
あ
る
や
う
に
、
由
緒
あ
る
と
共
に
賓
際
ま
た
嘗

時
最
も
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
兎
に
角
こ
れ
で
泉
屋
は
全
國
で
十
六
の
銅
名
代
中

四
つ
即
ち
四
分
の
一
を
有
ち
、

り
如
何
に
重
要
な
存
在
を
示
し
つ
ゞ
け
た
か
ゞ
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

の
偉
功
と
子
理
兵
衛
友
以
・
孫
吉
左
衛
門
友
信
の
積
極
策
に
基
く
と
こ
ろ
で
、
ま
こ
と
に
故
あ
り
と
い
ふ
べ
き
で

し
か
し
共
後
十
年
を
鰹
て
事
態
は
漸
く
愛
化
を
示
し
始
め
た
。
貞
享
二
年
に
泉
屋
典
九
郎
の
名
代
が
同
理
左
衛

日
こ
、
F
l
 

ら
う
。

こ
れ
が
特
に
認

叉
大
阪
の
十
に
到
し
て
は
寅
に
そ
の
五
分
の
二
で
、
我
が
國
銅
貿
易
史
上
嘗
初
よ

こ
れ
賓
に
業
祖
理
右
衛
門
の
南
蜜
吹
傭
習

叉
翌
々
四
年
に
泉
屋
平
八
の
名
代
が
同
理
右
衛
門
に
移
っ
た
こ
と
は
一
家
或
は
同
族
内
の
こ
と
で
姑
＜
措

く
と
し
て
、
翌
元
腺
元
年
以
後
同
十
三
年
に
至
る
間
に
、
平
野
屋
・
丸
銅
屋
・
山
形
屋
・
泉
屋
（
平
兵
衛
）
・
塩
屋
の

名
代
が
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
の
塚
口
屋
、
京
都
の
分
銅
屋
（
喜
兵
衛
）
、
長
崎
の
博
多
屋
、
堺
の
海
部
屋
、
京
都
の
分
銅
屋

（
七
兵
衛
）
に
移
っ
た
。
由
緒
あ
る
平
野
屋
・
泉
屋
の
名
代
の
譲
渡
と
塚
口
屋
・
浣
部
屋
の
再
興
は
注
目
す
べ
き
で
あ

そ
の
結
果
銅
名
代
所
有
者
の
大
阪
と
他
國
と
の
割
合
は
十
と
六
よ
り
七
と
九
と
に
逆
轄
し
、 ハ

0
大
阪
の
力
は



墜
ま
っ
た
。

....... 
ノ‘

ー

終

ー

し
か
も
最
有
力
者
泉
屋
が
こ
れ
と
歩
調
を
合
せ
て
ゐ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
何
故
ま
た
か
う
い
ふ
や

う
な
こ
と
に
な
っ
た
か
。
殊
に
吉
岡
銅
山
が
榮
え
、
別
子
銅
山
が
開
坑
早
々
隆
盛
の
一
途
を
辿
つ
て
ゐ
る
時
ど
う

し
て
泉
屋
が
一
名
代
を
手
離
す
こ
と
＼
な
っ
た
か
。
遺
懺
な
が
ら
そ
の
間
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

か
く
て

元
緑
十
四
年
銅
座
の
設
置
に
よ
っ
て
従
来
の
銅
貿
易
の
名
代
は
一
旦
麿
棄
さ
れ
、
正
億
二
年
再
興
を
見
た
が
、
そ

あ
か
し
り
ゃ

の
間
に
泉
屋
の
雨
分
家
や
銅
屋
の
や
う
な
、
銅
吹
兼
業
者
も
何
時
し
か
業
を
啜
し
、
新
顔
は
全
然
大
阪
在
住
人
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
と
は
言
へ
、
小
吹
屋
が
全
面
的
に
進
出
し
て
、
曾
て
と
は
著
し
く
趣
を
異
に
し
た
も
の
と
な

り
了
つ
た
の
で
あ
る
。

近
世
前
期
の
銅
貿
易
株
と
住
友



附

録

銅

貿

易

株

闊

係

資

料



解
附

録

解

題

延
賓
六
年
の
銅
貿
易
株
限
定
闘
係

銅

貿

易

株

闘

係

資

料

寛
文
八
年
（
遷
直
尺
ハ）
以
来
貿
易
品
が
制
限
さ
れ
た
朕
態
下
に
あ
っ
て
、
銅
産
額
が
漸
噌
レ
銅
貿
易
の
有
利
な
情

勢
が
進
む
に
つ
れ
、
こ
の
方
面
に
新
た
な
志
望
者
が
絞
出
し
、
そ
の
都
度
従
来
の
特
許
業
者
よ
り
古
来
の
由
緒
を

申
立
て
、
そ
の
停
止
方
を
出
願
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
営
局
も
古
末
の
銅
貿
易
の
鰹
緯
を
詳
査
し
た
上
、

延
賓
六
年
（
国
直
i
二
四
月
廿
五
日
大
坂
町
奉
行
所
に
閥
係
者
一
同
を
呼
び
出
し
、
北
國
屋
・
維
喉
屋
・
道
明
寺
屋
・

輻
山
屋
・
因
幡
屋
•
新
庄
な
ど
の
新
規
の
管
業
を
禁
止
し
、
改
め
て
十
六
入
の
銅
貿
易
株
を
確
認
し
た
。

「
年
々
帳
無
番
」
所
牧
の
記
録
で
、

泉
屋
平
兵
衛
の
株
復
活
と
嘗
時
銅
貿
易
を
禁
止
さ
れ
た
人
々
の
名
が
畢
げ
ら

れ
て
ゐ
る
。
二
は
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
の
中
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
銅
貿
易
禁
止
を
申
渡
さ
れ
た
者
の
う
ち

ー
と
比
較
す
る
と
道
明
寺
屋
の
名
代
堺
屋
三
郎
兵
衛
が
掲
げ
ら
れ
、
新
庄
情
右
衛
門
を
跛
い
て
ゐ
る
。

題

叉
二
に
認

ー
は



あ
か
し

a
ゃ

許
を
受
け
た
も
の
を
連
ね
て
ゐ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
銅
屋
は
善
兵
衛
、

る
。
尚
、
巻
顕
挿
綸
参
照
。

銅
屋
由
来
口
上
書

平
野
屋
は
清
右
衛
門
で
あ
る
べ
き
で
あ

こ
の
口
上
害
は
銅
貿
易
業
者
疲
生
以
来
貞
享
―
―
―年
（
国
道
年
六
）
に
至
る
間
の
諸
例
を
畢
げ
て
銅
貿
易
株
が
常
に
幕

府
の
庇
謹
の
も
と
に
あ
っ
た
事
情
を
述
べ
て
ゐ
る
。
後
の
添
書
に
も
あ
る
如
く
、
先
に
江
戸
長
崎
に
て
提
出
の
同

種
箇
條
書
に
多
少
手
を
加
へ
、
そ
れ
に
銅
貿
易
業
者
十
六
人
の
名
前
と
そ
の
来
歴
を
添
へ
て
、
貞
享
五
年
に
そ
の

筋
へ
差
出
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
尤
も
逐
條
検
す
る
に
こ
の
種
口
上
書
の
性
質
上
多
少
の
潤
色
を
免
れ
ず
、
例

へ
ば
第
六
項
中
延
賓
元
年
（
国
這
尺
ハ
）
の
扱
高
五
萬
斤
以
上
の
銅
輸
出
業
者
に
到
す
る
輸
入
貨
物
の
割
常
麿
止
の
件

な
ど
さ
う
で
あ
る
。

叉
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
来
之
覺
」
は
そ
の
記
述
に
相
常
信
を
置
け
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
、
泉
屋
理
左

衛
門
の
同
典
九
郎
よ
り
の
株
切
替
な
ど
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
尚
、
巻
頭
挿
緯
参
照
。
（
年
々
帳
無
番
・
銅
異

國
賣
覺
帳
所
牧
）

附

録

解

題

附
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺

↓_ 



附

録

解

題

銅
屋
共
家
業
相
勤
候
年
敷
の
覺

銅
吹
屋
中
よ
り
銅
座
へ
差
出
し
た
る
誓
詞

元
緑
十
四
年
（
事
嘩
王
七
）
始
め
て
銅
座
設
置
の
際
、
銅
吹
屋
中
よ
り
銅
座
の
支
配
に
遵
ふ
旨
を
誓
約
し
た
も
の
で

あ
る
。
（
銅
座
公
用
留
所
牧
）

正
徳
二
年
の
銅
吹
屋
拾
七
人

元
緑
十
四
年
以
来
銅
座
の
手
で
行
は
れ
た
銅
貿
易
は
所
期
の
成
績
を
畢
げ
得
な
か
っ
た
の
で
、

[
-
）
再
び
民
間
業
者
に
移
さ
れ
た
。
今
回
は
そ
れ
ま
で
銅
座
用
逹
で
あ
っ
た
銅
吹
屋
十
六
軒
と
新
た
に
大
坂
屋
の

別
家
一
軒
を
加
へ
十
七
軒
が
全
額
五
百
萬
斤
の
輸
出
を
請
負
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
等
業
者
は
仲
間
を
作

り
、
銅
の
買
入
井
に
吹
方
に
つ
き
従
来
の
賓
績
に
よ
り
、

千
丸
割
の
法
を
定
め
た
。
尚
、
本
文
中
熊
野
屋
彦
太
夫

の
註
記
熊
野
屋
彦
三
郎
に
「
古
来
銅
屋
」
と
あ
る
は
「
古
来
銅
吹
屋
」
と
す
べ
き
所
で
あ
る
。
（
銅
吹
屋
仲
間
由
緒

書
・
大
坂
銅
吹
屋
諸
古
孟
書
物
和
寓
所
牧
）

正
雙
一
年
（
国
疇



可
＜
奮
に
依
っ
た
。

又
場
合
に
よ
り
側
傍
に
（

正
憾
四
年
幕
府
の
貨
幣
改
錆
の
際
、

に
延
賓
五
年
に
銅
貿
易
株
が
十
六
に
限
定
さ
れ
た
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
が
、

二
番
所
牧
）

右
諸
資
料
の
印
刷
に
嘗
つ
て
は
、
底
本
の
原
形
を
存
す
る
に
勉
め
、
常
字
・
略
字
・
俗
字
・
瑕
名
遣
等
は
成
る

附

録

解

題

銅
吹
屋
仲
間
よ
り
提
出
し
た
由
緒
書
で
あ
る
。

大
吹
屋
連
名
の
後
の
但
書

こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
（
年
々
諸
用
留

）
を
附
し
て
適
宜
註
記
を
加
へ
る
こ
と
＼
し
た
。

四



浦
右
衛
門
儀
ハ
罷
出
不
申
候

因
幡
屋
ハ
御
取
上
ヶ
不
被
成
候

謳
山
屋
儀
ハ
去
年
ハ
銅
差
下
候

へ
共
不
沙
汰
成
儀
有
之
向
後
御
と
め
被
成
候

北
國
屋
ハ
朋
所
無
之
故
不
被
仰
付
候
由
治
右
衛
門
申
上
候
ハ
以
末
朋
所
御
座
候
時
分
御
訴
訟
可
仕
哉

と
貨
物
御
役
人
へ
窟
被
申
候
ヘ
ハ
其
儀
ハ
何
共
不
被
仰
出
候
由
寺
西
文
左
衛
門
殿
被
仰
候

さ
こ
や
儀
御
取
上
ヶ
不
被
成
候

道
明
寺
屋
ハ
堺
屋
―
―
一
郎
兵
衛
と
子
息
ノ
名
ー
ー
仕
度
訴
訟
候
へ
共
不
被
仰
付
猶
又
新
庄
椅
右
衛
門
へ
も

銅
賣
申
間
敷
由
被
仰
付
候

此
附
録

泉

屋

平

兵

衛

殿

銅

商

賣

訴

訟

相

叶

申

候

節

石

丸

石

見

守

様

か

銅
貿
易
株
開
係
資
料

延

宝

＇ ノ‘

銅

商

賣

御

留

被

成

候

人

敷

午戊

年

延

賓

六

年

の

銅

貿

易

株

限

定

閥

係

銅

貿

易

株

腸

係

資

料

新

庄

清

右

衛

門

幅
山
や
次
郎
右
衛
門

因

幡

や

消

左

衛

門

道
明
寺
や
吉
左
衛
門

さ

こ

や

六

右

衛

門

北

國

屋

次

右

衛

門



仰
渡
候
尤
此
節
古
末
銅
屋
人
敷
御
改
被
成
彊
拾
六
入
―
―
相
定
候
事

右
之
内
北
國
や
治
右
衛
門
扁
山
や

二
郎
右
衛
門
雨
人
儀
従
石
見
守
襟
御
江
戸
へ
御
窺
被
成
候
虞
―
―
古
来
I
i
大
坂
之
御
定
次
第
―

―
被
~
候
標
ー
ー
と
被

仰
遣
候
由
御
申
渡
し
被
成
新
規
故
六
人
御
指
留
被
成
候
此
倍
南
北
惣
會
所
帳
ー
ー
斯
有
之
候

一
延
賓
五
丁
己
年
新
規
―
―
異
國
に
銅
賣
渡
候
者
有
之
由
達

儀
之
上
延
賓
六
戊
午
年
四
月
廿
五
日
大
坂
御
番
所
石
丸
石
見
守
様
、
ば
銅
屋
中
井
輻
山
屋
次
郎
右
衛
門
維
喉
屋
六
右

衛
門
堺
屋
三
郎
兵
衛
因
幡
屋
清
左
衛
門
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
被
召
出
近
年
密
ミ
＝
長3奇
に
銅
差
下
ジ
新
規
―
—
異
國

に
賣
渡
候
儀
不
屑
―
―
思
召
候
急
度
可
被
仰
付
候
得
共
此
度
者
御
差
救
被
成
候
向
後
銅
商
賣
御
差
止
メ
被
成
候
旨
被

仰
渡
候
北
闊
屋
次
右
衛
門
儀
異
國
賣
銅
商
賣
之
儀
願
候
得
共
不
屈
之
儀
共
有
之
上
新
規
―
―
者
御
取
上
無
之
段
被

附
録

銅
貿
易
株
開
係
資
料

御
聰
江
戸
大
坂
長
3

奇
―
―
而
古
末
か
銅
商
賣
之
様
子
御
詮

大

坂

屋

久

左

衛

門

大

塚

屋

甚

右

衛

門

丸

銅

屋

仁

兵

衛

泉

屋

吉

左

衛

門
ニ：



附
録

銅
貿
易
株
開
係
資
料

増

田

屋

偲

兵

衛

刀

屋

八

郎

兵

衛

錢

屋

作

右

衛

門

山

形

屋

禰

右

衛

門

同

彦

太

郎

平

野

屋

平

兵

衛

熊
野
屋
彦
―
―
一
郎

銅

屋

善

郎

塩

屋

八

兵

衛

泉

屋

平

八

泉

屋

典

九

郎

泉

屋

平

兵

衛





付
候

附
録

銅
屋
由
来
口
上
書

五

私
共

2
呆
大
坂
堺
紀
州
豊
後
二
渡
世
仕
古
束
ヽ
異
國
人
に
銅
賣
来
り
申
者
共
二
而
御
座
候
然
者
以
前
御
江
戸
大
坂
長

崎
二
而
度
§
御
詮
鍛
被
為
成
候
上
新
規
之
者
共
ヘ
ニ
不
被
為
仰
付
候
趣
乍
恐
ケ
條
書
以
言
上
仕
候
御
事

一
異
國
入
平
戸
ゃ
入
船
之
時
節
か
先
祖
之
者
共
銅
商
賣
仕
来
申
所
―
―
先
年
異
繭
人
へ
銅
賣
渡
申
儀
御
停
止
―
―
被
為

仰
付
先
祖
之
者
共
十
ニ
ケ
年
御
江
戸
―
―
相
詰
御
訴
訟
申
上
御
赦
免
被
成
候
虞
＝
―
永
f

中
絶
仕
諸
國
銅
御
山
共

悉
ク
不
作
仕
銅
掘
銅
細
工
人
絶
果
敷
十
年
之
間
ご
近
年
之
―
―
―ケ
一
な
ら
て
銅
出
不
申
近
年
諸
醐
山
ミ
に
大
分
入

銀
仕
銅
掘
細
工
人
を
仕
立
其
上
敷
年
之
功
者
を
以
銅
大
分
山
出
仕
候

一
寛
文
八
申
ノ
年
も
異
國
へ
銅
賣
渡
し
申
事
御
停
止
―
―
被
為
仰
付
私
共
御
江
戸
に
相
詰
御
訴
訟
申
上
候
虞
＝
異
醐

本
朝
立
合
場
＝
―
而
候
條
猥
敷
商
賣
無
之
様
―
—
仕
所
持
之
銅
賣
渡
し
可
申
由
於
御
評
掟
所
＝
―
五
月
六
日
＝
―
被
為
仰

一
右
同
年
―
―
御
江
戸
之
町
人
坂
倉
九
郎
次
鍛
冶
三
大
夫
村
治
七
兵
衛
石
屋
久
―
―
一
郎
表
や
喜
右
衛
門
長
崎
之
町
人
葉

屋
善
左
衛
門
以
上
七
人
銅
所
持
仕
候
由
申
上
候
ヘ
二
其
年
古
末
銅
や
私
共
同
前
＝
蒙
御
赦
免
賣
渡
し
申
候

銅
貿
易
株
開
係
資
料

乍

恐

口

上

附
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
之
年
末
之
覺



銅
貿
易
株
閥
係
資
料

一
寛
文
九
酉
ノ
年
右
七
入
之
者
共
と
古
来
銅
や
共
と
御
評
綻
所
に
罷
出
候
慮
―
―
殊
外
御
詮
儀
之
上
右
七
人
＾
新
規

之
儀
―
―
候
間
向
後
異
國
人
に
銅
賣
渡
し
申
儀
堅
ク
無
用
可
仕
旨
被
為
仰
渡
私
共
儀
者
永
M

迄
願
上
候
慮
＝
—
無
相
違

異
國
人
に
銅
賣
渡
し
申
様
―
―
被
為
仰
付
候
事

一
寛
文
十
二
子
ノ
年
御
江
戸
町
年
寄
衆
異
國
に
銅
商
賣
仕
度
旨
被
願
上
候
所
＝
ー
新
規
之
企
―
―
候
間
賣
渡
し
申
儀
難

成
由
被
為
仰
付
砂
糖
御
貨
物
之
内
か
御
金
被
致
拝
領
候
由
奉
承
知
仕
候

一
右
同
年
於
長
崎
御
貨
物
初
り
銅
や
共
へ
銀
高
一
二
百
―――拾
式
貰
式
百
匁
之
御
貨
物
拝
領
仕
難
在
奉
存
候
虞
二
翌
年

丑
年
於
長
崎
御
奉
行
岡
野
孫
九
郎
様
牛
込
忠
左
衛
門
様
銅
商
賣
仕
度
者
ご
貨
物
差
上
ヶ
叉
貨
物
拝
領
仕
度
者
＾

銅
商
賣
相
止
可
申
旨
被
為
仰
渡
候
銅
や
共
儀
者
先
祖
か
仕
来
候
家
業
＝
一
は
な
れ
申
儀
難
義
―
―
奉
存
乍
迷
惑
大
分

之
御
貨
物
差
上
ケ
永
ミ
之
銅
商
賣
相
績
仕
候
此
時
京
布
袋
屋
加
兵
衛
堺
帯
や
六
兵
衛
同
糸
や
次
兵
衛
此
三
人
（

銅
商
賣
相
止
御
貨
物
拝
領
仕
候

一
右
同
年
異
國
代
物
日
本
商
人
た
買
取
又
日
本
か
異
國
へ
賣
渡
し
申
代
物
代
銀
小
判
六
拾
八
匁
か
ヘ
―
―
取
や
り
仕

其
直
違
銀
を
拝
領
仕
度
由
御
江
戸
町
年
寄
衆
雨
年
之
内
御
訴
訟
被
申
上
可
被
仰
付
筈
―
―
御
座
候
虞
左
様
＝
＿
候
而

ニ
畢
覚
異
國
人
勝
手
―
—
罷
成
日
本
か
諸
色
賣
渡
し
申
小
判
直
違
―
―
而
商
人
身
絆
つ
ふ
れ
日
本
之
金
銀
大
分
異
國

（

マ

、

）

へ
渡
り
申
儀
長
崎
御
奉
行
様
笠
私
共
か
目
緑
訴
朕
差
上
申
虞
―
―
被
為
聞
召
分
其
年
小
判
之
相
場
五
拾
七
匁
か
へ

附
録

六



附
録

拾
六
雨
余
損
金
御
座
候
を
私
共
か
相
弁
御
金
五
千
雨
之
都
合
差
上
申
候

色
異
國
人
竺
買
渡
し
申
小
判
直
違
之
損
銀
無
御
相
違
子
今
拝
領
仕
候

七

御
公
儀
様
た
被
召
上
阿
蘭
陀
人
に
六
拾
八
匁
か
ヘ
―
―
御
渡
し
此
直
違
余
慶
銀
を
以
五
ヶ
一
御
銅
井
諸
商
人
か
諸

一
延
宝
二
寅
年
於
御
江
戸
縣
宗
知
足
尾
荒
銅
御
直
段
金
壼
雨
＝
付
拾
貫
匁
か
ヘ
―
―
仕
壼
ヶ
年
＝
ー
御
銅
拾
万
貫
匁
宛

毎
年
拝
借
仕
彿
上
ヶ
翌
年
―
―
御
金
上
納
可
仕
候
然
＾
大
分
之
御
奉
公
―
―
御
座
候
間
共
代
り
―
―
異
國
人
に
賣
渡
申

銅
壼
手
―
―
被
為
仰
付
賣
口
銭
申
受
度
由
被
申
上
翌
年
宗
知
願
之
通
―
―
被
為
仰
付
銅
屋
共
奉
驚
早
速
御
江
戸
へ
罷

下
御
訴
訟
申
上
候
へ
二
諸
國
銅
山
士
井
銅
や
細
工
人
迄
敷
十
万
人
痛
申
由
被
為
聞
召
分
宗
知
願
を
御
差
止
御
銅

十
万
貫
匁
宛
之
筈
―
―
御
座
候
得
共
私
共
へ
ニ
御
不
便
御
加
へ
右
御
直
段
―
―
而
壼
ヶ
年
―
―
御
銅
五
万
貫
匁
宛
彿
上

ヶ
申
様
＝
被
為
仰
付
御
銅
大
坂
に
積
上
セ
異
國
向
―
―
吹
直
し
賣
渡
申
虞
代
金
戴
千
九
百
四
雨
＝
―
罷
成
残
而
戴
千
九

一
延
宝
四
辰
ノ
年
二
月
十
八
日
御
勘
定
所
様
、
VZ
私
共
被
召
出
御
銅
彿
上
ケ
申
五
千
雨
之
御
金
無
異
儀
上
納
仕
大
分

損
金
出
し
候
由
被
聞
召
分
向
後
御
銅
毎
年
彿
上
ヶ
申
義
御
赦
免
被
為
成
候
旨
被
仰
渡
候

＂
（
け
）

一
延
宝
二
寅
年
堺
洵
部
屋
平
右
衛
門
粋
や
長
右
衛
門
大
坂
塚
口
や
長
左
衛
門
濱
田
や
吉
兵
衛
此
四
人
＾
御
公
儀
様

御
銅
毎
年
彿
上
ケ
損
金
大
分
銅
や
中
か
相
弁
其
上
度
M

御
江
戸
に
罷
下
申
儀
迷
惑
―
―
存
候
間
向
後
銅
商
賣
止
メ

可
申
由
ヲ
申
同
年
八
月
廿
五
日
―
―
於
長
崎
に
御
奉
行
様
へ
双
方
罷
出
右
之
段
御
斯
申
上
證
文
仕
の
き
申
候
御
江

銅
貿
易
株
闘
係
資
料



共
節
大
坂
南
北
惣
年
寄
中
に
も
被
仰
渡
候
事

銅
貿
易
株
闊
係
資
料

戸
―
―
而
も
御
勘
定
所
様
た
私
共
か
右
之
様
子
申
上
置
候
事

一
延
宝
三
卯
年
於
大
坂
岡
野
孫
九
郎
様
御
意
被
成
候
者
末
辰
年
か
商
賣
人
か
異
國
へ
賣
高
之
内
御
公
儀
様
御
銅
五

ヶ
一
宛
御
彿
可
被
成
間
銅
商
賣
人
共
之
か
ま
い
―
―
不
罷
成
候
哉
と
御
老
中
様
か
被
仰
下
候
銅
や
共
勝
手
之
痛
―
―

（
脱
力
）

不
罷
成
候
ハ
、
御
銅
五
ヶ
一
宛
御
彿
被
成
候
様
―
―
可
仕
旨
被
仰
渡
候
―
―
付
銅
や
共
申
上
候
（
御
公
儀
様
御
銅
之

儀
―
―
御
座
候
へ
(
銅
や
共

k
賣
渡
申
虞
御
留
御
銅
不
残
御
彿
被
為
成
候
と
て
も
可
仕
様
も
無
御
座
候
虞
五
ヶ
―

（
絃
力
）

宛
と
被
仰
渡
候
儀
難
在
奉
存
候
由
申
上
候
因
慈
辰
ノ
年
か
五
ヶ
一
宛
御
彿
被
為
成
候
右
御
銅
代
金
も
泉
屋
吉
左

衛
門
大
坂
屋
久
左
衛
門
長
崎
―
―
而
受
取
御
江
戸
に
御
上
納
仕
候
様
―
―
被
為
仰
付
家
質
差
上
ヶ
置
毎
年
無
遅
滞
御

上
納
仕
末
候
事

一
延
宝
五
巳
年
大
坂
北
國
屋
次
右
衛
門
其
外
異
國
向
銅
之
商
賣
仕
候
所
御
江
戸
大
坂
長
崎
―
―
而
古
末
か
之
段
こ
御

詮
儀
被
為
成
候
上
翌
午
ノ
年
四
月
廿
五
日
於
大
坂
石
丸
石
見
守
様
た
惣
銅
屋
共
被
召
出
北
國
や
次
右
衛
門
儀
者

不
居
成
事
共
多
ク
在
之
候
条
不
及
申
さ
こ
や
六
右
衛
門
道
明
寺
や
吉
左
衛
門
輻
山
や
次
郎
右
衛
門
因
幡
や
滞
左

衛
門
新
庄
清
右
衛
門
右
六
人
之
者
共
（
新
規
之
者
―
―
候
間
異
國
へ
向
後
銅
賣
渡
候
儀
無
用
＝
ー
可
仕
由
被
為
仰
付

一
貞
享
二
丑
年
長
崎
之
町
人
山
口
次
左
衛
門
大
坂
―
―
而
銅
買
銅
長
崎
へ
差
下
し
異
國
人
に
資
渡
レ
可
申
才
覺
仕
候

附
録

八



附
録

＝
付
長
崎
御
奉
行
様
へ
租
共
か
言
上
仕
候
虞
―
―
右
次
左
衛
門
儀
者
新
規
之
企
―
―
候
条
所
持
之
銅
異
國
入
と
賣
渡

し
候
儀
無
用
―
―
可
仕
旨
同
年
九
月
十
七
日
於
長
崎
雨
御
奉
行
様
か
御
意
之
趣
町
年
寄
高
嶋
四
郎
兵
衛
か
次
左
衛

門
井
私
共
へ
被
申
渡
候
事

一
右
同
年
於
長
崎
御
江
戸
町
人
泉
屋
宗
壽
井
長
崎
之
町
人
松
浦
平
八
右
戴
人
も
異
國
向
へ
銅
賣
申
度
由
御
訴
訟
申

（
二
人
力
）

上
候
得
共
是
叉
新
規
之
企
―
―
候
故
御
差
留
被
為
成
候
趣
高
嶋
四
郎
兵
衛
か
右
三
人
私
共
序
被
申
渡
候

右
言
上
仕
候
通
私
共
儀
敷
代
商
賣
仕
来
り
敷
万
人
之
者
共
ヲ
は
こ
く
ミ
申
御
事
―
―
御
座
候
故
御
停
止
―
―
被
為

付
候
節
も
家
職
―
ー
は
な
れ
敷
万
人
及
鍋
命
可
申
儀
迷
惑
仕
先
祖
之
者
共
以
来
度
ょ
御
営
地
―
―
相
詰
御
訴
訟
奉
申
上

候
虞
御
不
便
―
―
被
為

思
召
上
蒙
御
赦
免
共
上
御
江
戸
大
坂
長
崎
―
―
而
度
ょ
御
詮
儀
被
為
成
候
上
新
規
之
者
共
に
(

仰
付
敷
人
御
除
被
為
成
下
私
共
無
恙
家
業
相
績
仕
異
國
入
に
銅
賣
渡
し
敷
十
万
入
渡
世
仕
京
り
乍
恐
御

慈
悲
難
有
奉
存
候
以
上

貞

享

三

年

寅

十

二

月

不
被
為

右
者
江
戸
長
崎
＝
而
害
上
申
ヶ
条
害
井
文
言
少
致
抜
指
諸
國
銅
屋
中
拾
六
人
井
拾
六
人
之
年
末
共
―
―

銅
貿
易
株
開
係
資
料

銅

屋

共

諸

國

九

仰



衛
門
方
へ
御
渡
シ
被
下
候

衛
二
手
形
被
仰
付
同
文
言
二
而
戴
通
御
取
一
通
〈

被
仰
付
候
其
節
典
九
郎
江
戸
＿
一
罷
有
候
二
付
市
兵

出
御
聞
届
之
上
同
廿
九
日
二
理
左
衛
門
へ
御
切
替

付
候
上
小
西
典
三
右
衛
門
殿
安
井
九
兵
衛
殿
被
召

一
典
九
郎
へ
預
ケ
置
申
銅
名
代
吉
左
衛
門
枠
理
左
衝

書
加
貞
享
五
辰
五
月
＝
ー
山
縣
幸
右
衛
門
殿
に
進
し
申
候
以
上

門
と
切
替
申
度
旨
貞
享
爪
丑
七
月
廿
六
日
二
藤
堂

（
マ
ヽ
）

伊
典
守
様
へ
願
上
候
へ
↑
御
取
込
に
て
翌
廿
七
日

ニ
罷
出
候
へ
二
銅
屋
之
義
古
ヽ
之
様
子
御
聞
合
可

被
仰
付
由
二
而
罷
飾
候
掠
御
典
力
衆
御
吟
味
被
仰

被
下
勝
手
次
第
長
崎
へ
下
り
銅
商
賣
仕
候
様
二
と

永
代
箱
へ
御
入
置
被
成
候
由
被
仰
叉
一
通
(
吉
左

附
録

銅
貿
易
株
開
係
資
料

是
ハ
先
吉
左
衛
門
弟
平
兵
衛
悴

――而

吉
左
衛
門
名
代
之
内
貞
享
四
卯
年

t

遣
し
申
候

是
ハ
吉
左
衛
門
先
祖

t
銅
名
代
四
つ

御
座
候
慮
＝
壼
つ
ハ
中
絶
仕
候
二
付

延
宝
六
午
ノ
年
四
月
廿
五
日
於
御
公

儀
色

M
御
竪
穿
之
上
敷
代
之
銅
商
賣

人
と
て
被
仰
付

右
同
断

平
戸
≫
に
磨
人
阿
蘭
陀
入
船
之
時

t

銅

異

國

賣

人

敷

拾

六

人

之

年

末

之

覺

同
伯
父

平

兵

衛 十

郎

同

弟

理

左

衛

門

泉

屋

吉

左

衛

門

同
従
弟

吉

1
0
 



紀
州
戴
人

京
壼
人

大
坂
拾
人

附
録

泉
州
堺
壼
人 pt' 

銅
貿
易
株
開
係
資
料

寛
文
十
戒
年
子
ノ
年
力
銅
長
崎
へ
下

ス 寛
文
八
九
年
之
時
分

k
銅
商
賣
初
ル

延
宝
元
丑
ノ
年
か
初
テ
長
崎
億
岡
典

次
兵
衛
方
へ
送
り
荷
致
延
宝
六
午
ノ

年

K
自
分
之
名
代
＝
罷
成

延
宝

二
寅
ノ
年
初
テ
長
崎
松
浦
平
八

方

へ
送
り
荷
致
延
宝
六
午
ノ
年
方
自

分
之
名
代
＝
罷
成

寛
文
九
酉
ノ
年
力
初
ル

是
ハ
承
應
元
辰
ノ
年
時
分

K
大
坂
ゃ

久
左
衛
門
と
中
間
一
＿
仕
延
宝
四
辰
ノ

年
力
久
左
衛
門
作
右
衛
門
仕
分
雨
人

共
ー
ー
自
分
―
—
罷
成

延
宝
元
丑
ノ
年
力
初
而
銅
商
賣
仕
候

右
同
断

是
ハ
寛
永
八
九
年
之
時
分

t
銅
商
賣

ニ
取
付

熊

野

や

彦

太

郎

錢

や

作

右

衛

門

山

形

や

禰

右

衛

門

丸

銅

や

仁

兵

衛

大

塚

や

甚

右

衛

門

銅

屋

善

兵

衛

塩

屋

八

兵

衛

平

野

や

濡

右

衛

門

大

坂

屋

久

左

衛

門



豊
後
壼
人

長
崎
壼
人

p<' 

如
此
貞
享
五
辰
五
月
―
―
山
縣
幸
右
衛
門
殿
へ
書
進
申
邦

附
録

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

延
宝
四
辰
ノ
年
力
賣
問
や
仕
候

寛
文
九
酉
ノ
年
ん
初
ル

右
同
断

刀

屋

八

郎

兵

衛

増

田

や

博

兵

衛

同

彦

郎



附
録

銅
吹
屋
中
よ
り
銅
座
へ
差
出
し
た
る
韮
言
詞

一
今
度
銅
座
之
義
銀
座
御
加
役
被
仰
蒙
則
銅
吹
屋
共
各
可
為
御
支
配
之
旨
承
知
仕
候
向
後
銅
座
御
指
園
少
も
違

背
不
仕
惣
而
御
尋
之
義
御
座
侯
者
無
隠
可
申
逹
候
到
銅
座
御
後
闇
義
相
企
申
間
敷
事

一
於
問
屋
荒
銅
買
可
申
節
者
御
断
申
銅
座
御
吟
味
を
請
可
申
候
銅
之
員
敷
御
帳
面
―
―
相
記
印
形
可
仕
事

附
銅
ヽ
し
ぼ
り
出
候
灰
吹
銀
員
敷
も
有
舷
二
可
申
逹
候

一
吹
立
候
銅
賣
出
候
義
御
指
圏
睛
可
申
候
尤
長
崎
へ
被
指
廻
候
御
用
銅
之
義
従
銅
座
御
申
付
次
第
相
仕
立
銅
座

ヘ
賣
渡
し
可
申
事

但
賣
渡
銅
代
銀
〈
元
直
段
之
外
利
潤
可
被
下
候
旨
御
申
渡
候
趣
承
知
仕
候

0

マ‘]）

一
銅
代
銀
相
場
(
時
M

之
様
子
二
應
巌
蜜
相
定
可
申
候
吹
屋
中
間
申
合
理
不
盪
二
I

堕
且

:
江
間
敷
侯
若
又
各
別

銅
貿
易
株
開
係
資
料

一
右
吹
貫
銅
員
敷
之
義
無
相
違
書
付
御
注
進
可
申
事

一
私
共
手
前
へ
従
銅
山
直

――到
着
之
筋
御
座
候
者
是
叉
可
申
逹
候

起

請

文

前

書

一
三
月
十
一
日
銅
吹
屋
中
朝
六
つ
銅
座
へ
出
JV

誓
詞
文
言
之
事



日

比

五

郎

左

衛

門

殿

（右
）

中

村

九

郎

左

衛

門

殿

銅
貿
易
株
開
係
資
料

之
首
尾
有
之
候
者
銅
座
へ
伺
之
御
指
圏
睛
可
申
事

一
銅
座
へ
相
逹
不
申
於
他
國
新
規
出
店
相
構
銅
自
由
指
越
申
間
敷
候
只
今
迄
有
来
候
出
店
之
義
(
害
付
可
申
出

0

マ

ヽ
）

梵
天
帝
繹
四
大
天
王
惣
而
日
本
國
中
六
十
餘
州
大
小
誹
祗
殊
伊
豆
箱
根
雨
所
櫂
現
三
嶋
大
明
誹
八
幡
大
菩
薩
天

銅

座

御

年

寄
岸

部

次

郎

右

衛

門

殿

小

南

理

兵

衛

殿

熊

野

屋

彦

太

郎

無

判

平

野

屋

三

右

衛

門

丘

畔

丸

銅

屋

二

郎

兵

衛

”

泉

屋

利

右

衛

門

Il

元
腺
十
四
年
臼
―
―
一
月
十

日

満
大
自
在
天
誹
部
類
春
凰
誹
罰
冥
罰
各
可
罷
蒙
者
也
防
起
睛
文
如
件

牛
王 右

之
条
M

雖
為
一
事
於
致
違
犯
(

候
事

附
録

大

塚

屋

甚

右

衛

門

”

大

坂

屋

久

左

衛

門

Il

泉

屋

吉

左

衛

門

い

疇

ー
四



附
録

吉
左
衛
門
病
氣
―
―
付
連
座
―
―
而
無
之
無
判

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

一
五

多

田

屋

市

郎

兵

衛

Il

山

田

屋

新

右

衛

門

”

銅

屋

半

左

衛

門

”

平

野

屋

忠

兵

衛

”

平

野

屋

小

左

衛

門

II

吹

屋

次

郎

兵

衛

II

博

多

屋

治

兵

衛

”

河

内

屋

喜

右

衛

門

Il

G

つ
く
力
）

九
郎
右
衛
門
殿
口
上
―
—
此
間
（
ふ
せ
うL
|
＿
ノ
義
申
逹
候
虞
早
速
得
心
之
上
證
文
相
涜
大
慶
之
由

熊
野
や
彦
太
郎
他
参
―
―
付
徳
兵
衛
別
起
請
文
取
被
申
候
重
而
彦
太
郎
直
印
連
判
可
仕
趣

錢

屋

興

兵

衛

”

川

崎

屋

市

之

丞

II

平

野

屋

八

十

郎

丘

疇



附
録

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

此
方
代
五
兵
衛
参
候
虞
長
井
藤
右
衛
門
殿
被
申
候

二
其
方
へ
判
形
見
眉
―
―
可
参
間
左
様
心
得
申
様
―
一
と
被
申
候

一
六



候

附
録

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

銅

九

拾

五

丸
銅

吹

屋

拾

七

人

之

名

前
0

マ
ヽ
）

一
古
来
銅
屋
人
敷
之
内
寛
文
十
二
子
年
か
元
録
十
四
已
年
―
―
至
六
ヶ
所
―
―
而
拾
九
人
銅
商
賣
相
止
メ
営
時
泉
屋
吉

2

マ
ヽ
）

左
衛
門
大
坂
屋
久
左
衛
門
大
塚
屋
甚
右
衛
門
熊
野
屋
彦
大
夫
而
己
古
来
か
之
銅
商
賣
致
相
績
候
然
ル
虞
此
度
長

器
廻
銅
大
吹
屋
小
吹
屋
一
鉢
―
―
御
睛
隕
被
仰
付
候
＝
―
付
自
是
銅
吹
屋
仲
間
拾
七
人
―
―
相
定
候
但
此
節
銅
買
入
井

吹
方
之
手
廻
シ
甲
乙
有
之
候
―
―
付
千
丸
割
法
を
立
年
分
御
用
高
致
配
嘗
吹
方
相
勤
申
候
尤
右
之
段
御
居
申
上
置

正

徳

年

辰

-』-
/", 

月

＇ /'-.. 

正
億
―
―
年
の
銅
吹
屋
拾
七
人

日

同
西
横
堀
炭
屋
町

古
末
銅
吹
屋

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町

古
来
銅
吹
屋

一
七

泉

屋

吉

左

衛

門

銅

吹

屋

拾

七

人



同

七

拾

丸

同 同 同 同

銅
貿
易
株
開
係
資
料

七
拾
一
＿
一
丸

七
拾
三
丸

七
拾
三
丸

七
拾
―
―
―
丸

同

九

拾

丸

附
録

同
西
横
堀
炭
屋
町
古
末
銅
吹
屋

丸
銅
屋
仁
兵
衛
弟
正
保
元
年
申
十
一
月
力
日
本

用
銅
小
吹
屋

同
逍
頓
堀
釜
展
町
万
治

三
年
子
年

K
日
本
用
銅

小
吹
屋
但
今
橋
平
の
屋
利
兵
衛

t
出
ル

平

野

屋

忠

兵

衛

（
マ
、
）

同
逍
頓
堀
新
難
波
中
之
町
元
録
十
四
巳
年

t
日

本
用
銅
小
吹
屋

但
銀
座
長
尾
七
郎
右
衛
門
親
類
之
由

冨

屋

同
断
寛
文
五
巳
年

t
同
断

但
奥
州
南
部
中
村
之
産
―
―
而
多
田
銀
山

K
出
ル

多

田

屋

市

郎

兵

衛

同
瓦
町
壼
丁
目

古
末
銅
吹
屋

但
此
内

五
丸
大
坂
屋
―――

右
衛
門
に
分
遣
候
故
八
拾
五
丸
＿
＿
割
方
相
減
ル

藤

助

大

坂

屋

久

左

衛

門

大

塚

屋

甚

右

衛

門

丸

銅

屋

次

郎

兵

衛

一
八



附
録

同

三
拾
九
丸

銅
貿
易
株
閥
係
資
料

同

四

拾

丸

同

四

拾

戴

丸

同

五

拾

四

丸

同

七

拾

丸

同

七

拾

丸

一
九

同
逍
頓
堀
湊
町
寛
文
十

二
子
年
力
同
断

但
和
州
十
市
郡
之
産
二
而
古
末
銅
吹
屋
平
野

屋
消
右
衛
門
力
出
ル

平

野

屋

三

右

衛

門

u:）
 

右
同
断
同
町
元
録
五
申
年
ん
同
断

但
同
國
同
郡
平
野
屋

―――右
衛
門
親
類

平

野

屋

紀
州
和
歌
山
住
宅
大
坂
出
店
道
頓
堀
新
雖
波
東

之
町
承
應
年
中
力
銅
吹
屋

但
古
末
銅
屋
熊
野
屋
彦
太
郎
同
家
延
賓
三
卯

年

K
異
國
賣
銅
屋
株
立

0

マ
、
）

熊

野

屋

彦

大

夫

0

マ
、
）

大
坂
逍
頓
堀
湊
町
元
録
九
子
年
か
日
本
用
銅
小

吹
屋
和
州
十
市
郡
平
野
屋
―
――
右
衛
門
親
類

平

野

屋

市

郎

兵

衛

同
道
頓
堀
釜
屋
町
賓
永
四
亥
年

K
同
断

但
大
坂
屋
久
左
衛
門
別
家大

坂

屋

（
マ
、
）

同
所
新
難
波
東
ノ
町
元
録
十
四
巳
年
力
同
断

（
マ
、
）

但
熊
の
屋
彦
大
夫
別
家

熊

野

叉

屋

穏

兵

衛
兵

衛

き

ん



同 同 同 同 附
録

但
大
坂
屋
久
左
衛
門k
五
丸
分
遣
候
故
三
拾
八
丸
―
—
割
方
相
噌

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

三
拾
九
丸

三
拾
三

丸

三
拾
三
丸

三
拾
一
一
一
丸

川
3

奇

屋

平

兵

衛

同
断
同
町
正
億
二
辰
年

K
同
断

但
大
坂
屋
久
左
衛
門
別
家大

坂
屋
―
―
―
右
衛
門

0

マ
、
）

同
断
同
町
延
賓
四
辰
年

t
同
断

但
川
毎
屋
茂
兵
御
吹
商
賣
を
譲
受
元
録
之
末

賓
永
年
中
力
吹
方
致
候
依
之
最
初
力
之
年
敷

を
以
如
斯

同
道
頓
堀
湊
町
正
億
元
卯
年
力
同
断

但
古
来
銅
吹
屋
平

の
屋
清
右
衛
門
手
代
小
左

0

マ
、
）

衛
門
弟
―
―
而
元
録
七
戌
年
湊
町
新
庄
屋
消

右
衛
門
致
家
守
次
郎
兵
衛
と
申
候
猜
右
衛

門
者
紀
州
熊
の
銅
山
相
稼
候
故
右
住
所
―
-

吹
庭
を
立
足
減
之
試
吹
致
吹
屋
へ
彿
末
候

虞
浦
右
衛
門
紀
州
へ
引
越
則
次
郎
兵
衛
町

向
相
勤
居
申
候
其
後
次
左
衛
門
と
改
吹
商

賣
取
懸
り
正
得
元
年
卯
十
一
月
右
屋
敷
買

得
候
―
—
付
如
此

吹

屋

次

左

衛

門

冨

屋

伊

兵

衛

同
所
釜
屋
町
正
億
元
卯
年
入
0

同
断

但
冨
展
藤
助
別
家

二

0



附
録

申

候

先

祖

t
銅

吹

屋

仕

異

國

渡

り

之

銅

商

賣

仕

侯

年

敷

凡

八

拾

年

余

二

罷

成

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

國

渡

り

之

銅

吹

屋

商

賣

仕

来

候

凡

八

拾

年

余

一

＿

罷

成

候

先

祖

；

銅

商

賣

仕

宝

永

拾

五

弓

之

年

異

國

渡

り

之

銅

御

免

許

其

節

ヽ

異

ヘ

罷

下

り

異

國

渡

り

之

銅

ふ

き

や

商

賣

仕

候

ハ

先

祖

京

都

五

条

二

而

銅

商

賣

仕

初

候

此

年

敷

百

三

拾

年

ニ

其

後

御

嘗

地

余

―

ー

及

申

候

大

塚

屋

甚

右

衛

門

銅

屋

共

家

業

相

勤

候

年

敷

之

覺

銅
屋
共
家
業
相
勤
候
年
敷
の
覺

泉

屋

吉

左

衛

門

も

罷

成

候

由

大

坂

屋

久

左

衛

門

凡

九

拾

年



先

祖
附
録

銅
貿
易
株
関
係
資
料

但

此

三

人

之

者

と

も

大

吹

屋

と

御

極

被

成

候

内

拾

人

座

候

ニ

先

祖

ヽ

銅

吹

屋

仕

今

年

迄

五

拾

五

年

吹

屋

仕

候

〈

付

大

吹

屋

と

唱

申

候

五

拾

年

ニ

罷

成

候

〈

多

田

銀

山

二

而

九

拾

年

以

前

ヽ

銅

吹

商

賣

仕

御

営

地

に

引

越

銅

先
祖
ヽ
銅
吹
屋
仕
今
年
迄
八
拾
年
余
—
—
罷
成
候

唱

申

候

儀

者

自

分

―

ー

所

-
＿
罷
成
申
候

丸

銅

屋

治

郎

兵

衛

平

野

屋

忠

兵

衛

多

田

屋

市

郎

兵

衛

熊

野

屋

彦

太

夫

今

銅

吹

や

不

仕

賤

而

吉

左

衛

門

久

左

衛

門

甚

右

衛

門

三

人

其

上

延

宝

五

巳

年

於

御

営

地

異

國

向

銅

商

賣

仕

候

人

敷

〈

一

而

御

〈

大

坂

株

之

銅

屋

二

而

御

座

候

虞

七

人

"'" 
唯

拾

六

人

ミ

銅

山

持



附
録

先

祖

ヽ

紀

弱

ニ

而

銅

吹

商

賣

仕

於

御

賞

地

先

祖

ヽ

銅

吹

屋

仕

今

年

迄

四

拾

―

―

―

年

―

-

先

祖

ヽ

銅

吹

屋

仕

今

年

迄

―

―

―

拾

九

年

ニ

先

祖

¢

銅

吹

屋

仕

今

年

迄

戴

拾

三

年

ニ

先

祖

ヽ

銅

吹

屋

仕

今

年

迄

戴

拾

翌

年

ニ

拾

四

年

以

前

ヽ

銅

吹

屋

仕

候

拾

壼

年

以

前

ヽ

鋼

吹

屋

仕

候

銅
貿
易
株
開
係
資
料

夫

俵

〈

紀

茄

和

奇

山

住

居

仕

候

罷

成

候

罷

成

候

罷

成

候

罷

成

候

平

野

屋

市

郎

兵

衛

冨

屋

九

郎

左

衛

門

吹

屋

治

左

衛

門

平

野

屋

吟

川

崎

屋

平

兵

衛

平

野

屋

三

右

衛

門

ハ

六

拾

年

銅

吹

屋

仕

候

老

太



而

候
拾

三

年

以

前

i
銅

吹

屋

仕

候

此

者

之

儀

者

熊

野

や

彦

太

夫

家

来

筋

附
録

銅
貿
易
株
闘
係
資
料

但

此

拾

四

人

右
之
通
御
座
候
以
上

〈

小

吹

屋

と

唱

申

候

四

年

以

前

よ

り

銅

吹

屋

仕

候

此

者

之

義

者

冨

屋

九

郎

左

衛

門

家

末

筋

而

御

座

候

冨

屋

伊

兵

衛

一

年

以

前

よ

り

銅

吹

屋

仕

候

此

者

之

儀

者

大

坂

や

久

左

衛

門

家

来

筋

而

御

座

候

八

年

以

前

よ

り

銅

吹

屋

仕

候

此

者

之

儀

者

大

坂

や

久

左

衛

門

家

来

筋

御

座

候

二 二

一

而

熊

野

屋

徳

兵

衛

大

坂

屋

亦

兵

衛

大

坂

屋

三

右

衛

門

ニ
四



本
輯
よ
り
近
世
前
期
の
住
友
に
就
い
て
の
各
論
に
入
り
、
先
づ
銅
貿
易
株
の
成
立
事
情
並
び
に
愛
逗
過
程
と
任

友
と
の
闘
係
を
採
り
上
げ
た
。
今
ま
で
銅
貿
易
に
閥
す
る
初
期
の
資
料
が
少
く
、
従
来
こ
れ
に
つ
い
て
委
し
く
述

べ
た
も
の
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

此
の
期
銅
貿
易
に
闘
し
て
新
た
な
問
題
を
呈
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
尚
、
本
論
以
降
又
引
き
績
き
故
向
井
芳
彦
氏

本
輯
に
つ
い
て
も
京
都
大
學
敦
授
小
葉
田
博
士
の
行
き
厘
い
た
御
指
導
と
御
校
閲
と
を
賜
は
っ
た
。

昭

和

三

十

の
遺
稿
に
よ
る
。

後

年

初

冬

已
1
1
1
1
a
 

修

史

室

こ
の
貼
本
論
及
び
次
輯
「
近
世
前
期
に
於
け
る
銅
貿
易
と
住
友
」
等
の
諸
論
は
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